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【枠Frame】１　ひとりのおとこがしんだのさ



　　ひとりのおとこがしんだのさ

　　とてもだらしのないおとこ

　　おはかにいれようとしたんだが

　　どこにもゆびがみつからぬ



　　あたまはごろんとベッドのしたに

　　てあしはばらばらへやじゅうに

　　ちらかしっぱなしだしっぱなし





　スコットランド・ヤードに奉ほう職しよくする辣らつ腕わんの警察官であり、警部の地位にあるウィリアム・リース氏は、たいそう機き嫌げんが悪かった。

　これは、一般には珍しいことといえた。警部は部下たちから怖おそれられているほど実際にはへそ曲がりではなく、職務上つねに重々しい態度をとる必要性を感じているだけだったからだ。

　また、国家権力を代表する者として、ものに動じない態度と、罪なき者に対しては（いかつい顔と身体からだが許してくれる範囲で）親切な態度をとることを自らに課していたので、むやみに腹を立てたり喜びに我を忘れたりするような、公務員としてふさわしからぬ態度をとることは――少なくとも、本人のつもりでは――ないのだが、そういう彼でも、たまには楽しみに我を忘れることもないではない。

　ひとつは、長い勤務を終えたあとにパブで呑のむ一杯のうまいビール。もうひとつは、立派な、よくできた犯罪に遭遇し、猟りよう犬けんとしてのその有能な鼻を、散らばった血ち糊のりや荒らされた現場の瓦が礫れきのあいだにつっこんで、証拠を嗅かぎ出すこと。

　――だがしかし、今日の彼は不ふ機き嫌げんだったのだ。

　まわりで捜査に従事している部下たちは、みんな首をすくめて、空気にびりびり伝わっている警部殿の怒りに触れないように、つま先立ちでそっと歩いていた。太い腕を組み、ドイツハムのような二の腕を特製大ソーセージのような指でむんずと掴つかみながら、警部は眉まゆをしかめて周囲を睨にらみまわした。

「気に入らん」

　と彼はぶつぶつ言った。「まったくもって気に入らん！」

　頭上に轟とどろきわたる雷を思わせるその不吉な呟つぶやきに、部下たちはいっそう頭を低く下げて、懸命に物証を調べているふりをした。

　そこはイースト・エンドでも最下層に属するあたりの、汚れに汚れた貸部屋の一室だった。

　もともとは部屋でもなんでもなく、それを言うなら建物でさえない。鉄道の高こう架か下したのすきまにむりやり板を張って、ドアと階段をつけ、部屋と言いはっているばかりのしろものだったが、そういう場所でも、借りられるだけ上等という住民がここには山といる。

　おかげで見ているとくらくらしてくるような不定形になった半地下の部屋に、はしごがかかったせまい踊り場と、地上へ通じるドアがついている。

　床は石がむき出しで、それもひどくすり減って汚れていた。ここ十年ほど、掃除したことがあるかどうか疑わしい室内にはごみだかなんだかわからないガラクタが山と積み重なり、このゴミ溜ために耐えられるというのは部屋の主はよっぽど無ぶ精しようか、だらしのない男だったにちがいないと思われた。

　隅っこの調理用と暖房を兼用するすすけたストーブからねじれた煙突が伸び、あまのじゃくな部屋の形に逆らって、天井にぽつんとはめ込まれた窓を貫いて外へ伸びている。踊り場の手すりはさびた鉄に、ぞっとするような緑色のペンキが雑に塗り重ねられているものらしかったが、今のところ、その正確な色は誰だれにも断言できなかった。固まった血で、胸の悪くなるようなどす黒い赤に染められていたからだ。

「警部殿」

　部下の一人がおそるおそる近づいてきて声をかけた。

「被害者がいしやの身元が割れました。どうもこのあたりじゃ有名なごろつきだったみたいですね」

「ごたくはいい。さっさと報告しろ」

　警部殿は唸うなり、部下はあっさり震えあがって、制服の胸からくしゃくしゃになったメモを取りだして詰まりがちに読み上げた。

「ええ、被害者の名前はロビン・ウォルターズ……通称〈ボビンのロビンロビン・ザ・ボビン〉と呼ばれてたようです。以前はインド通いの船員をやってたようですが、船を下りてからはすっかり酒と博打ばくちびたりの毎日で、相棒のベンジャミン・ホドロック――こっちの通称は〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉ですが――と二人で、ちんけな詐さ欺ぎだの、こそ泥だの、いろいろやってたって話です。ヤードに問い合わせてみたところ、五年ほど前に、寸借詐欺で二、三年ほど食らいこんでます」

　部下はそこで言葉をきっておずおずと上司を見あげ、ごつい顎あごをしゃくって先をうながされると、やっと元気をふるいおこしてまた先をつづけた。

「それで、昨夜はずいぶん酔っぱらって帰ってきたらしいのを、表で客引きをしていた娼しよう婦ふが証言しました。今、ジョンの奴やつに調書を取らせてます。

　その娘の話だと、昨晩の真夜中少しすぎくらいに、ほろ酔い加減でふらふら戻ってきたロビンに、声をかけられたそうです。見たところ、客になる気はなかったようなんで、尻しりをなでられかけたのを一発張りとばしてやったら、げらげら笑いながら部屋へ――この部屋ですが――入ってって、扉を閉めたってことでした。

　ロビンがどこで呑のんでたのかは、近辺のパブに今聞き込みに回らせてます。相棒の〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉のほうはまだ居場所が知れません。捜させちゃいるんですが」

「よし、わかった」

　警部は再び唸うなった。

「調書がまとまったらすぐに提出しろ。今日じゅうにだ。一秒一分でも遅れたら、貴様の首をひっこぬいてやるからそう思え」

　あわれな警察官は縮みあがり、あとずさりして怒れる雷神のごとき上司から離れた。警部は頭上にただよう雷雲をさらに濃くしながら、現場の惨状をむっつりと見回した。

　まさに「惨さん憺たんたる」「凄せい惨さんな」「血みどろの」殺人現場の見本市のようだった。

　今、この瞬間にも外に詰めかけているにちがいないフリート街の新聞記者ハゲタカどもがどんな好き勝手な見出しをつけるかと思うと、腹の底がずっしり重たくなる。

　どんなに口止めしていても、第一発見者である、あのごうつくばりを看板にして顔へ貼はりつけたようなこの部屋の持ち主の老婆は、パブでのたっぷり一杯のジンと、ちゃらちゃらと鳴るいくらかの硬貨で、あることないことどっさりしゃべりまくるに決まっている。しゃべる材料にことかかない事件であることは確かだし。

　捜査員たちが袋を広げて、回収した右腕――それとも左腕かもしれない――を、そっと中へ押しこんでいた。

　警部はその手の甲に、奇妙な入いれ墨ずみ――異国風な、切れの長い目を図案化したようなもの――があるのを認めた。まあ、船員だったというなら、めずらしくもないものだ。たいていの船員の身体からだには、どこかしら何かしら、入れ墨が彫られているものである。

　腕は、ドアのある踊り場の手すりに肘ひじを曲げた状態でひっかけられていたもので、肩のところからすっぱり切りとられ、肉屋の店先に下がった骨付き肉のような白い骨を切り口からのぞかせていた。入れ墨の目は死者の代わりのようにじっと虚こ空くうを見つめたまま、袋の中に押しこまれて見えなくなった。

　また別のすみっこでは、別の袋を持った別の捜査員の一団が、同じく、安売り肉の塊かたまりのような右脚（それとも左脚）を拾いあげていた。これも脚のつけ根のところでばっさりやられ、固まりかけた血だまりの中に、血抜きされた鶏とり肉にくのようにぷかぷか浮いている。

　そしてこの部屋で唯一まともな家具のベッドこそ、まさに血の海というにふさわしかった。垢あかじみてまっ黒なシーツがどっぷりと血を吸って、まだ吸いこみきらなかった血が、ねとねとの水たまりになって固まりかけている。

　その上に、ひときわ大きな肉塊がひとつ乗っていた。

　これこそ、裸で肉屋の店先にあったなら豚の丸焼きのために調理された商品のように見えたことだろうが、しかしこの肉塊は、派手な赤い縞しまのシャツと、同じ色の、趣味の悪い下着を身につけていた。

　手足は四本ともなく、首もない。頭と両肩と両りよう腿もものつけ根だったはずの場所には、白い骨を不気味にのぞかせた肉の切り株があるばかりで、ほとんどの血を流し出してしまった死体は、ぞっとするほど蒼あお白じろかった。

「警部」

　勇気をふるって、血のぽたぽた垂れているベッドシーツをめくり上げてみた捜査員が、緊張した声をあげた。

「ありました。――頭です」

　リース警部は渋面を崩さないまま、のしのしとそちらへ歩み寄った。

　床は飛び散った血でほとんど足の踏み場もなく、うっかりするとこびりついた血で靴底が床に貼はりつきそうになる。

　捜査員は意を決したように息を吸ってかがみ込むと、手をのばして、ベッドカバーの下から丸いボールのようなものを、髪の毛をつかんで引きずりだした。

　やせっぽちで赤毛の、貧相な男の首だった。苦痛の表情はなく、ただ、なぜ自分がこんなところにこうしているのかわからない、という顔で、ぽかんと目と口を開いている。

「例の女家主を呼べ」

　ぶっきらぼうにリース警部は言った。

「面通しだ。この首が確かにロビン・ウォルターズのものかどうか確かめさせろ。もしかしたら、別の男ということもありうる。こうばらばらじゃ、一つ二つ別の人間の部分が混じっていたってわかりゃせんと思う奴やつがいるかもしれん」

「はあ」部下はとまどったように頭を掻かき、

「しかし、あのよぼよぼの婆ばあさんに耐えられますかね？　なんせ生首ですよ。心臓発作か、脳卒中でも起こされたらどうします」

「卒中を起こすようなタマか、あれが」

　不ふ機き嫌げんの極致に達しかけている警部は一言のもとに切って捨てた。

「どうせああ神様だのなんて可か哀わい相そうなロビンだの、くだらん事をわめいて盛大においおい泣きじゃくったあげくに、記者どもの所へ飛んでいって、ジンの瓶をもう一本と賄わい賂ろをねだるに決まっとる。業ごう腹ふくだが、確認はさせんわけにはいかん。さっさと行かんか」

「は、はいっ」

　直立不動になった部下が駆けだしていってしまうと、リース警部はあらためて手入れの悪い肉屋の倉庫のような現場を見回し、再び、こんな三文記事をそのまま絵にしたような、常識のない事件を起こす犯人を心の底から呪のろった。最近、ただ警察を困らせ、大衆の不健全な興味をあおるためだけに起こされているかに見える事件が多すぎる。

　警部とて社会正義に奉仕する身であり、犯罪を憎むことにかけては人じん後ごに落ちないが、それでも、こういう悪趣味にして無意味なまでに手の込んだ殺しというのは、ひたすら警察をおもちゃにしてその権威を失墜させるために起こされているのではないかという気がする。事件というのはもっと単純で、わかりやすくあるべきだ。

　切り裂きジャックジヤツク・ザ・リパーがいい例だ。今でも見つかっていない切り裂き男は、いまだにどこかの闇やみに隠れて、思い出したように尻尾しつぽを出してはそれがゴム製の偽にせ物ものであったことを示し、世間と警察を徹底的にからかってのけている。

　からかう、という言葉から、不快な連想が浮かんだ。

　常になんとかして尻尾をつかんでやろうと思い、努力はおさおさ怠おこたりないというのに、いつもにやにやしながらするりと逃れてしまう、あの腹の立つ若い女のことだ。

　クリスティーナ・モンフォーコン。〈パラケルススの娘〉。

　豪華な金髪とまばゆいばかりの美び貌ぼうに、気取った金の片眼鏡モノクル。見事な身体からだを粋いきな男装に包み、ロンドンの上流人士の常識という常識に馬ば鹿かていねいに砂をひっかけてまわりながら、それでも不思議と安あん穏のんとした日々を送っている女詐さ欺ぎ師し。

　魔術師、という触れ込みではあるが、歴戦の猟りよう犬けんであるこのビル・リースが、そんな看板にひっかかってたまるものか。どうせ裏ではとんでもないことをやらかして、国家権力というものをあざ笑っているにちがいないのだ。

　血だらけの殺人現場を眺めながら、この事件とあの女をどうにかつなげる道が見つからないかという考えを弄もてあそんでみたが、思いつかなかった。どちらかというと、考えるのは得意でないのだ。考えるのは警察の仕事ではないとも思っている。

　警察の仕事とは、地道に捜査をし、証拠を集め、裏付けを取り、これという疑わしい奴やつをぶち込んで自白させること、それに尽きる。最近流行の探偵小説とやらは、そうした正しい警察の在あり方に唾つばを吐きかけるものだ。

「警部」

　思いにふけるリース警部に、あちこち血の染みだらけになった部下が息を切らせて近づいてきた。少し顔が青い。どこかで昼食を吐いてきたらしい。リース警部は少しばかり同情の目で眺めた。場数を踏み、警部殿のように胃がボイラーの鉄板張りになるまでは、そういうことはよくあることだ。

「死体の回収が全部済みましたが……あの、ひとつ問題が」

「何だ？」

「あの」若い警官はもじもじと目をそらし、それから思い切ったように、

「どこにも指が見つからないんです」

　リース警部殿は目を剥むいた。

「――何だとう!?」



    

  
    
      


【断片Pieces】Ⅰ　つむじまがりのメアリふじん



　　つむじまがりの　メアリふじん

　　おにわのはなは　いかがです？

　　かいがらならべて　ぎんのすず

　　きれいなねえやも　おそろいだ





　跡あと部べ遼りよう太た郎ろうは、困惑していた。



　初秋にしてはあたたかい日で、小春日和の明るい陽光がさんさんと降りそそぐさわやかな一日になりそうだった。あたりは行楽気分に浮かれた大勢の人々が楽しげにざわめきながら行き交い、投げ銭を期待する大道芸人や、ちょっとした軽食を売っている屋台もずらりと並んでいて、本来なら、もっと陽気な気分になっていてしかるべきだった。

　しかし、跡部遼太郎は困惑していた。

　それも、心底。

「約束のお時間を五分過ぎましたわ」

　後ろから氷のような声がした。

「ご自分から約束を取りつけておかれて、お時間に遅れるなんて、ずいぶん常識のないお方ですこと」

「ええ、美み弥や子こさん。お約束の時間の五分前には、いつも集合場所に着いているようにということは、いつも厳しく言われていますもの」

　ともう一つ別の声が、これも背後から。先のものほど冷たくはないが、かなり固くて、かすかに震えをおびている。先の声が勝ちほこったように、

「そうですわね、和かず音ねさん。わたくしたちはちゃんと約束の時間に来ていますのに。お作法を知らない方ってこれだから困りますわ、ねえ、遼りよう太た郎ろうさん」

　遼太郎は頭をかかえたくなった。

（勘弁してくれ……！）



　そもそもの発端は、半月ほど前に起こったシオン騎士団事件の時である。

　その時、ロンドンの夜の世界を統すべる〈女主人〉の愛まな娘むすめにして、魔女の姫君であるメガエラこと男装の少女ジンジャーに、協力の見返り（？）として、「どこでもいいから、どっか連れてけ」などという、やっかいな約束を取りつけられたのであった。

　遼太郎が、その意図をまったく理解していなかったのがわざわいした。事件がすべて片づいたあと、ジンジャーが念押しに送ってきた可愛かわいいピンク色の書状（『約束、忘れんなよ！』）を見てすら、約束というのが何なのかいっこうに思い出せなかったくらいだが、婚約者である美弥子と義妹の和音は、きわめて正確にその意図を読み取った。

　すなわち、逢あい引びき。

　遼太郎としてはまったくそんなつもりはなく、二人にさんざん問いつめられても、ただただとまどって口ごもるばかりだったのだが、約束は約束なのだった。

　後日、さらに書状が一匹の猫の口にくわえられて運ばれてきて――猫は、「わかってるんだろうな」とでも言いたげに、金色の目を光らせて遼太郎をねめつけ、悠然と引き上げていった――行き先と場所と待ち合わせの時間を決めろ、とのお達し。

　返事はどこでも、紙に書いて道に置くなり、廊下でぼそっと呟つぶやくなり、煙突に向かって叫ぶなりすればよいとのことだった。

　そう言われても、外国人の遼太郎には、ロンドンで女の子を連れていって喜ばれるような場所も、そのやり方も、見当もつかない。だいいち、故郷の日本にいた時でさえ、修行修行の毎日で、女と名のつくものにはほとんど無縁の生活を送ってきたのだ。

　美弥子と和音の視線が首筋に突きささるのを感じながら、いやいや主人に、よさそうな場所を知らないかどうか尋ねに行った。

　今のところのロンドンでの家主、兼雇い主であり、遼りよう太た郎ろうを従僕という名の奴隷としてこき使っている女魔術師クリスティーナ・モンフォーコン嬢は、右のようななりゆきを、終始にやにや笑いながら観察していた。彼女にとって哀あわれな従僕が遭遇する不幸事は、なんであれきわめて愉快な出来事に思えるらしい。

「そうだねえ、ひとつ、クリスタル・パレスなんかどうだね」

　というのが、少し考えたのち彼女が出してきた案だった。

「水晶宮クリスタル・パレス？」

「ロンドンから南にちょっと行ったところにある、シデナムの有名な観光名所さ。一八五一年の、あの俗っぽくも大成功した国際大博覧会のことを知っているかね？　君のお国もたしか参加していたはずだが――知らない？　まあそんなことだと思っていた――とにかく、その会場だったどでかいガラスの温室の化け物を、設計者のパクストンという男が、さらに大きく、さらにばかげた場所にして、シデナムの丘の上におっ建てたんだ。

　入場料はひとり一シリング、ロンドン・ブリッジ駅からブライトン鉄道での交通費も込みだよ。愛すべき一般大衆にとっては夢のような休日さ。君のような田舎者が、少しは見聞というものを広めるためにも最適だ。どうする？　行ってみるかね？」

　言葉のはしばしにいろいろと気に障るものはあったが、クリスティーナを相手にする場合、そんなことにいちいちかまけていては自分の神経が保もたないのはよくわかっていた。

　それに、ほかに適当な場所を自分で探すだけの知識もない。おとなしく助言を受け入れることにして、日にちを次の日曜日ということに決め、部屋から外へ出たとたん、跡あと部べ家の第六感でもなかろうに、どこからともなく出現した婚約者と義妹に、食いつかんばかりの勢いで詰め寄られたのである。

「それで、どこへ行くご予定ですの？　お約束は何時？　ああ、そうですの、わかりましたわ。それではさっそく、わたくしたちもご用意しませんとね、和かず音ねさん」

「はい、美み弥や子こさん。わたし、あの菊花散らしの振り袖そでを着ていくつもりですの」

「まあ、それは素す敵てき。ではわたくしは、御所車と手て鞠まりの振り袖にしますわね。季節が合わないような気がしますけど、かまいませんわ。異国の方たちにも、大和やまとなでしこが本気を出すとどのようなものか、きっちり見せつけてあげなくてはいけませんものね」

「ちょ、ちょっと待ってよ、何の話をしてるんだよ!?」

　なにやら不ふ穏おんな光を目に燃やして語りあっている女の子たちに、遼太郎は焦って口をはさんだ……が、四つの目に冷たくじろりと一いち瞥べつされたとたん、それ以上の言葉はのどに引っかかって止まってしまった。

「何って。もちろん、当日に着ていく着物のお話ですわ。遼太郎さん」

「そうですわ。兄さまはどうぞご心配なく、ジンジャーさんをお連れになってよろしいんですのよ。わたしたち、同じ日に、その……くりすたる・ぱれすってところに行きましょうって、さっき決めただけですから」

　ですわ、ですよね、とうなずきあう美み弥や子こと和かず音ねに、遼りよう太た郎ろうはただただわなわな震えるばかりだった。いったい何なんだ、という叫びがむなしく胸中に響きわたる。

（いったい何だって、僕がこんな思いをしなきゃならないんだ!?）

　しかし、いつものようにその問いに返事が返されてくることはなく、約束の日曜日はやってきて、不自然なまでに浮かれた顔をしているクリスティーナに送り出され、一行は妙な緊張感をただよわせつつ辻つじ馬車の客になった。

「今日は仕事のことは気にしなくていいからね」

　というのが親切な雇用主の見送りの言葉。

「うんと遊んでおいで。魔女姫様にも先日のお礼をしなければならないしね」

　腹の中では、これからあわれな従僕が耐え忍ばなければならないであろう一日を想像し、心底わくわくしていることは簡単に見てとれた。どうせ何かの手段で、僕がどんなことになってるかは筒抜けなんだ、と遼太郎は投げやりに思った。そういう手段にはことかかないクリスティーナである。何しろ魔術師なのだから。

　シデナムまでの列車は張りつめた沈黙のうちに過ぎた。いい天気の休日とあって、ロンドン・ブリッジ駅の押し合いへし合いの人ひと混ごみを通りぬけ、シデナムに降りたってようやくクリスタル・パレスなる建物の前にたどり着いたときには、遼太郎はすでに疲労困こん憊ぱい、英国の誇る建築技術の宝石とも言うべき、総ガラス張りの、見あげるばかりの巨大なアーチとドーム状の天井が陽光に光り輝くのを、鑑賞する気にもなれないでいた。

　もったいない話ではあったにちがいない。実際、クリスタル・パレスは、クリスティーナがけなしたほどばかげてはおらず、たしかに、一見に値するしろものではあるのだ。

　ロンドンのハイド・パークに博覧会会場として建設され、その後、シデナムに移築される時に、建物の構造は大きく改良を加えられた。

　半円形の屋根でおおわれた身しん廊ろう部、当初三層だった中央大袖ちゆう楼ろうはなんと五層構造に変更され、結局、総工費一五○万ポンドを費やしたクリスタル・パレスは、ハイド・パーク時に比して一・五倍の容積を持つにいたり、中には各種博物館から美術館、植物園、コンサート・ホールをはじめ、あらゆる高雅な趣味と教養をやしなうに足るさまざまな施設が併設されることとなった。

　ゆるやかに起伏するロンドン郊外のシデナムの丘の上に、芝しば生ふに囲まれたモダンなガラスの超巨大な芸術品が、正面の半円形のゲートと、左右に長い袖ちゆう楼ろうを広げて優雅に存在している。白い大理石の階段や彫像が品よく配置され、集まってくる善男善女をさりげなく現代の驚異にみちびくようにできている。

　好天のもと、一日の楽しみを求めて集まってきた英国臣民は、正面ゲートへ上がる階段の前で脂汗を流しているアジア人の少年と、その後ろできっと唇を結んで敵に立ち向かわんとしている、『NIHON MUSUME-SAN』に首をかしげた。

　あるいは何かの出し物の出演者が、ここで待ち合わせしていると思ったのかもしれない。ふだんの従僕のお仕着せよりより多少まし、という程度の遼りよう太た郎ろうの服装にくらべて、武装を整えた美み弥や子こと和かず音ねのいでたちは、まことにめざましいの一言に尽きる。

　女学生らしくそろいの葡ぶ萄どう茶ちやの袴はかまはいつもと同じだが、その上に着た着物のはなやかさは、休日のシデナムを行き交う紳士淑女を瞠どう目もくさせるに事足りた。

　美弥子は金きん銀ぎん縫ぬい箔はくをふんだんに使用した御所車に、あでやかな手て鞠まりと流水を配した、きりりとした顔立ちによく映える雅みやびな振り袖そで。

　和音はおとなしげな幼顔にふさわしいが、それがまた綺き麗れいで愛くるしい、可愛かわいい小菊と紅葉もみじを散らした、総刺し繍しゆうの振り袖。

　どちらも日本の職人芸の逸いつ品ぴんで、そのまま博覧会会場に立っても、東洋の美のすばらしい見本として注目を集めるに足る仕上がりである。

　加えて、和音は紫の風ふ呂ろ敷しきに包んだお重箱を提げていた。いくら遼太郎が「持ってやる」と言ってもかたくなに拒否したものだ。

　中身はおそらく、和音が持てる力のかぎりをつくして制作した、豪華きわまりない行楽弁当。

　前夜、ラドル夫人が帰っていってから、遅くまで台所が不ふ穏おんな空気とともにがたごとしていたのは遼太郎も耳にとめている。音の正体もわかっていれば、やっていることも見当がつくのに、なぜああも恐ろしく聞こえたのかは天だけがご存じだ。

　通りすぎる紳士淑女が、けげんそうな顔で無遠慮な視線を投げていく。

　いったいこんな目に遭わされるような何を自分はしたというのか、と、朝から何度目かわからない疑問を抱えて天をあおいだその時、ざわめきとともに、カラカラと車輪が石畳をうつ音が近づいてきた。

　白い大理石張りの遊歩道を、優雅な馬車がかろやかにこちらに進んでくる。そぞろ歩きの人々は驚いた顔で道をよけた。王族でもないかぎり、馬車でここまで乗りつけるのは禁止されているはずだが、それが許されているとなると、馬車の主はよほどの高い身分の人間ということになる。

　黒と金の馬車は、遼太郎と、身がまえる女の子二人の前で静かに止まった。

　扉が開く。

「到着いたしました、王女殿下」

「ありがとう、ジム・クロウ」

　鈴を振るような声がして、ふわりと、夢のようなきらめきをまとったしなやかな赤毛の少女が舞い降りた。

　そこだけ、虹にじ色いろのもやがかかったようだった。きれいに梳とかしてカールさせた銅色の髪に陽光が輝き、額に落ちかかる髪は蔓つる草くさのような金色の髪飾りでかき上げられている。

　ほっそりした首には二重のヤドリギを象かたどった小さな首飾り、細い肩を透きとおるようなショールで包んで、若草に雲を思わせる淡い緑と白のドレス、つやつやの白い革でできたきゃしゃな短ブーツには、ちらちら光るビーズと銀のボタン。

「どうぞお手を」

「いえ、手助けは要りません。そこに相手がいますから。――帰る時には知らせます。母様には、ご心配なさらないように申しあげてね」

「承知しました、王女殿下。よい一日を」

　押し潰つぶしたようなあばた面に突き出た腹、がに股またの男は、小さな帽子を持ちあげて一礼すると、遼りよう太た郎ろうに歯をむき出してにたりとして見せ、馬車に飛び乗った。

　扉が閉まる。二重のヤドリギの環わの紋章をつけた〈女主人〉の馬車は、カラカラと音を立てながらどこへともなく走り去っていった。

　あとに残った、ほっそりとした赤毛の少女は、そばかすのある顔をほんの少し上気させながらじっと遼太郎の顔を見つめて、いきなりぶっきらぼうに手をつきだした。

「手」

「え？」

「手だよ。ったく、レディのエスコートの仕方も知らねえのかよ、このボケアスパラガスは。ほら」

　動転しきって身動きもできない遼太郎の手を強引にとって伸ばさせ、自分の手をその上に重ねる。

「こうだよ、こう。そんでもって、俺おれと並んで、腕組んで階段上がんの。早くしな、ボケアスパラガス。てめえにつき合ってたら、中に入らねえうちに日が暮れちまわあ」

　そういうとさっさと遼太郎の手を小こ脇わきにかいこんで、しゃなりしゃなりと階段を上がっていこうとする。

「ジンジャーさん」

　背後から遼太郎の背筋に氷を流しこまんばかりの声がした。

「わたくしたちのことをお忘れではございませんの。ご挨あい拶さつもなしとは、いささか姫君としての礼儀にはずれていらっしゃるといわざるを得ませんわ」

「あら、そこにいらしたんですの。――ごめんあそばせ、ちっとも気がつかなくて」

　足を止めたジンジャーは、遼太郎の腕はしっかりつかまえたまま、とっておきの無邪気かつ上品な笑顔で小首をかしげてみせた。

「だって、わたくしがお約束したのはこの遼太郎さんだけだったものですから、お連れがいらっしゃるなんてちっとも知らなくて。だって、お約束では二人だけで、ということでしたし、遼りよう太た郎ろうさんがお約束を破られるはずはありませんから、てっきり、お二人は別行動でこちらにいらしたのだとばかり思って。――なあ、どうなんだよ、アスパラガス？」

　いきなりぐい、と腕を引き寄せられる。あたった肘ひじに何やらやわらかい感触があって、遼太郎はもう少しで倒れそうになった。

（む、胸！　胸が！）

「どうなんだって訊きいてんだよ、え？　このお嬢さんたちは一緒なのかい、それとも違うのかい？　一緒だってんなら俺おれも、それなりの扱いをしなきゃならねえからな」

　脅おどすようにきらめいた魔女の瞳ひとみは、ライオンめいた金色に変わっている。

「い、一緒っていうか、なんていうか」

　情けないことながら、事実をそのまま話す以外に頭の働かせようは今の遼太郎にはありはしなかった。

「ふうん――そういうこと」

　しどろもどろの遼太郎の説明を聞き終わると、ジンジャーは紫がかった色にゆらめき変わった瞳を猫のように細めて、にやりとした。

「そういうことでしたら、やはり、こちらの方々はわたくし達とは別行動のつもりでいらっしゃったということですわね。だってご自分たちで、そう宣言なさっていらっしゃるわけですもの。でしたら、これでご挨あい拶さつ申しあげたと思ってくださいましね、美み弥や子こさん、

　和かず音ねさん。それでは失礼いたしますわ、わたくしたち、たくさん行きたいところがありますの、ねえ遼りよう太た郎ろうさん」



    

  
    
      



    

  
    
      　と頬ほおをすり寄せてくる。

　ますますやわらかい部分に肘ひじをつっこむことになった遼太郎は、あわあわと口を動かすばかりで弁解の言葉さえ頭に浮かばない。

（だ、だれか、助けて……）

　意気揚よう々ようと大理石の階段を上がっていく〈夜のロンドン〉の姫君と、引きずられるその犠牲者の背中に、無言のままの二組の視線が槍やりのように突きささってきた。
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「うわあ……」

　背後からの突きささるような視線約二名分と、肘の先のふわふわした温かい感触にかなりの部分意識を占領されながらも、はじめてクリスタル・パレスの中に足を踏みいれた遼太郎は、思わず驚きの声をあげた。

「すごい！　これほんとに建物の中かい？　外じゃないの!?」

「中だよ。上見てみな、ちゃんと鉄骨とガラスが見えるだろうが。ったく、田舎者ってのはこれだから困るぜ」

　平然とした顔をしようとしているジンジャーも、上気した頬に興奮の色を隠せない。

　正面ゲートを入ったすぐ目の前には、巨人のバグパイプを思わせる見あげるようなパイプオルガンが、天井近くまでの空間をほぼ占領してでんと居座っていた。周囲には赤い絹綱が張りわたされて、中にはビロード張りの椅い子すが並べられ、いつでもコンサートが開けるように用意されている。

　金色のポールのそばに立っていた金ボタンに白手袋の気むずかしい顔をした警備員が、ぽかんと口を開けたアジア人の少年少女約三名をじろりと見たが、山出しの東洋人がわが大英帝国の技術にさっそく感動しているだけだと判断して、ふたたびものうそうな視線をゲートに向けなおした。

「今日はコンサートはないんだ、あれは普通は土曜日だけだからな。でも、コンサートの日はいつもよりもっと混むから、今日でよかったかもしれないぜ。そら、ぼやぼやせずにこっち来な。いつまでもぽかんと馬ば鹿か面づらさらしてんじゃねえよ」

　ジンジャーは踊るような足取りで遼太郎たちを引きつれ、クリスタル・パレスの中心部である大身しん廊ろうへと入っていく。

　大身廊は南北二つの区画に分けられていて、北側にはヤシやシュロなどの熱帯の植物を、南側にはカシやクヌギなどの温帯の植物を配し、噴水と、睡すい蓮れんなどの各種水生植物が色を添える巨大な植物園となっている。

　木々の間には看板や模型でそれぞれの標本がやってきた土地の気候や風物が展示され、実物と見くらべながら、世界に冠たる大英帝国が蒐しゆう集しゆうした地学と博物学について簡単に学べるようになっている。

　猛烈な怒りの気配を四方に放射しながらあとについてきた美み弥や子こと和かず音ねも、この英国が世界に誇る一大標本室にはさすがに度ど肝ぎもを抜かれたようで、遼りよう太た郎ろうたちを睨にらみつけるのも忘れて、見たこともない南洋の植物や、咲きほこるあざやかな南国の花々に小さな歓声をあげて見入っていた。

　今朝は日曜日とはいえ、まだ時間も早いので身しん廊ろうにそれほど人はおらず、重なりあうヤシの葉や毛むくじゃらのシュロの幹のかげにちらほらとレースの日傘や、ドレープのついたドレスの裳も裾すそがひらめくばかりだった。知的好奇心をさそう展示品に品よく身をかがめつつ、低声こごえで話し合う声が重なりあって、水晶宮クリスタル・パレスの名の由来になった、陽光にきらめく透明なガラスの天井に反響する。

「睡蓮ウオーターリリーが咲くにはちょっと時期が違うかな」

　そぞろ歩きながら、残念そうにジンジャーが言う。

「あれはなかなか綺き麗れいだぜ。夜になると花びらを閉じて、眠ってしまうんだ。それでその葉の上で、妖よう精せいが踊る。睡すい蓮れんが夜に眠るのは、中でティターニアが眠っているからなんだ、そういうことを知ってるかい」

「ティターニアって？」

「ま、妖精の女王様だよ。っていうか、人間でいえばそういうのに当たるって感じかな。

　うちの母さまの昔なじみなんだけどさ、ほんとの名前は人間の口じゃ言えないから、どっかの詩人がつけた名前を適当に使ってる。まあまあ響きも悪くないし」

「僕の国にも似たような花があるよ」

　睡蓮の葉があおあおと繁る水路のそばに、開いた睡蓮の花を描いた絵が立ててある。白い花びらが重なりあって水上に浮かぶさまは、まさに妖精女王のベッドにふさわしい清せい楚そな姿だった。すっきりと水上に茎を伸ばす日本の蓮を思いうかべて、

「蓮ロータスって言うんだけどね。日本だと、なんていうのかな、ええと、仏様、ブッダっていうか、とにかくそういうこっちの神様みたいなものの敷き布団になったり、死んだ人がいい人だったら、その花の上にあがれるとか、いろいろあるけど」

「ふーん。けっこう似たものってあるんだな。田舎のくせに」

「田舎じゃないよ」

　ちょっとむっとして遼太郎は言い返した。

「そりゃ、こんなに大きな施設を作ったり、たくさんの人が住んでたりはしないかもしれないけどさ。僕は僕の国が好きだし、それはたぶん君もそうだと思うけど、これから発達しよう、大きくなろうって頑張ってるところなんだ。そんなに馬ば鹿かにしなくてもいいじゃないか」

「んー……」

　ジンジャーは睡すい蓮れんの池の水を映したような深い青に変わった瞳ひとみで、じっと遼りよう太た郎ろうを見つめた。遼太郎が居心地が悪くなってもぞもぞしだすまで。

「な、なんだよ。僕、何かおかしいこと言った？」

「いや」

　しごく真面目まじめな顔でジンジャーは言った。

「おまえ、怒った顔もけっこう可愛かわいいよなあ、とか思って」

「なっ――ジンジャー！」

「あはは！」

　ぱっと手を離して、風に吹かれる花びらのようにふわりとジンジャーは飛び離れた。

「妙な顔してんじゃねえよ、アスパラガス。せっかく可愛いって言ってやったのに、その態度はねえんじゃねえか？　そら、お仕置きだ、追いかけっこだぜ――俺おれのこと、つかまえられたらあとでいいことしてやるよ、そら！」

　言いざま、くるりと身をひるがえして走り出していく。淡緑と白にあざやかな赤毛の後ろ姿が、きらきらと人を縫って逃げていくのを見て、遼太郎はあわてた。急いで駆けだそうとしたとたん、「遼太郎さん」と背後から厳しい声がかかる。

「あ、あのね美み弥や子こさん、だからねこれは」

「わかっていますわ。わたくしたちは勝手についてきたんですものね。お邪魔はいたしませんわ、ええ、いたしませんとも」

　地を這はうような声で美弥子が言う。和かず音ねは重いお重箱を提げたまま、泣きそうな顔になってうつむいていた。

「けれども、ものには限度というものがありますわ。ここまであからさまにないがしろにされては、誇りある日本の乙女として、黙っているわけにはまいりません。

　つまり、そういうことで」

　と美弥子は堂々と宣言した。

「お二人の追いかけっこについては、これからわたくしたち、全力をもって邪魔させていただきますわ。よろしくって、遼太郎さん？」

「よ、よろしくってって、美弥子さん！　和音！」

「だって、兄さま、ひどいです」

　和音はほとんど泣きそうになっていた。

「ジンジャーさんとお約束していらしたのはわかってます、でも、わたしたちだって、きちんと言ってくださればお邪魔なんてしませんわ。なのに、なんにも言ってくださらないで、あんなに仲よさそうに、二人でお話しして、腕を組んで」

「で、でででもあれは、ジンジャーが」

「お黙りなさい。男子が言い訳するものではありません、この軟弱者」

　美み弥や子こがぴしりと決めつけた。

「とにかく、この事態を黙って放ほうっておくことはできませんわ。わたくしたち、その『追いかけっこ』に加わらせていただきます、いえ、どうぞお構いなく。わたくしたち、面白そうだから参加するだけですもの。ねえ、和かず音ねさん」

「はい。とっても楽しそうです」

　和音もきっと口を引き結び、身体からだの前にさげたお重箱の包みをぎゅっと握りなおした。

　美弥子は満足げにうなずき、ふたたび遼りよう太た郎ろうをじろりと見て、

「ですから、賞ももらう資格をいただきますわ。もしわたくしたちが先にジンジャーさんをつかまえたら、ジンジャーさんにその『いいこと』をしていただくのはわたくしたち、ということになりますけど、それでよろしいですわね？」

「――あ、あ、あのね、美弥子さん、和音」

「駄目、とおっしゃらないということはいいということかしら。よろしゅうございました。では、参りましょうか、和音さん。ずいぶん差をつけられてしまいましてよ」

「はい、美弥子さん。急ぎましょう」

「ちょ、ちょっと二人とも！　待って！　待ってったら！」

　遼太郎の悲鳴を耳に入れる気もあらばこそ、二人は、さらさらと衣きぬ擦ずれの音をたてながら、和服と袴はかまと乙女のたしなみが許すかぎりのスピードで、猛然と人ひと混ごみをぬってジンジャーのあとを追いかけはじめた。

「――……ああっ、もう！　どうしてこうなるんだよ！」

　その場でじだんだを踏みかけ、とてもそんなことをしている暇はないことに気づいて、遼太郎もまた、困った三人娘の意地の張り合いに（不本意ながら）加わるべく、必死になって走り出した。

　頭上のヤシの木の上で、まるい目をした小さな猿さるが顔を出し、蝙蝠こうもりの翼をはたりと揺らめかせたのには気づかずに。



　　　２



　こういう事態になることを、ジンジャーはたぶん予測していた、もしくは、むしろ期待していたらしかった。

　しだいに多くなってくる人混みのなか、遼太郎と美弥子と和音の三人は、それぞれほかのだれよりも早く赤毛の魔女姫を見つけだそうとやっきになっていたが、だれ一人、成功した者はなかった。

　ときおり、木陰にちらりと薄緑のシルクの光が見えたような気がしてあわててのぞきに行くと、それはただつやつやした葉は蘭らんの若葉が陽光を照り返しているだけだったり、かと思うと、人ひと混ごみの向こうにふわりと虹にじ色いろのショールがひるがえるのを見たとたしかに思ってあわてて走っていくと、陽光の中にくるくると小さな虫たちが踊っているだけだったり。はたまた、茫ぼう然ぜんと葉蘭の前に立ちつくしている間に、まるで見当違いのほうから、楽しそうな笑い声が鈴を振るように聞こえてきたり。

「なんてことですの！」

　美み弥や子こが小さな拳こぶしをにぎりしめてくやしそうに唸うなった。

「あの赤毛娘ときたら、わたくしたちをからかって遊んでいますのね！　許せません、ぜったいに捕まえて、後悔させてさしあげますわ！」

「いや、だから美弥子さん……」

　そういう態度をとってる間はジンジャーは捕まらないと思うよ、と言おうと思ったが、どうやら耳に入りそうもないのでやめる。

　ひとりで走りまわっていても標的は見つからないと考えたのか、美弥子と和かず音ねは共同戦線を張ることにしたようで、額をつき合わせて何やら相談をはじめた。

「わたくしはこの、ルネサンス・コートから向こうを順に捜しますから、和音さんはこちらのローマン・コートからこちらがわをお願いいたしますわ。それから遼りよう太た郎ろうさん、あなたは、残りの工業用ブースとコンサート・ホールをぐるりと一回りして、回ったら、あちらの端のエジプシャン・コートへ戻ってきてくださいな。それから皆で外へ出て、庭園のほうへ探しにいきましょう。よろしいですわね」

「はい、美弥子さん。わたし、がんばります」

　和音がぎゅっと両拳を握りしめて力強く宣言する。

「…………」

　どうやら自分の意見は求められていないようだったので、遼太郎はため息を隠し、黙ったままでいた。

「では参りましょう、和音さん」

「ええ、美弥子さん」

　二人はいそいそと反対の方角へと消えていく。遼太郎はひとりぽつんと取り残され、ふたたびこの日一日の運命を呪のろった。

　この分では、もし自分が先に見つけだしたとしても、それはそれで、またひどい騒ぎを引きおこしそうなだけな気がする。もっとも、あのいたずらなロンドンの魔女姫は、それが望みなのかもしれないが。

　魔女っていうより小悪魔だよなあ、とぶつぶつ呟つぶやきながら、しかし、美弥子さんや和音も、どことなく誰だれかさんの影響を受けてきたような気がするよな、と考えてぎくっとした。誰かさんとは言うまでもなく、かの横暴かつ傍若無人な大家兼雇い主であるところの、男装の女魔術師である。

　美み弥や子こが気が強いのはもともとだが、ロンドンに来てから、その気の強さがよりわけのわからない方角に進化してきた気がする。少なくとも日本にいたときは（まあ、会う機会自体あまりなかったといえばそうだが）遼りよう太た郎ろうが他の女の子と親しくするといってこんなにむきになることはなかったし、しょっちゅうむっとした顔で蹴け飛とばしたりすることもなかったし（そのくせ避よければ怒る、という処置に困る反応もなかったし）朝食を作ってくれて、その席で急に泣きだしたり――あの時はまったく困った――することもなかった。

　外国の空気というのは、何か女の子には妙な薬のような効果でもあるんだろうか、と情けなくなる。おとなしくて可愛かわいかった和かず音ねまで、最近はよくわからないタイミングでふと悲しそうに口をつぐんでしまったり、美弥子ほどではないにしろ、遼太郎には見当のつかない理由で、何日か口をきいてくれなかったりする。

　ほんとうに女の子というのはよくわからない。

　とりあえずは、ジンジャーも含めてだが。

　――しかし、今のところは目先の問題を解決しなければならない。

　いろいろなことを考えあわせて、ジンジャーはいずれにせよ、自分で出てくる気になったころにしか姿をあらわさないだろう、という気がする。

　口の悪さはどうあれ、なにしろ〈夜のロンドン〉の女王の、太古の力を受けつぐべき姫君なのだ。これだけの広い館内とたくさんの観光客の中、右も左もわからない極東の少年少女三人で、あのいたずら魔女をつかまえられるとはとうてい思えない。

（……とにかく、美弥子さんの言うとおりに回ってみるかな）

　どこからどう回ろうと、ジンジャーがその気にならないかぎり見つかる可能性はまずないのだが、どう回ったところで同じなら、美弥子の言うことをきいておくのがいちばん無難だろう、という結論に達した。

（われながら……なんて言うか）

　情けないよなあ、とため息をつきながら、足をゆるめて身しん廊ろうの大植物園を抜け、言われたとおり、英国の工業製品や新技術などを展示するコーナーへと向かう。走ったところで追いつけるわけがないのだから、この際、見物もかねていろいろ見てまわろう。

　足を踏みいれた工業・技術の展示ブースは、そのままおみやげ品や軽い食事などを扱うショッピングモールもかねていた。

　左右にはこまかく仕切られた店舗が並び、それぞれ特徴的な衣装に着飾った店員たちが、自社の「画期的な発明」やら「これまでにない新技術」で作られた製品の効能を声高に主張している。

「どうです、そこ行くお坊ちゃん！　わが社の新製品、『スパークリング・ポムペイン』を一杯？　酒が飲めなくても大丈夫、完全アルコールは０ゼロ！　血を綺き麗れいにして胃を丈夫にする効果ときたら、英国医学協会グラハム博士のお墨付きですよ！」

「トゥールの自転車、トゥールの自転車！　新時代の都市の移動にはこれが一番！　馬車なんてものはじきに時代遅れだよ、朝八時のハイド・パークでだって混雑知らず！　スイスイ走れる、トゥール自転車をぜひお試しください！」

「あなたのお家うちはネズミの害に悩まされていませんか？　わがパーキンス社の新式ネズミ駆除剤とネズミ罠わなさえあれば、もはや二度と奴やつらの顔を見ることはありません！　この美しいクリスタル・パレスも、わが社の手により完全にこの害獣どもから守られております！　こちらの実績表を、どうぞご覧ください！」

「ジェフリー＆キープスの機械織りレースはいかが？　手編みのレースに負けない美しさと丈夫さ、そして、ご家庭での洗濯だけで糊のりづけ不要、十年間は汚れ知らず！　あなたのおしゃれの大事なアクセントに、ぜひジェフリー＆キープスを！」

　この機械織りレース屋の背後ではまさにそのレース織り機械がでんと鎮座し、がしゃこんがしゃこんと恐ろしい音をたててレースの長い布を吐き出していた。

　あまりの騒音にぞっとした遼りよう太た郎ろうが後ろへ下がると、どん、と誰だれかにぶつかった。

「おっとっと。これは失礼」

　といくらかあわてた声がして、

「まったくあの騒音には参りますな。もう一週間になる。ジェフリー＆キープスにはそろそろ文句を言ってやらにゃあ。支配人には何度も言ってるんだが、埒らちがあかん。

　ところで坊ちゃん、わがファーリー社の銀製小物はいかがですかな？　従来の銀よりずっとお得で、しかも細工の見事さは最高です。銀というものは毎日磨かなければ錆さびてしまうものですが、お忙しいかたのために、わが社が独自に発明した特許取得の研磨方法で、いつまでも美しい輝きを保ちます。どうですかな、おひとつ」

　ぼうっとしているうちに、たちまちブースの中に連れこまれてしまった。

　ブースの主あるじはぴんと左右にはね上がった口ひげを蝋で固めた人物で、遼太郎のような子供までひっぱりこむというのはよほど暇だったらしい。そこそこ客のいる他のブースにくらべて、ファーリー社のブースはがらんとしていた。

　黒く縫った台のガラスケースには赤いフラシ天が敷かれ、その上に、銀の小さな細工物がきちんと列を作って並んでいた。値段を見ると、なるほどかなり安い。

「これ、銀なんですか？　こっちのなんか、何か宝石が入ってるみたいだけど」

「ああ！」

　と主はお愛想笑いを浮かべて、

「それはもちろん、石ではなくて、カットしたガラスになりますよ。しかし、わが社の研磨技術はガラスにまで及んでおりましてな、まさにダイヤの輝きを放ちます。王宮に付けていっても恥ずかしくないくらいの逸いつ品ぴんで」

　遼りよう太た郎ろうはいきがかり上、じっくりともう一度ケースの中を眺めるはめになった。

　クリスティーナの家でこき使われたり、伯爵夫人の家にお茶に招よばれたりしているあいだに、遼太郎はいつのまにか銀製品その他、骨こつ董とうや宝飾などの贅ぜい沢たく品に関しては、それなりの審美眼を持つに至っていた。

　主あるじはアジア人の山出しくらいかるく騙だませると思っているのかもしれないが、そういう肥えた目から見ると、ケースの中の代しろ物ものはどれも細工がもう一つで、最高級品がそうであるように、熟練の職人がひとつひとつ打ち出したり刻んだりして作りあげたのではなく、型に流していっぺんに作りあげた大量生産品であることが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　主は爛らん々らんと目を輝かして揉もみ手をしている。なんとか波風を立てずに脱出できるすべはないかとブース内に視線をさまよわせていると、ふと、ケースの一隅に置かれた大きな貝殻の中に積まれた、小さな銀の鈴が目にとまった。

「すいません。あれも売り物なんですか？　あの、貝殻の中に飾ってあるの」

「おや！　これを見つけられるとは、お目が高い」

　お追つい従しようを言いながら、主は貝殻を引き寄せて、中からいくつかを取りだして並べてみせた。きれいに手入れされた指先で、鈴はリン、とすずしい音をたてた。

「これはわが社の専属デザイナーが特別に考案した品でございましてな。鈴本体にはフランス風の百ゆ合りの透かし彫り、環わには古代のケルト人が使用していた文様を入れておりまして、最新のモードと英国の歴史を融合させた、実に美しい品となっております。鎖をつけて幸運のお守りになさるのもよし、リボンを結んで大切なかたに贈られるのもよし、たいそうお勧めでございますよ」

　売り込みの言葉につられるように、遼太郎もひとつつまみ上げてみる。

　小さな釣つり鐘がね型のベルを、複雑な曲線模様を刻みこんだ環で吊つるすようになっている。百合の紋章の透かし模様のすきまに、細い棒状の舌が揺れる。

　振ると、チリリン、とやわらかな音色が響いた。

　どこか、故郷で聞く夏の風鈴の音を思わせる響きだった。正面のレース織り機がたてる猛烈な騒音が、ふと遠ざかるような、なつかしい思いが胸に広がった。

「これ、ください。ひとつ――じゃなくて、三つ。別々に包んで」

「ありがとうございます」

　主は深々と頭をさげた。金額的にはたいしたことがない客だが、とにかく売れたことには感謝しているらしい。

「こちらですとお品が小そうございますので、お箱ではなく布のポーチにお入れすることになりますが、よろしいですかな？」

「はい、かまいません。お願いします」

　主あるじは三つの鈴を持っていそいそとブースの奥に消え、その間、いささか手持ちぶさたになった遼りよう太た郎ろうは、ガラスケースにもたれかかってショッピング・モールの人ひと混ごみを観察していた。まさかこんなところでひょっこりジンジャーは現れはしないだろうが、まあ、注意を払っておくにこしたことはない。

　誰だれかがついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒を切らしたのか、向かいの自動レース織り機の騒音がいきなりやんだ。ふいに静かになったモールに、人のざわめきがゆったりと立ちのぼってきて、ガラスの天井からさしこむおだやかな陽光のもとでくるくると見えない輪を描く。

　急に戻ってきた心休まる静けさに、遼太郎がつい、あふ、とあくびをしたとき――

「大変だ！　おい、大変だぞ！」

　いきなり、あわてきった男の怒鳴り声が響きわたった。

「エジプシャン・コートで強盗事件だ――でかい男が、ハンマー持って暴れてる！　警備員はどこだ!?　展示品が盗まれちまうぞ！」

　遼太郎はばねで弾かれたようにぴんと立ち上がった。

　急に胸が早鐘を打ちはじめる。エジプシャン・コートといえば、さっき美み弥や子こや和かず音ねたちと落ちあおうと約束した場所だ。

　もしかして彼女たちに何かあったら、いや、きっとこれは――

「おやおや、何の騒ぎですかな、これは」

　奥から品物を包んで出てきた主が、のんびりと言って首をのばした。

「先週からエジプシャン・コートでは、何やらエジプト伝来の宝物の展覧会が行われているのですが……そちらのほうで、何かあったようですな」

「あ、あのごめんなさい、これお代！　おつりはいいです！」

　鈴三つ分には十分すぎるはずのお金を放ほうりだし、ポーチに入った鈴をひったくるように取ってポケットに押しこむ。金額を確かめた主があきれたように肩をすくめるのを見もせずに、遼太郎は必死の形ぎよう相そうで、エジプシャン・コートなる区画へ走り出した。





　時間は少しばかりさかのぼる。

　遼太郎が女の子という生き物の理解しがたさにしみじみとため息をついていたころ、くだんのエジプシャン・コートに集まった観光客たちは、なにか、きらきらとした霞かすみのようなものがそばをふわりと通りすぎるのを見た気がして目をしばたたいた。

　たいていの場合はただの目の錯覚と判断され、ロンドンおよび外国をも含む各地からの長旅と驚異の連続に乾いた眼球が生みだした幻影として処理されたが、中には、それを輝く銅色の赤毛と透けるようなショール、淡緑と白のドレス、可愛かわいい白いブーツのほっそりした子こ鹿じかのような少女だと認識した者も少数ながらいた。

　エジプシャン・コートは、クリスタル・パレスの北廊に位置するギャラリーのひとつで、中でももっとも人気の高い場所でもあった。人類の文化を一望するという目的のもと、広大な北廊にはギリシャ・ローマ時代をはじめ、エジプト、アッシリア、トルコ、アジア、ヨーロッパの華やかなりしルネサンス、そしてもちろん大英帝国の傘下たるエジプトの異国情緒あふれる風物が、部屋ごとにそれなりの壮観さで陳列されている。

　エジプシャン・コートでまずまっ先に目をひくのは、真ん前にどんと据えられたエジプトの王フアラオラムセス二世の、三層の天井までも届かんばかりの座像である。

　さらに赤色砂岩でできたスフィンクスが正面プロムナードの両側にずらりと並び、そこここに、山犬やライオン、猫の頭を持ったエジプトの奇妙な神々の像が、黒と黄金に塗られて配置されている。

　大ファラオ像は中にも入れるようになっていて、下から階段で上がって上からの眺めも楽しめ、さらにエジプトの歴史も絵物語で解説されているのを見ることができる。巨大な像は三層の一番上のテラスからでも眺めることができ、エジプシャン・コートの最大の呼び物のひとつだった。

（ふん、だ）

　そばかすの鼻をつんと上に向けて、ジンジャーははなはだおかんむりだった。

　気を悪くする権利くらい、少しはあっていいものではないか？

　あのアスパラガスと来たら、せっかくこちらが一週間も前からせっせと髪と顔を洗い、少年に見せるために汚していた肌をぴかぴかに磨きあげ、千もの髪型を試してはほどき、ありったけのドレスと小物を身につけては腹を立てて放ほうり出すことをくり返して、様子をうかがっていた母さまのくすくす笑いをものともせず、こうして来てやった！　というのに、きちんとしたエスコートをすることも思いつかないどころか、同居している婚約者と、それから妹がくっついてくることすら阻止できなかったとは、いくらアスパラガスでも限度というものがある。

　美み弥や子こと和かず音ねがいっしょにくることを画策しているのは知っていたので、その件で腹を立てているのではない。なにしろロンドンのネズミたちと、カラスやスズメはじめ噂うわさ好きの小鳥はみんな魔女姫の味方なのだ。腹を立てているのはむしろ遼りよう太た郎ろうのほう。

　彼女たち二人がついてくると言っても、今回はジンジャーと約束しているのだからと、毅き然ぜんとした態度で断ればいいだけの話ではないか。それをろくに口もきくことができず、もじもじしているだけとはなんというざまか。

　少しくらい困って、ひどい目に遭えばいいのだ。幻を追いかけて、一日、うんと走りまわればいい。少しは性しよう根ねというものができるだろう。

「だいたい奴やつがはっきりしねえのが悪いんだよな。そう思わねえ？」

　と壁へき龕がんのひとつで立ち番をしていた、黒い狼おおかみ頭の神像に話しかけてみる。異国の獣神は金色に縁取った目をまたたき、ぴんと立った耳を振って、共感と同情の身ぶりをするように思えた。

（そうだ、たっぷり思い知らせてやってから、後ろからいきなり股またぐらのひとつも蹴けり上げてやろうかな）

　もちろん、少しは手加減してやるつもりだけれども。だいたい、まだほぼ初対面に近いときに、不可抗力とはいえいきなり胸をさわってきたのはあっちなのだ。その時のお返しを、この際しておくのも悪くない。

　いささか姫君らしからぬ考えを心の中でもてあそびながら、人ひと混ごみにまぎれてぶらぶらと展示物に歩み寄る。

　いくつも並んだガラスケースを取り囲んだお客たちは、お付きや連れの男性もなく、一人でふらりと顔をのぞかせた少女にびっくりした顔をしたが、ジンジャーの魔女の瞳ひとみの一いち瞥べつに合うと、たちまちちょっとぼうっとした目つきで前を向いた。

　もし、へまをして美み弥や子こや和かず音ねたちの目についたとしても、これでいくらでも逃げ切れる。それにクリスタル・パレスにも、味方のネズミや小鳥たちはたくさんいるのだ。

　鼻歌を歌いながら、ジンジャーは高いガラスケースの中をつま先立って覗のぞき込んだ。

　エジプシャン・コートでは本日の最大の催しとして、さる高名なエジプト学者が、今回の発掘旅行から持ち帰ってきたという、貴重な出土品の数々が展示されていた。

　白い雪花石膏アラバスターを刻んで、獣や女神の顔を蓋ふたにつけた内臓壷カノーポス、青金石ラピス・ラズリやトルコ石をはめ込んだ絢けん爛らんたる黄金のネックレス、ウシャブティと呼ばれるいくつもの召使い人形、腕輪や指環、什じゆう器き類、瑪瑙めのうや焼き物フアイアンス製の甲虫スカラベ型護符、木彫りに石や貝殻をはめ込み、鮮やかな彩色を施したミイラマスクや棺ひつぎの蓋。

　四千年の時をこえ、海のむこうから持ってこられた財宝を目にしながら、ジンジャーは少し眉まゆをひそめた。大地に属する魔女である彼女の目と感覚には、これら、あるべき土地から引きはがされてきた宝物の嘆きが耳に聞こえるようだったのだ。

　古代エジプトの人々は死後の生を信じ、死んだあとも生きていたときと同じように快適な暮らしが送れるよう、死者の墓に生きていたときに使っていたのと同じ品、さらに豪華な品を、ありったけ詰めこんだ。

　それは結局欲深な墓泥棒のいい獲え物ものになり、後年、植民地支配者として乗りこんできた大英帝国は、自国の文化と学問を振興させるという名目のもとに、より大っぴらに、墓泥棒と同じことをやっている。聞こえのいい大義名分を言いたてないだけ、まだ墓泥棒のほうが堂々としているというものだ。

　死者のものは死者とともに冥めい界かいに属すべきものであり、光のもとに持ちだされて、生者の好奇の視線にさらされるというのはけっして良いことではない。

　ここにいるほとんどの人間にはおそらく理解できないであろうにがい気持ちをかかえて、ジンジャーはそっと人ひと混ごみをはなれようとした。

　ふと、足が止まった。

　ジンジャーはひときわ大きな人の輪に囲まれているケースをじっと見つめた。瞳ひとみは目まぐるしく色を変え、翠みどりから青、金、夕日のようなオレンジに染まり、やがて葡ぶ萄どう酒しゆのような暗い赤みを帯びた色に落ちついた。

　頭を振り、香水をこぼしたところに踏み込んだ猫のように、慎重な足取りでケースに近づく。そこではちょうど、今回の展覧会の主しゆ宰さいであり、これらの宝物の発見者であるエジプト学者、リチャード・マナリング博士が、朗々とこの発掘品についての解説を行っているところだった。

「さて皆さん、こちらの大きなスカラベにご注目ください。これは今回の出土品中、もっとも貴重な品物です。昆虫、いわゆる『フンコロガシ』と言われる種類の甲こう虫ちゆうを象かたどるという、エジプトの墳ふん墓ぼには一般的な副葬品ですが、ごらんの通り、非常な大型です。他の出土品が二、三インチか、大きくとも五インチ程度のものなのにくらべて、これは全長十五インチ、全体が黄金で制作されています」

　口を開けて聞き入っている見物客をかき分けて、ジンジャーは中へ入っていった。

　マナリング博士は新しく加わった聴衆にあやふやな笑みを向け、また続けた。

「頭上にかかげている翼のついた円盤は赤あか瑪め瑙のうで、これは太陽を意味します。フンコロガシは動物の糞ふんを球状に丸めて転がす習性から、太陽を運ぶ神の使いだとされたのです。

　翼と甲こう殻かくの部分はすべて最上質の青金石ラピス・ラズリ、珊さん瑚ご、トルコ石等が使われ、細工も実にみごとなものです。すでに方法が失われてしまった技法も多く、現代の技術をもってしても、これだけの品を作るにはとほうもない金額と時間がかかるでしょう」

　ジンジャーは目を光らせてガラスケースの中を凝ぎよう視しする。

　それはマナリング博士の適切な説明通りの品で、大人の手のひらほどもある黄金の甲虫スカラベだった。見るからにずっしりと重たげで美しく、かかげられた明かりに青い前ぜん翅しと、黄金の脚や触角の一本一本に至るまでがまばゆくきらめいている。

「全く、いったいいくらくらいするんだろうなあ！」

　そんな嘆たん声せいが人混みのなかからあがった。ジンジャーの瞳はますます暗さを増し、ほとんど漆しつ黒こくになった。

　マナリング博士はまあまあ、というように聴衆に手を振ってみせ、

「そう、おそらく、何百万、いえ、一千万、二千万ポンドということさえありえますよ……単に美術品としての価値もですが、これには、四千年の人類の営みというかけがえのない価値がありますからな。とうてい、金銭には換算のできないものです。

　そう、それと、スカラベの内部には小さな空洞がありまして、パピルスという古代の紙に記された書面が収められていました。そのスカラベの隣に展示してある品です。

　容器に対して見た目は実にぱっとしませんが、死者に対する祈りと、冥めい界かいでの旅の仕方を記した『死者の書』と呼ばれる文書です。これもまた、実に貴重な資料であって、古代人の心性と、その宗教観を解明するにはかかせない……」

　マナリング博士がその先どんな演説を用意していたのか、知る機会は来なかった。

　おそろしく太った、空気を入れすぎたゴムマリのような腹を突きだした男が人を突きとばしながら乱暴に輪に入ってきて、みんなの憤ふん激げきや抗議をものともせず、むっちりした手をいきなり、さっと振りあげたのだ。

　ごつい拳こぶしには、黒光りする鍛か冶じ屋やのハンマーが握られていた。鉄の塊かたまりがひゅっと振りおろされ、ガラスケースは派手な音をたててこっぱみじんに砕けた。

　観客からいっせいに息を呑のむ音と悲鳴があがった。

「き、ききき、君、何をする！」

　動転しきったマナリング博士が近づくこともできないうちに、男は割れたケースに手をつっこんで値のつけようもない宝物をつかみ、乱暴にポケットにつっこんだ。

「泥棒！　強盗だ！」

　ふたたび悲鳴があがり、恐慌が波のように広がっていった。

　着飾ったレディたちは金切り声を上げてなだれを打って後ろにさがり、ステッキを構えた紳士たちは、「警備を呼べ！」「いや、警察だ！」と怒鳴りあいつつ、何人かが会場の外へ駆けだしていった。

「おい、動くな！」

　持ち場の警備員がやっと駆けつけてきて、警棒を構えて威い嚇かくした。

「そいつをそこに置いて、手をあげろ！　こんなことして、逃げられると思うのか!?」

　太たい鼓こ腹ばらの男は馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らし、歯ブラシのような口ひげをそよがせると、ぐいと手を伸ばして、逃げ遅れていた一人の少女を小こ脇わきにかかえこんだ。

　つやつやした銅色の髪と、淡緑に白のドレスの、かわいい女の子を。

「おい、そこから一歩も近づくんじゃねえぞ、ど阿あ呆ほうどもめ」

　人形のように女の子をぶらさげながら、キンキン声で男はわめいた。

「どいつもこいつも、ぴくっとでもしてみやがれ、即座に、この小娘の頭ァなくなっちまうぜ。どうだい、いいのかよ、それでも？」

　全員の動きがぴたりと止まる。

　壁ぎわに避難していたレディたちから、またもや恐怖の悲鳴が上がった。太鼓腹の男は今にも少女の頭に振りおろさんとするばかりにハンマーを高々とかかげ、二重顎あごをつきだしてあたりを睨にらみまわした。



　――遼りよう太た郎ろうがエジプシャン・コートに入ってきたのは、ちょうどそのときだった。
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「ジ、ジンジャー!?」

　会場から逃げ出そうとする人の流れに逆らいながらむりやりもぐり込んだ遼太郎は、そこで起こっている事態に度ど肝ぎもをぬかれた。

「ジ、ジンジャー、いったい何やってるのさ、そんなところで!?」

　何をやっている、も何もないものだが、彼女がロンドンを領する魔女の娘であることを知っている遼太郎にとっては、見たところ、大きいばかりでほんのこそ泥くらいしかできそうにない強盗に、ジンジャーが捕まっていることのほうが意外だった。その気になれば彼女なら、指をぱちんと鳴らすだけであんなでぶ男の一人や二人、たちまち気絶させることくらいお手のもののはずなのに。

「こらっ、君、危険だから近づいちゃいかん！　下がりなさい！」

「ちょ、ちょっと待って、捕まってるあの子、彼女、僕の友だちなんです！　ジンジャー！　ジンジャー、ちょっと――……」

「きゃああああああああ！」

　かわいらしい悲鳴が響きわたって、遼太郎も、遼太郎を止めようとしていた警備員も、一瞬ぴくっと動きを止めた。

「いやっ、怖い、誰だれか助けて、お願い！　きゃああ、放して、誰か！　助けてえ！」

「……えーと、ジンジャー……？」

　何な故ぜかいきなりがっくり疲れた。

「こいつ、うるせえぞ！　黙りやがれこの小娘！」

「きゃあ、痛い！　痛い、手を放して！　誰か助けて、助けて、誰かあああ！」

　男にどなられて縮みあがり、今にも絶え入りそうに身をもんでいる。

　見たところはまったくもってかよわい女の子なのだが、遼太郎は、ジンジャーの魔女の瞳ひとみが、すっかり面白がっているときの燃えるような金緑に輝いていることに気づいていた。クリスティーナの猫の瞳にも一脈通じる、人をおもちゃにして楽しむ小悪魔の目。

「うるせえって言ってるだろうが、この！」

　男はいらいらした顔で、ハンマーを持っている拳こぶしの甲のほうでジンジャーの頬ほおを打った。あっと言って、ぐったりと少女が気を失う（か、たぶんその振りをする）。

　男はハンマーと、人形のように抱えた人質を警備員たちに見せつけるようにじりじり下がると、くるりと向きを変え、だっと走り出して正面の巨大なラムセス二世像のレプリカの、脚台に切られた登り口へと消えた。

「逃げたぞ！」

「追え！　追え！」

「だれか女の子を！　女の子を助けてあげて！」

　たちまちどっと喧けん噪そうがよみがえる。男たちがわれもわれもとラムセス像の入り口に押し寄せ、一瞬あたりはものすごい混乱状態となった。

「あ、うわっ」

　遼りよう太た郎ろうは一瞬迷った――追いかけるべきか、それとも、ジンジャーがいつもの伝で自分で脱出するにまかせるか？

　しかし、ああ露骨に『助けを求めるかよわい女の子』の振りをされると、さすがに良心がうずく。本当に何かあって、助けを求めている可能性もないではない。何より、たぶんあれが「振り」だったとしても、十中八九それが自分に向けられている以上、それに応じなければあとでぶん殴られるのは当然遼太郎自身、ということになるわけで――

「ど、どうしよ――あ痛っ!?」

　いきなりどかっと頭に重たいものがのしかかり、キーッという苛いら立だった声が鼓膜を突きさした。蝙蝠こうもりの羽が耳もとではためく。

「ば、バイロン卿きよう!?　やっぱりついてきてたのか」

　そんなことはどうでもいい、というように、蝙蝠羽の小こ猿ざるは白い牙きばをむいて唸うなると、しつけの悪い馬を扱うように、ぐいっと遼太郎の髪をつかんでひっぱった。

「い、痛！　痛い痛い！　何だよ、追いかけろっていうのかい？　で、でも――」

　バイロン卿はかっと口を開けて噛かみつく真ま似ねをし、さらにもっと強く髪をひっぱった。

「ちょ、痛い、痛いって！　ああもう、これもクリスティーナは見て大笑いしてるんだきっと――わかったよ！　わかったからそんなにひっぱるなって、痛っ、痛い！」

「君！　危険だから下がりなさいというのが聞こえないのかね!?」

　業ごうを煮やした警備員が近づいてきて腕に手をかけ、少年の頭上にのっかった小さな蝙蝠猿にしゃあっと牙をむかれて、驚いたようにのけぞった。

「な、なんだこの猿は!?　アフリカン・ギャラリーから逃げ出したのか？　とにかく君、こっちへ、早く来なさい！」

「あの、あ――ええい！　すいません、放してください！」

　つかまれていた腕を振りもぎって、体当たりするように遼太郎は走り出した。

「あ、ちょっと君！　こら、待て！　待ちたまえ！」

　バイロン卿にあっちこっちと髪の毛を引っぱられて操縦されながら、身体からだの小ささと体さばきを生かして、入り乱れる人々の足の下をくぐり、頭を飛びこえ、心で謝りながら背中を踏み台にして、だれよりも早く入り口にとりつく。

　上からは悲鳴と怒鳴り声がこだまし、震えあがった観光客たちが転げ落ちんばかりに階段を駆け下りてくる。

　出ようとするのと入ろうとするのと、狭い間ま口ぐちにいっぺんにたくさんの人間が集中したせいで、結局だれも中へは入れておらず、せっかくやってきた警備員も、押し寄せてくる騎士道精神おう盛な人々、および単なる野次馬と酔っぱらい、を追い出すのにやっきになっていて、強盗を追いかけるほうにまで手が回っていない。

　ファラオの巨像の入り口はもう目の前だ。むりやり人の間に身体からだを押しこみ、引き抜かれたシャンパンの栓せんのように、ひやりとうす暗い内部へとすぽんと飛びだした。

「こらっ！　そこの子供！　入っちゃいかん――いかんというのに！」

　いかんと言われても聞けるわけがない。上からはかすかにあわただしく階段を上がる足音がする。どうやらほかの観光客はすべて逃げてしまったようだ。ひとつうなずいて、遼りよう太た郎ろうは、猛然と階段を駆けあがりはじめた。

「こら！　止まりなさい！」

　警備員のあわてた悲鳴がたちまち後ろに遠ざかる。

　狭い階段はうす暗く、ところどころにあるエジプトについての説明板を照らすランプがほぼ唯一の明かりだった。

　空気抜きの穴はそこここにあるが、とうてい外の光が入るような大きさではなく、ますますはげしくなってくるらしい外の騒ぎがほそぼそと流れこんでくるばかり。

　頭に猿さるを一匹のっけて、細くて暗い階段を、気が遠くなるほどぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐる――さすがにちょっと息が切れてくる。

「まったくもう！」

　壁に手をついて息をととのえながら、遼太郎は愚ぐ痴ちった。

「何考えてるんだよ、ジンジャーったら！　だいたい、なんで僕がこんな目に!?」

　ジンジャーが聞いたら『何言ってやがんだ、てめえのせいだろうがアスパラガス』と、パンチのひとつも浴びせられたに違いない。

　バイロン卿きようが急げ、というように唸うなりながらぐいぐい髪を引っぱる。

「それともこれも『追いかけっこ』の続きのつもり!?　……ああもう！」

　えい、と壁から身をもぎはなし、ふたたび疲れる追跡に取りかかる。

　いきなり、視界が明るくなった。二層のテラスに面する見晴らし台に出たのだ。

　目的の太たい鼓こ腹ばらの男はまだ上を行っているらしく、ぜいぜいはあはあと、これはかなり息切れしているらしい声がこだましてくる。

　これはすぐ追いつけそうだ、とすぐ目の前の階段に向かって息を整え直していると、「まあ！」という日本語の声がはるか下の方から響いてきた。

「そんなところでいったい何をしてらっしゃいますの、遼太郎さん!?」

「遼兄さま!?」

　美み弥や子こと和かず音ねだった。少し遅れて、二人ともエジプシャン・コートに到達したらしい。ぐるぐると渦巻く一階の人ひと混ごみのなかから、見慣れた顔が二つ、びっくりした顔でこちらを見あげている。

「ジンジャーが強盗につかまっちゃったんだ！」

　遼りよう太た郎ろうは力いっぱい叫び返した。日本語で。何もわざわざ犯人に会話の中身を理解させることはない――美弥子たちに、もしかしたらジンジャーはわざと捕まっているだけかもしれない、という点を明かすことも。

「奴やつはジンジャーを連れてこの王様の像をどんどん上へ上がってる！　二人はそのままここを出て、パレスの二階から三階へあがって、そいつが出てきたら僕に教えてくれないか！　太った、腹の突き出たフグみたいな男で、大きなハンマーを持ってる！」

「なんですって！」

　ずっと小さく見える美弥子と和音が、顔を見合わせてうなずき合うのが見えた。

「わかりましたわ！」

　美弥子が口に手をあてて叫ぶ。

「わたくしたち、外から悪党を追いつめることにいたします。遼太郎さんはそのまま中から、悪者を追い上げになってくださいな！」

「兄さま、どうぞお気をつけて！」

「君たちもね、美弥子さん、和音！」

　援軍が現れたことで、いくらか意い気き阻そ喪そうしていた部分も大きくおぎなわれた。

　せっつくバイロン卿きように歯をむいて唸うなりかえしてやり、ふたたびうす暗いまわり階段を駆けあがりはじめる。ぜいぜいどすどすという音はもう少し上だ。遼太郎は二段越しで階段を飛びこえ、走った。





　ジンジャーは気を失ったふりをしながら薄目をあけ、どすどすと歩き回っている男のふくれた影をこっそりとのぞき見た。

「くそっ、くそっ、くそっ」と男は低声こごえで呟つぶやいていた。

「こいつはいったい何のクソ壷つぼだってんだ？　コマドリロビンの野郎、帰ったらうんとさえずらせてやらなきゃならねえ。このベンの旦だん那なにこんだけ走らせて、ほんの五シリングしか渡さねえなんていかにも野郎らしいや――ああ、とにかく、連絡ってのはどこだ？　そうだ、まずそいつだ、そいつを捜さなきゃ」

　二人はラムセス王の後頭部に口を開いた、狭い展望台に到達していた。

　少し下にはパレスの第三層の吹き抜けテラスがあって、騒ぎを聞きつけた野次馬が警備員にどなられつついっこうに引き下がる様子もなく、わあわあと騒ぎながら、てんでに上を指さしている。

　男もさすがに立ち上がって手すりから頭を出し、下からの攻撃に身をさらすような真ま似ねはしていなかった。ぱんぱんに張り切ったシャツに、汗でべっとりとしみができている。

　玉突きの球並みに太ってまるまるとし、髪は運命との闘争に敗北して、襟えり足あしのあたりにごま塩の産毛めいたものが少々残っているばかり。ゴルフボールをはめこんだような飛び出た目がぐりっと動くたびに、少々血走った薄い水色の目が不安げにぎらついた。

「連絡、連絡、連絡と。ああそうだ、こいつだ。そうだ、ここに隠しておくと言ってた。そうだそうだ。そうだ」

　ぶつぶつ言いながら手すりの裏に貼はってあった何か小さな物を引きはがし、広げて、何やら口を動かしながら苦労していたが、やがて、ひょいと口に手をあてた。ごくりと喉のど仏ぼとけが上下した。何かを飲み下したらしい。

「これでいい。さてと」

　男はよちよちとやってきて、転がしたままのジンジャーの傍そばにしゃがみ込んだ。

「なんだか余計なものを連れてきちまったが、まあこいつは許してもらうしかねえな。だいたいあんな人ひと混ごみで、だれにも捕まらずに逃げろなんて無理な話じゃねえか。せめて人質くらいとらしてもらわねえと」

　男の慨がい嘆たんをよそに、ジンジャーはだんだん苛いら立だちはじめていた。

　まったくもう、あのアスパラガスときたら、いったい何をしているのだ？

　婚約者の美み弥や子こがさらわれたときはあんなに騒いで、必死になって助けに走ったくせに、このジンジャーさまのときには、あんぐり口を開けたまま『いったい何やってるのさ!?』なんて、馬ば鹿かにするにもほどがある。

　だからせいぜいあの抜け作頭にもわかりやすいように、ちゃんと悲鳴まであげて、助けるべき相手をちゃんと教えてやっているというのに、まだ追いついても来ないというのはどういうことなのか。途中で何度か日本語で叫ぶ声を聞いたし、追いかけてくる足音もしたようだから来てはいるらしいが、しかし、遅いったらない。やる気があるのか、ないのかどっちだ。

　そろそろ手首の不快感が気になりだしている。男は階段の途中で、ポケットから出した紐ひもでジンジャーの手足を縛り、抵抗できないように保険をかけていた。

　ジンジャーとしてはそんな紐くらい、友だちのネズミたちに頼めばすぐ噛かみ切ってもらえるのがわかっていたし、遼りよう太た郎ろうが来たときに、縛られたりしていたほうがより助け出される気分が味わえるに違いない、と思ったのでされるがままにしておいたのだが、そろそろ紐が手首に食い込んで、指先がぴりぴりしはじめている。

　いささか、というかかなり不本意だが、ここは自分でなんとかすべきかもしれない。

　まったくもう、とジンジャーは思った。

（本当にどこまで役立たずなんだよ、あのバカアスパラガスは！）

　男が見ていないすきにそっと頭をあげ、人間の耳には届かない口笛を吹く。

　これで、クリスタル・パレスに住んでいるネズミたち、少なくとも、口笛の聞こえる範囲にいるネズミたちは、彼らの王女を守るため、次々と集まってくるはずだった。

　……が、来ない。

　あせってもう一度吹いてみた。やはり、来ない。

　全身の血がさーっと音をたててひいた。

　何度ためしてみても、魔女の聴覚で感覚を遠くへのばしてみても、館内の動物園で飼われている動物たちの鈍にぶい反応が返ってきただけで、あの聡さとい、小さな身体からだと牙きばを持つすばしこい夜の臣民は、どこにも見あたらなかった。

（そんな……どうして!?）

　――ジンジャーにとって不幸だったのは、工業展示ブースで誇らしげにネズミ退治の看板を掲かかげていたパーキンス氏の会社の存在に気づかなかったことと、よりにもよって、そのパーキンス氏がほんの二、三日前に、大規模な全館ネズミ駆除作業をやってのけていたのを知らなかったことだろう。

　むろん、賢いほとんどのネズミは作業が始まり、ばらまかれた駆除剤とネズミ罠わなが効力を失うまで棲すみかを離れていたのだが、その間に、魔女の姫君が窮きゆう地ちに陥る運命にあることなどむろん知るよしもなかったのだ。

　姫君自身も含めて。

　頭上でばしっ、と何かがぶつかる音がした。

　ジンジャーはぎょっとして頭をあげ、息をのんだ。

　手の届きそうに近い天井の板ガラスに、大きなカラスが一羽、嘴くちばしを大きく開けて啼なきわめきながらぶつかっている。カラスは足を伸ばして引っかき、つつき、羽根でばたばたとガラスを叩たたいて、姫君を助けにいこうとむなしい努力を続けていた。

　見ているうちにカラスはもう一羽増え、さらに増え、そこにスズメが数羽と、ハト、ベニヒワ、カッコウ、その他たくさんの野の鳥たちが、むらがっていっせいに狂ったようにガラスに体当たりをくり返しはじめた。

「やめろ！　やめろよ！」

　ジンジャーは必死で彼らを止めようとした。

　もっと身体の大きい鳥、せめて〈女主人〉の宮廷で飼われている大ガラスならまだしも、そこらへんの空を飛んでいるカラスやスズメが何羽集まったところで、厚い天井ガラスを破れるはずがない。みんなそろって翼を痛めるか、もっとひどいことになるだけだ。

「やめろ、俺おれは大丈夫だから！　よせ、お前たちが怪け我がするだけだ！　やめろって！」

「おや、お嬢ちゃん、目が覚めたのか」

　男がのしのしとやってきた。

「何ぶつぶつ言ってんだ？　安心しろ、殺しゃしねえよ。おい、そんなに暴れるなって」

　こうなったら、魔女の目でこいつに命令して、縄をほどかせるしかない。

　そう決心した瞬間、「ああ」と男が手をたたいた。

「そういやあ、目隠しと、それから口もふさいどいた方が良かったな。そうだそうだ。またきゃあきゃあ喚わめかれるのもうるさいし」

　全部言い終わらないうちに、男は、ポケットから汚れた布きれを出してジンジャーの顔に巻きつけた。視界が完全にふさがれる。

「おいおい」

　猛然と暴れ出したジンジャーに、男は困ったように、

「だから、そんなに暴れるなって。ちょっとだけ大人しくしな、すぐ終わるからよ」

　大きく息を吸いこんで、人の動きを制する呪じゆ言げんを吐き出そうとしたとたん、いやな味のする布きれが口の中に詰めこまれた。

「んーっ！　んーっ、んー！　んーっっ！」

　小さなしもべたちもおらず、目も口も手足も、すべての魔法を使うすべを失った今、ジンジャーはただの、力弱いひとりの少女にすぎなかった。いくら暴れても手足の紐ひもがきつくなるばかりで、目と口をふさいだ布の悪臭に息がつまりそう。

「おいおい、なんだよ、あのカラスだの……痛え！」

　やみくもに暴れた足がちょうど男の臑すねを蹴け飛とばし、男は足をかかえこんで唸うなった。

「おい、いいかげんにしろよ、小娘。そんなに痛え目にあいたいのか？」

　巨大なハンマーが脅おどすように振りあげられる。

「こいつで一発くらいたいのかよ、え？　そのかわいい頭を、卵の殻みたいにこなごなにされたいか？　どうなんだよ？」

　鳥たちの騒ぎがますますはげしくなる。

　遼りよう太た郎ろうが追いついてきたのは、ちょうどその時だった。
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「ジンジャー！」

　その場に足を踏みいれたとたん、遼太郎の目に見えるのは、縛られて転がされ、目も口もふさがれたジンジャーと、その上にそびえ立つ男の巨体と、さらに上にかかげられた重たげなハンマーしかなくなった。

　バイロン卿きようが怒り狂った叫び声をあげ、羽を鳴らして飛びたった。男の卵のような禿とく頭とうにとりついて牙きばと爪つめを突きたてる。

「な、なんだ、こいつは!?　うわっ！　うわわっ！」

　男はよろよろと後退し、闇やみ雲くもにハンマーを振りまわして顔に貼はりついた羽つき小こ猿ざるを殴ろうとした。

　バイロン卿きようは男のとぼしい髪を引きむしり、たるんだ頬ほおに幾筋ものひっかき傷を残して唸うなり声をあげながら飛び離れた。男はののしり声を上げながらさらにハンマーを振りまわそうとした。

　そこへ、遼りよう太た郎ろうがつっこんだ。十分に勢いと体重を乗せた体当たりは、男の巨体をも吹き飛ばすに十分だった。

　なにしろ排はい斥せきされたとはいえ、これでも跡あと部べの長子。幼いころから叩たたきこまれてきた体術はそこらへんのちんぴらの比ではない。

「で、でめえ、ごの……」

　頭をぶつけたらしく、ふらふらしながら起き上がってくる。

　バイロン卿に引っかかれた傷から流れた血がシャツまで垂れ落ち、頭のおかしいハンプティ・ダンプティのような形ぎよう相そうになっていた。

　ハンマーはまだきっちり握りしめている。ほとんど言葉になっていない吠ほえ声を上げ、身がまえている遼太郎に振りおろしてきた。

「ぞの脳天ごなごなにじでやるぜ、ぐぞぢびめ！」

　だが、遼太郎の手のほうが早かった。さっと腕を振っただけでハムの塊かたまりのような相手の拳こぶしを払いのけ、同時に筋の集中する箇所を痛打してやったのだ。

　男はあっけなく泣き声をあげ、ハンマーを落とした。ゴツン、と鈍にぶい音が古代エジプト王の頭ず蓋がいにこだました。

「い、いで、いでええええええ」

「ジンジャー、大丈夫!?」

　じたばたのたうちまわっている男を一いち瞥べつして、しばらくは動けなさそうだと判断すると、ぐったり横たわっているジンジャーに急いで駆け寄った。

「ちょっとまって、今、紐ひもをはずすから……ああもう、なんだよこれ固いな……待って、先に目隠しと猿さるぐつわはずすよ。頭、上げられる？」

　ジンジャーは言われたとおり頭をあげ、遼太郎が臭くさい布きれを顔から取り去れるようにした。

　現れた顔は、涙でぐしょぐしょだった。普段なら、ジンジャーでも泣いたりするのかと驚いたかもしれないが、この時感じたのは、言いようのない安あん堵どの気持ちだけだった。

「よかった、怪け我がはしてない？　縛るなんてひどい奴やつだね。気分はどう？」

「り、遼太郎……」

　かすれた声で何か言いかけたジンジャーだったが、すぐに悲鳴をあげた。

「危ない！」

　反射的に後ろを向くと同時に、ぶん、と音をたててハンマーが耳もとを通りすぎた。

　立ちなおった男が、まだふらふらしながら、ハンマーをまた握りなおして生意気な小僧の頭の中身を空に噴出させようとしている。

　遼りよう太た郎ろうは鋭い気合いとともに、今度は手加減なしの蹴けりを、男の腹に叩たたきこんだ。

　男はひとたまりもなく吹っ飛んで床に転び、手から離れたハンマーは、テラスの縁へりをこえて下へ落ちていった。

　下から派手な悲鳴と、ざわめきが聞こえてきた。武器をなくした男は背骨を抜かれてしまったようで、紙のような顔色でもがくように身を起こすと、ふらつく足を踏みしめながらテラスのほうへ這はっていき、手すりを乗りこえた。

　ハンマーのあとを追うつもりかと思ったが、そうではないらしい。男はテラスを離れ、パレスの第三層とファラオ像との間の鉄骨にあぶなっかしく身体からだをゆらゆらさせながらしがみついて、よちよちと歩を進めはじめた。

　そこから先に、天井や壁のガラスを掃除するための階段や通路がめぐらされているのが見える。そこからなんとか逃げを打つつもりだろう。

「おい、出てきたぞ！　つかまえろ！」

「女の子はどこだ！　いないぞ!?」

　ばらばらと警備員たちが走っていく。

「遼太郎さん！」

「遼兄さま！」

　わあわあ騒ぎたてる野次馬どもの中から、高い声がふたつ聞こえてきた。

　パレスの第三層のテラスに到着した美み弥や子こと和かず音ねが、ファラオ像側の手すりから身を乗り出した遼太郎に夢中になって手を振っている。

「ジンジャーは無事だよ！」

　遼太郎は両手に口をあてて怒鳴りかえした。

「犯人はあそこだ！　あの鉄骨に貼はりついてる！　あっちの階段から逃げるつもりだ！」

　美弥子と和音は、ぶざまな蜘く蛛もみたいな姿でのろのろよちよち壁を移動していくでぶ男の姿をしっかり確認すると、顔を見合わせ、うん、とうなずいた。

「よろしくって、和音さん？」

「よろしいですわ、美弥子さん」

「では」

「では！」

「こらっ、君たち、何をするつもりだ!?　やめなさ……」

　ようやく気づいた警備員が止めるよりも早く、二人の大和やまとなでしこは、せーの、のかけ声も勇ましく、和音の大きくて重いお弁当入りの重箱を、二人分の力で振りまわし、太った犯人の背中めがけて、弾丸のように発射した。

　ごん、と鈍にぶい音がした。

　見事、後頭部に直撃を受けた男は今度こそ完全に気絶し、ふらりとのけぞった。

　それから轟ごう々ごうたる悲鳴と喊かん声せいを浴びながら、鉄骨を離れ、下で待ち受けている警備員と野次馬との上に落ちていった。

　海の苔り巻きお結びや卵焼き、鳥つくね、栗きんとんや魚の照り焼きなどといっしょに。





　男がしっかり下で確保されるのを確認してから、遼りよう太た郎ろうは興奮顔の美み弥や子こと和かず音ねに大きく手を振り返し、ジンジャーのところに戻った。

「さあ、もう大丈夫だよ、ジンジャー」

　まだ縛られたままのジンジャーのそばに膝ひざをつきながら、

「あいつはもう捕まったからね、ちょっと待って、今、この紐ひもはずすから。うー、やっぱり固いな……ここを……こうすれば……よし、外れた！　あとはこっちを――っ!?」

　手首をほどき終えたとたん、いきなり柔らかな髪がぎゅうっと胸に押しつけられて、遼太郎は言葉を失った。

「……ジ……ジンジャー？」

　返事はなかった。生意気な口もなければアスパラガスもなし。

　ジンジャーは赤毛の頭を遼太郎の胸に押しつけ、額をきつく喉のどもとにすり寄せて、細い両手でしっかりと遼太郎の腕にすがり、ものも言えずにただしがみついていた。

　むきだしの細い肩がこまかく震えている。

「……ジンジャー」

　遼太郎は手をあげて、震えているジンジャーの小さい背中を、そっとさすってやった。

「もう大丈夫。大丈夫だよ。悪いやつはいなくなったから。もう危ないことも、怖いこともないから。だから大丈夫。大丈夫だから。遅くなってごめんね。ね」

　それでもジンジャーは震えながら、かたく遼太郎にしがみついたままでいた。

　ようやくやってきた警察が、そこにいるはずの人質の少女を助けにあがってくるまで。





「あの男、さっき逮捕されて連れていかれましたわ」

　と美弥子が報告したのは、二時間後、四人が本来とは違う働きを成し遂げた和音のお弁当のかわりに、庭園の露店でサンドイッチとジャム入りタルト、それにレモネードにお茶を買って、芝しば生ふに腰を落ちつけたときだった。

「いったいなんだってあんな馬ば鹿かなことをしたのか、理解に苦しみますわ。人質を取るなんて卑ひ怯きようなことはもちろん、こんな昼ひる日ひ中なかの、人がたくさんいる中で、ケースを割って堂堂と展示物を持ちだそうとするなんて、気が変な人のやることです」

「逃げ出した方角もその通りだよな」

　と、この時にはすっかり立ちなおっていたジンジャーも眉まゆをひそめる。涙でぐしょぐしょだった顔をきれいにし、すました顔でお茶とタルトを食べているところを見ると、安心するとともに遼りよう太た郎ろうはなんだかおかしかった。

「普通なら、部屋の入り口に向かって逃げ出そうとするもんじゃないか？　それなのにあいつは、行き止まりだとわかってるファラオ像の上へ逃げこんだ。

　もちろん、そこから先はもとからあの掃除用の通路を使うつもりだったのかもしれないけど、あの風船みたいな体型でそんなことが本当にできるなんて考えてたんなら、それこそ頭がおかしいや。塀から転がり落ちたハンプティは、〈王様の馬をみんな集めても、王様の兵隊をみんな集めてもAll the king's horses,And all the king's men,〉、もとに戻せやしないってのに――人間はもちろんのこと」

「でも、とにかくあの人も怪け我がはしないですんだそうですし」

　と和かず音ねがみんなに思い出させる。

　男は結局エジプシャン・コートの床まで落下したが、そこに集まっていた観光客や野次馬やその他もろもろの上に落っこちたせいで奇跡的に怪我もなく、かえって受けとめた警備員の数人に、捻ねん挫ざや打ち身といった軽い被害を与えるにとどまった。



    

  
    
      



    

  
    
      　むろんそんな人間が丁てい重ちように取り扱われるはずもなく、遼りよう太た郎ろうやジンジャーたちが事情聴取を受けるかたわらで、こづかれながら男はスコットランド・ヤードの差し回しの馬車に押しこまれて去っていった。あとのことは知りようがないが、とにかく、遼太郎たちがそんなことを気にしてやる義理はないのはむろんのことだ。

「でも、もうひとつおかしいことがあるんだよな」

　ジャムタルトの残りを口に放ほうりこんで、もぐもぐしながらジンジャー。

「あいつが盗もうとしてた黄金のスカラベ。あれ、偽にせ物ものだぜ」

「偽物!?」

　遼太郎は思わず食べかけていた卵サンドをわきに置いた。

「どうしてそんなことがわかるんだい、ジンジャー？」

「あそこに飾られてたもののうち、あのスカラベだけが〈古い〉匂においがしなかった」

　もうひとつジャムタルトを取って、ジンジャーは眉まゆをひそめた。

「あそこにあった品物は全部、四千年前のエジプトの人間が、祈りと魔術をこめて造ったものだ。その残り香がは、感じることができる者なら、焼きたてのパンの香りが通り三つ先からでもわかるみたいにわかる。たしかに、飾ってあったもののほとんどはその〈力の匂い〉がぷんぷんした、でも、あのスカラベだけは――」

「その匂いがしなかった、ということですの？」

　美み弥や子こが膝ひざをすすめた。

「じゃあ、あの悪党は、偽物の宝を盗むためにあんな理屈に合わない騒ぎを起こして、理屈に合わない逃げ方をしたってことですのね。なんだか奇妙ですわ、ずいぶん間が抜けていますこと」

「でも、みなさん怪け我がはなさらなかったんですし、無事でよかったです」

　和かず音ねは温かいレモネードを袖そでに抱いて、にっこりした。

　遼太郎は義妹にすまなさそうな笑顔を向け、

「そういえば、せっかく作ってくれたお弁当、無駄にさせて悪かったね、和音。今度、ちゃんとみんな揃そろって、また遊びに来よう。いいだろう、ジンジャー？　二人だって、君を助けにうんと働いてくれたんだから」

「うん……。わかってる。ありがとう。二人とも、ごめんな」

　このはねっ返り姫にはめずらしく、ジンジャーはしおらしくうつむいて謝った。

「俺おれも、ちょっとやりすぎた。調子に乗りすぎたと思ってる。ほんとに悪かったよ。今度は、あんな馬ば鹿かなことしないようにする。約束する」

「まあ、そうおっしゃるなら、わたくしたちも腹を立てることはありませんわね」

　ちょっと胸をはって、美弥子が笑った。

「実際、わたくしたちも、むりやり割りこもうとするなんてちょっとお行儀が悪すぎましたわね。ごめんなさいね、ジンジャーさん。わたくしたちも謝らなければ」

「そうですわ。本当にごめんなさい。でも、わたし、けっこう楽しかったです。あの大きな男の人に、お弁当を投げつけたとき」

　和かず音ねも袖そでを口にあて、くすりと笑った。

「わたし、自分にあんな勇ましいことができるなんて、考えてもみなかったです」

「――あ、そうだ。そういえば、みんなにあげるものがあるんだ」

　三人娘がとにかく仲直りし、なごやかな雰囲気になったのを見届けてほっとした遼りよう太た郎ろうは、ポケットに入れたままになっているもののことを思い出して急いでつかみだした。

「一人にひとつずつだよ。ほら、みんな、手を出して」

　不思議そうにてんでに手を出した三人娘の手のひらにひとつずつ、小さな、スエード調の布でできた小さなポーチを置く。

「さっき、工業ブースのショッピングモールで買ったんだ。ちょっと可愛かわいいかな、と思って。気に入ってくれると嬉うれしいんだけど」

　美み弥や子こが、和音が、そしてジンジャーが、それぞれに袋を開ける。百ゆ合りの透かし模様の入った、かわいい銀の鈴がチリリンと鳴りながら転がりだした。

　三人娘は顔を見合わせた。

　そしてそれぞれの手に乗った鈴に目を落とし、黙りこくった。

「……えーと、な、何？　どうしたの？」

　そのまま、いつまでたっても沈黙が続くので、遼太郎はいささか怖くなってきた。

「も、もしかして、気に入らないとか？　ごめんよ、でも、手持ちのお金じゃそれだけくらいしか買えるものがなくて。でも、きれいな音だし、みんなにちょっとしたおみやげがあるといいなと思ったから買ったんだけど、あの……痛あっ!?」

　いきなり、美弥子の強烈な蹴けりが遼太郎のすねに炸さく裂れつした。

「な、何するんだよ、美弥子さん、いきなり……ぐえっ!?」

　つづいて、ジンジャーの顔面パンチが鼻っ柱のまん中にきれいに決まった。

「ふぁ、ふぁんでひんひゃーまで、おあっ!?」

　最後に和音が、ほかの二人に比べるとやや遠慮がちだが、ぺちん、と音をたてて遼太郎の後頭部を平手で叩たたいた。

「か、和音まで！　なんだよいったい！　いったい僕が何したっていうんだよ!?」

　頭を押さえてわめきたてる遼太郎を横目で見ながら、三人娘はこそこそと、

「なあ、こいつ、どうやらわかってないらしいぜ」

「そのようですわね。もう一発くらい殴ってさしあげてもよろしいですわよ、ジンジャーさん。こういう男には、一度徹底的に思い知らせるべきかもしれませんわ」

「……兄さまは可か哀わい相そうですけど、今日は、お二人に賛成します」

「な、なんだよ！　何なんだよ本当に！」

　遼りよう太た郎ろうは完全に混乱していた。

「え、ええともしかして、その鈴気に入らなかったのかい？　じゃあ、それ持って、みんなでもう一度工業ブースに行こうよ。もしかしたら取り替えてもらえるかもしれないから、その代わりに、みんな自分で好きなものを……」

『だ、駄目！！！』

　三人娘が異口同音に叫んだ。

　それから、はっとしたようにお互い顔を見合わせると、急いで背を向け、こそこそと自分の鈴をしまい込む。美み弥や子こは着物の襟元に、和かず音ねは袂たもとの中に、ジンジャーはショールの端にしっかりとくるんで、全員、ぎゅっと両手で握りしめた。

「だ、駄目って……じゃあみんな、それでいいの？　勝手に選んできたのはほんとに悪かったと思ってるけど、あの、僕……」

「うるさいいいから黙れこのバカアスパラ」

　歯をむきだしてジンジャーが唸うなった。

「まったくこのバカ。バカアスパラ。おまえはいっぺん死ね。死んでこい。じゃなきゃおまえの究極の鈍感バカさかげんは永久に治らん。俺おれにぶち殺されたくなかったら、そのバカな口を閉じて黙ってろこのくそバカアスパラガス」

「ええ、本当に困ったお馬ば鹿かさんですことね。前からわかってはいましたけど」

　と軽けい蔑べつしたように美弥子。

　和音も同意するようにこっくりうなずいた。

「さ、バカは放ほっといて行こうぜみんな。変なことで時間を無駄にしちまった。ここの庭園はゴンドラがあって、何万年も前に生きてた大きな恐竜のパノラマがあるんだ。こんなバカは放ほうっておいて、俺たち三人で乗りに行こうぜ」

「まあ素す敵てき、楽しそうですわ。ご一緒いたしましょ、和音さん」

「はい、美弥子さん」

　仲良くおしゃべりしながら三人娘は立ち上がり、ぽかんとしている遼太郎をタルトの包み紙やサンドイッチの食べ残しの中に放置して、庭園への小こ径みちをたどっていく。

「な、なんだよみんなして！　いったい何なんだよもう！」

　じだんだ踏んで遼太郎は叫んだ。走り出しかけて、ちらかったままの紙くずに気がつき、急いでかき集めて両手にかかえてあとを追う。

「説明してくれなきゃわからないよ！　何が死ねなんだよ!?　なんで僕がみんなに殴られなきゃならないのさ!?　誰だれか説明してくれったら！　ねえ！　ちょっと！」

　――好天のクリスタル・パレス、芝しば生ふの上、楽しくさえずる小鳥のような三人娘と、必死にそのあとを追いかける鈍感馬ば鹿か（自覚なし）が約一名。

　その頭上を、手に何かを握った蝙蝠こうもり羽の小こ猿ざるがつう、とよぎっていったのを、だれも見たものはなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      


【枠Frame】２　ボビンのロビン　たいこばらのベン



　　ボビンのロビン　たいこばらのベン

　　八十にんまえたいらげてまだたりぬ

　　めうしをたべて　こうしをたべて

　　にくやをひとりと　はんぶんたべて

　　きょうかいたべて　せんとうたべて

　　ぼくしをたべて　なかのひとみんなたべた！





　リチャード・マナリング博士は、ウィリアム・リース警部の気に入らない種類の相手だった。

　実に好男子で、服装は完かん璧ぺき、きちんと分けた髪は豊かな大麦色に波打ち、髭ひげは生えたこともないようにつるりとそり上げられている。明るい青い目と少し鷲わし鼻ばな気味の高い鼻は、学生時代にはさぞかし若いお嬢さんたちの心を騒がせてきたことだろう。卒業した大学のあるオクスフォードに独身で居を構えて、カレッジの学生たちの個人教授をしているそうだから、令嬢たちの心を騒がせるのは、今でもやっているのかもしれない。

「いやあ、まったく驚きました」

　と彼は言った。

　愛想のいい笑みを見せるたびにちらりと白い歯がこぼれる。ぴかぴかの靴にはしゃれた革の房がつき、書類やなにやかや、重要なものの入っているらしい折カバンを足もとに立てかけていた。意味もなく、リース警部はその足を蹴け飛とばしてやりたい衝動に襲われ、ぐっとこらえた。正義であるはずの警察が、運悪く犯罪に巻きこまれた相手に、ただ気に入らないというだけのことで暴力をふるうわけにはいかない。

「私のスカラベが偽にせ物ものだった、ということも驚きでしたが、その犯人が、別の殺人事件の重要参考人でもあるとはね。生徒たちに聞かせたらきっと大喜びですよ。みんな、例のドイル氏の探たん偵てい譚たんに夢中なんです。ご存じでしょう……」

「きちんと事件が解決されるまで、内容について口外されるのは困りますな」

　ぶっきらぼうに警部はさえぎった。マナリング博士は手をあげて、

「ああ、もちろん、もちろんですとも。私だって、それくらいの常識は持ち合わせております。それで、私にお訊ききになりたいこととは……」

「まず、それのことですな」

　リース警部はぶっきらぼうに、テーブルに置かれた大きな黄金のスカラベを顎あごでさした。今では黄金ではなく、鉛で作った型に金きん箔ぱくを貼はり、ガラスをはめ込んだだけの偽物と判明した宝物は、クリスタル・パレスで誇らしげに照明をあびていたときからすると、いささかならずみすぼらしく感じられた。

「こいつがすり替えられているのに気づいたのはいつのことです？　なぜ気づかれたんですかな？」

「あの強盗が捕とらえられて、取り返したこいつを手に持ったときですよ」

　博士は苦笑した。

「エジプトやインドで仕事をしているヨーロッパ人のもとには、たくさんこういった種類のものが持ち込まれてくるんです。まだ発見されていない墓から盗掘人が掘り出してきた本物もあれば、ちょっとばかり器用な人間が、それらしく作った偽物をばかな白人に売りつけて大おお儲もうけしようという場合もあります。専門家としては、そういうものの中から、本物であれば、学問的に貴重な資料の散さん逸いつを防ぐために手に入れる必要がありますし、偽物ならば、むろん、突っ返すだけです。私は骨こつ董とう屋やではありませんが、そういう意味で、少々は似た技術が必要とされるんですよ。

　この品は、外見的にはほぼ完かん璧ぺきといっていい出来ですが、残念ながら、重さが少し違う。もとの品から比べると、ほんの少しですが、軽いんですよ。おそらく鉛と、黄金の量を間違えたんでしょうな。金のほうが鉛より比重が大きいので、同じ大きさでも、少し軽くなるのですよ。もっとも、実際これを何度も手に取った、私のような人間でなければ気づかないほどのささいな違いではありますが」

「でしょうな」

　そっけなく返して、警部はきらきら輝く甲虫スカラベを手にとった。金無む垢くのはずの半円形の頭のはしに、長く、鈍にぶい灰色の筋ができている。まわりの金きん箔ぱくがちりちりとめくれ上がり、その下の、冴さえない色の鉛の肌をあらわにしていた。

「これをあのケースに入れたときには、たしかに本物だったのでしょうな？」

「もちろん！」

　博士は両手を広げて、舞台俳優のように天を仰いだ。

「神に誓って本物でしたとも。私が自ら監督して、信用の置ける助手たちといっしょに、警備員たちに囲まれながらあそこに置いてカバーをかけ、錠を下ろしたんですから、疑いの余地はありません。絶対に本物だったことは、皆が証言してくれますよ」

　だが、こいつは、あんたしか見破れないほどよくできた偽にせ物ものだったんだろうが？　と警部はこっそり思った。

　だったら、最初からこの偽物を作らせておいて、本物はどこかに隠したうえで、偽物を置いておくこともできたんじゃないか。

　結局、ばかな強盗がばかなやり方で盗もうとしたから露見しただけで、実は、こいつが偽物だとばれていちばんあわてているのは、あんたじゃないのかね、ええ、マナリングさんよ？

「いずれにせよ、パピルスが無事だったことは天の助けです」

　警部の内心の考えが読めるはずもなく、嬉うれしそうに博士は両手を組み合わせた。

「パピルス？」

「ええ。スカラベの横に飾ってあった、古文書です。私のような学者にとっては、むろん、こういう黄金の副葬品も重要な資料ですが、それよりは、むしろ古代人の埋葬儀礼や死生観をうかがう窓になる、ああいう紙切れ一枚のほうが重要なんですよ」

　博士は熱心に身を乗り出してきた。

「黄金は美しいですが、当時の人々が、死者に対してどのような信仰を持ち、死後の生活についてどう捉えていたかについては、あまり語ってはくれません。今回は残念ながら発見できなかった、王のミイラがもっとも重要な資料となるのです――エジプシャン・コートのお客さんたちには、なかなかそういうことは理解しづらいようですが。ああ、そういえば、あの人質になった女の子は無事でしたか？　怪け我がなどしていませんか？」

「今のところ、そういった話は聞いていませんな」

「よかった！」

　またもや大おお仰ぎように胸をなで下ろすしぐさを見せ、警部はまた神経を逆さか撫なでされた。

「心配していたんですよ、罪もない女の子があんな大男にさらわれて、どれだけ恐ろしかっただろうと思うと。例の犯人は、まだ何もしゃべってはいないのですかな？」

「ええ、何もね。今はとりあえず檻おりの中で、ジンを持ってこい、ブランデーを出せと騒いでますよ。自分の相棒があんな死に方をしたのもまだ知らんらしい。あるいは、知っててしらばっくれてるのか」

「聞きましたよ。全身バラバラだったそうですね――頭はごろんとベッドの下にRolled his head far underneath the bed！」大げさに震えあがってみせる。

「恐ろしい、恐ろしい！　まさか、わらべ唄ライムを実演してみようなんて輩やからがいるとは思いませんでしたよ。例の切り裂きジャックジヤツク・ザ・リパーとやらの類たぐいですかな。例の犯人は、その殺しをやった足であの強盗をも働いたわけですか？　頭がおかしいとしか思えませんな」

「だからと言って、われわれは何もせんわけにはいきません。真実を調べるのが、われわれ警察ヤードの仕事です」

「真実。おお。もちろんそうです。真実！　すばらしい言葉ですな」

　感動したように博士はリース警部の肩を叩たたき、ひそかに顔をしかめさせた。

「そういう意味ではわれわれもまた、同じく真実を追究する身なわけですよ。われわれ学者は埃ほこりをかぶった歴史の謎なぞ、あなたがた警察は、生きて動いている犯罪という謎を追究する。どちらも、実にやりがいのある仕事です、そう思われませんかな？」

「確かにね」

　その頃ころにはリース警部は、このぺらぺらとよくしゃべる伊だ達て男おとこに我慢がならなくなっており、同時に、これ以上しゃべらせておいたところで実のある話は引き出せそうもない、という結論に達していた。

「それでは、私は失礼してもかまいませんかな？　クリスタル・パレスの、他の展示物の確認作業がまだ残っていまして。助手に任せてもいいのですが、やはり私が監督しないと、このようなことがあった直後ですから。

　そうだ、会場内のどこかに、あの男が本物のスカラベを隠して、捕まったときのために偽にせ物ものをポケットに入れていたという可能性はありませんかな？　あれもまた、私にとっては重要な資料であることに変わりはないんですよ、金銭的な価値は置くとしてもね」

「それなら現場検証のチームが今ごろ、会場の隅々まで針でつついて、植え込みの葉の一枚一枚めくって捜しとりますとも」

　それくらい考えないとでも思ったのか、このとんまは。

「ああ、これは申し訳ない」

　不快感が顔に表れたのか、マナリング博士はあやすような笑みを浮かべて謝罪した。

「一般人が、警察のお仕事に口を出すべきではありませんでしたな。大変失礼しました。それでは、私はもう帰っても？　やるべきことがまだたくさんありますので」

「どうぞ。ただし、しばらくロンドンからは離れないでいただきたい。事件が片づくまでは、またお話を聞かせていただく機会があるかもしれませんので――盗難係も、スカラベそのものの件について、いろいろ調べなきゃならんだろうし」

「ええ、もちろん、もちろんですよ。私はパーク・レーンのドーチェスター・ホテルに滞在しています。そこに連絡するか、伝言を残してくださればいつでも連絡はつきますよ。逃げも隠れもいたしませんから、ご心配なく」

　博士は折カバンを取りあげ、帽子かけから粋いきな灰色のトップ・ハットを取ってかぶると、わざわざ警部に向かって持ちあげてみせ、足取り軽く部屋を出ていった。

「ふん！」

　とリース警部は言った。

「あの男はシロですよ」

　若い刑事が脇わきから言う。

「オクスフォードの生徒や学生時代の指導教官に問い合わせてみましたが、どれもそろって熱心な、頭のいい、誠実な男で、人殺しなんてとんでもないってえのが皆の口をそろえての意見でした。むしろ、なんだってヤードはあんないい先生に疑いをかけたりするんだって、こっちが怒鳴られちまったくらいですよ。

　だいいち、オクスフォードの卒業生がなんでイースト・エンドで真夜中に男をバラバラにしてなきゃならんのですかね？　そんならあの〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉のほうがよっぽど見込みがありますよ。あの先生の言いぐさじゃないですが、スカラベのことで喧けん嘩かになって、長年のジン漬づけと腐ったベーコンで頭がおかしくなった奴やつが、相棒をバラバラにして部屋中に飾り、翌朝には斧おのをハンマーに持ち替えて、予定通り仕事に出かける。少なくとも、あの紳士がノコギリ持ってよだれを垂らしながらロビンをバラバラにしてるのを想像するよりは、真実味があると思うんですけど」

「そんなことくらいわかっとる」

　警部は唸うなった。

　もちろん、理性ではあのすまし顔の男にやれたはずがないことはわかっている。ただ、どうにも苛いらつく。気にくわないのである。若い刑事はあきれていた。

「それ、あの『パラケルススの娘』とかいう美人の女魔術師と同じことですか？　ただもう気に入らないからなんとかして捕まえたいっていう。だめですよ、警部、人を捕まえるには証拠ってものが要るんです。あの博士には証拠なんてものはみじんもないし、ホテルのボーイが事件当夜遅くに、部屋にコーヒーを持っていって、ガウン姿の博士にチップをもらったって証言してます。ただでさえフリート街じゃ今ごろ、黄金のスカラベ盗難の記事がものすごい勢いで印刷されてるはずだってのに、オクスフォード出の学士さまを警察が誤認逮捕なんてことになっちゃ、いったいどんなことになるやら」

「貴様なんぞに言われんでもわかっとる」

　牙きばをむいて警部は唸うなった。

「それから、あの女詐さ欺ぎ師しの名前は口に出すな。聞くだけで気分が悪くなる」

「はいはい」

　肩をすくめて部下は黙った。むかむかしながら警部はクッションの破れた椅い子すに乱暴に座りなおし、メッキのはげた宝物を気にいらなげにつついた。

　もし、この騒ぎで誘拐されたのが〈女主人〉の娘であるロンドンの魔女姫で、助けたのがかの〈パラケルススの娘〉の従僕である日本人少年であることを知ったら警部の機き嫌げんも少しはなおったろう――というより、さっそく飛びだしていって遼りよう太た郎ろうをつかまえ、またもやすべてはクリスティーナの陰謀であるということを裏づけるべく、むなしく情報を引き出そうとしただろう――が、残念ながらこの時点では、さらわれた少女は単に「観光客の少女」という情報でしかなく、リース警部には何の連想ももたらさなかった。遼太郎にとっては、まことに幸いなことではあった。

　現場は当時押し合いへし合いだった、と考える。

　スカラベを盗んだ〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉が、観客にまぎれた仲間にどさくさまぎれに本物の宝を渡し、自分は偽にせ物ものを持って囮おとりになって逃げ回った、と考えることはできる。

　間の抜けたことに、会場を封鎖することを現場の警備員が考えついたのはとっくの昔に犯人が捕まえられてからで、その間、押し寄せる野次馬と走りまわる警備員その他は好きにどこでも行き放題、だれが何をしていようがまったく気にとめるものなどなかった。

　もし人ひと混ごみでベンから本物を受け取った共犯者がいたとしたら、すでにスカラベはどこか遠くへ持ちだされ、宝石を剥はがして溶かされるか、エジプト好きな好こう事ず家かの金持ちのところに持ち込まれているかどちらかだろう。

　――だが、それなら何な故ぜ、わざわざ偽物を（それも、そこらへんのちんぴらに作れるとは思えないほど精巧な偽物を）持って逃げる必要などあったのだ？

　捕まっても、何も持っていない、と見せた方がずっと安全なはずではないか。それも、人質などとったら、どうぞ捕まえてくれと言っているようなものだ。白昼堂々とガラスを割って宝物をつかみ取る、という乱暴な盗み方も同じく。

　たとえ偽物であろうと、捕まったとき現物を持っていれば言いのがれはできない。偽物ならば罪にならないとでも思っていたなら、よほど頭の弱い馬ば鹿かだろう。

　やはりベンは、あれが偽物だとは知らずに盗んだのか？

　しかしそれにしては、盗んでからの行動があまりに理屈に合わなさすぎる……。

「警部」

　ドアが開いて、別の刑事が顔をのぞかせた。

「盗難係の取り調べが一段落したみたいです。俺おれたちも行きましょう」

「ああ」

　ため息をついて警部は立ち上がった。膝ひざがずきりと痛んだ。ああ、ちくしょう、俺も年だ、と憂ゆう鬱うつな気分で思った。そろそろこんな仕事には向かなくなってきてるのかもしれない。あの女詐さ欺ぎ師しどころか、あんないけ好かない男に好きに喋しやべらせておかなきゃならんようでは。

「奴やつらは何か聞き出せたのか？　盗難のほうだが」

「いえ、全然。さんざん締めあげたらしいんですが、どこ吹く風ってやつで。しまいに腹が減ったからソーセージとビールを持ってこい、ってわめきだして、怒鳴られてました。相棒のことについては、こっちで口止めしてるんで、まだ言ってません」

「よし。強盗だけじゃなくて、おまえは殺人事件の犯人ってことになってるぞと言ってやれば、奴の金玉も縮みあがるかもしれんな。行くぞ」

「はい」

　気弱になっている暇はない。自分はスコットランド・ヤードの警官なのだ。社会を守り、人々の安全を守る、正義の男なのだ。

　リース警部はぐっと胸を張り、ぽきぽきと音をたてる背骨にうめき声を立てないよう我慢しながら、堂々と部下をつれてヤードの狭い通路を歩き出した。

　取調室への階段を下りかけたところで、悲鳴と、あわただしい足音がした。

　ドアが叩たたきつけられ、「医者を！　医者を呼べ！」という動転した叫び声がする。

　まだ曲がり気味だった警部の背中が、棒のようにピンと伸びた。

「あ、警部！」

　いきなり階段を三段飛びこえて下へ飛び降りた上司に、狼ろう狽ばいした部下の声があとを追いかけた。

　しかし、そんなことにかまうようなウィリアム・リースではない。猟りよう犬けんがウサギの匂においを、軍用馬が火薬の臭においを嗅かぎつけるのと同様、事件のにおいはいつでも、警部の精神に最大の精力と元気を注入する。

　地響きをたてて廊下を駆けぬけ、「どけ！　どけ！」と叫びながら取調室に躍り込む。

　そこで棒立ちになった。

　紫色にむくんだ顔をし、喉のど元もとに爪つめをたてた男が床のまん中に横たわっていた。

　歯ブラシのような口ひげに、ピンク色の泡がこびりついている。

　あおむいた太たい鼓こ腹ばらが打ち上げられたクジラのようだった。さっきまで取り調べをしていた刑事たちが茫ぼう然ぜんとした顔で周囲を取り囲み、いきなり飛びこんできたリース警部に、うつろな視線を向けた。

「いったい……いったい、何があった？」

　あえぐように警部は言った。

「わからん」

　刑事の一人が言って、倒れたテーブルを指ししめした。

「あんまり腹が減った腹が減ったとうるさいんで、外からソーセージ・ロールと、エールを一杯買ってこさせたんだが……飲み食いしてるうちに、いきなり苦しみだして……」

　警部は床に歩み寄った。

　壁ぎわに、囓かじりかけのソーセージと、パイ皮のくずが散らばっている。飲みかけのエールがこぼれてひび割れたモルタルにべっとり染みを作り、その中に、点々と赤いものが混じっていた。血だ。

　もう一度振り返って、〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉を見る。

　喉のど元もとを爪つめで掻かきむしり、食いしばった歯のあいだからまだ血とパイ皮まじりの泡をふきながら、ベンは死んでいた。

　完全に、一分の疑いもなく、死んでいた。



    

  
    
      


【断片Pieces】Ⅱ　このこぶたさん　かいものに



　　このこぶたさん　かいものに

　　このこぶたくん　おるすばん

　　このこぶたくん　ビフテキたべて

　　このこぶたさん　はらっぺこ

　　このこぶたくん　ないている　ウィー　ウィー　ウィー

　　　ぼくはまいごに　なっちゃった





　シシィはすっかり意地になっていた。



「や！」

　断固として彼女は言った。

「シシィがいくの！　いくんだもん！　シシィ、それくらいできるもん！　ひとりでおつかい、できるんだもん！」

「けどねえ、シシィや」

　この家の台所の女帝であるラドル夫人も、この小さいわがまま娘を前にするとさすがにいささか矛ほこ先さきを鈍にぶらされてしまうのが常だった。

「お店はフェター・レーンまで降りていかなくちゃいけないし、途中には、そりゃあ馬車だの人だのが、山ほど歩いてるんだよ？　スミスフィールドの市場はもうほとんど閉まっちまってるだろうし、困ったねえ。馬車にひかれたり、誰だれかにさらわれたりしたらどうするつもりなんだい。あんたみたいな小さい子がひとりで出歩くなんて、気持ちはうれしいけど、それは無茶ってもんだよ」

「ひとりじゃないもん。リトルがいるもん」

　自信をもってシシィは断言し、頭の上にとまっていた黄色い小鳥が、そうだそうだと言わんばかりにはばたいてピイピイ鳴き立てる。

「ああ、そりゃあ、そうだろうけど……困ったねえ、まったく、あの小僧っ子ときたら、なんでまたこんな日にかぎって休みなんかとってんだい」

　ラドル夫人は額に手をあててため息をついた。

　従僕である遼りよう太た郎ろう、および家の客である美み弥や子こと和かず音ねが不在の今日になって、家の食料庫に重大な欠乏がいくつか生じていることが発見されたのである。

　実をいえばそれは、弁当を作るのにあまりにも気合いを入れすぎた和音や美弥子の責任も少しはあったのだが、職業人としてのラドル夫人の誇りは、常にどのような事態にも対応できるべく食料庫を充みたしておくことについて、厳しい基準を持っていた。

　どのような事情があろうと、少なくとも、その夜の夕食に満足がいくような料理を出せるだけの材料くらいは揃そろっていなければならなかったはずだが、現在、棚に残っているのは、卵が十個ばかりと、昨日の残りの冷たいローストビーフ、ベーコン、オリーブ、パンが半はん斤きん、それに、さやエンドウと、瓶びん詰づめの酢す漬づけタマネギ。

　夫人の手並みをもってすれば、これだけでもそこそこ食べられる食事は作り出せるはずだったが、料理人としての彼女の矜きよう持じは、「そこそこ」などというなまやさしい言葉ではけっして満足しないのである。

「とりあえず、ローストビーフを刻んで、肉汁を足して」とぶつぶつ呟つぶやきながら、

「シェパーズ・パイなら、今からでも何とかなりそうだね……でも、それならホース・ラディシュと、できればキノコ、それにタマネギと新鮮なじゃがいもがぜったいに必要だし、つけ合わせにプディングも欲しいところだから、牛脂と干しぶどう、それにナツメグ。まったく、ナツメグまで切らしてるなんて、なんてことだろね。

　この時間じゃやっぱりレニーの食料品店まで行くしかないんだろうけど、仕込みの時間を考えると、あたしが行くわけにもいかないし……」

「だから、シシィがいくのっ！」

　元気よくシシィが手をあげる。

「シシィ、ひとりでおかいものできるもん。かみにかいて、おみせのひとによんでみせればいいんでしょ？　りょーたろーは、いつもそうしてるもん。りょーたろーにできるんだったら、シシィにだってできるもん」

「まあ、あのぼんやりした坊やよりは、あんたのほうがしっかりしてるだろうけどねえ」

　遼りよう太た郎ろうが聞いたら怒る以前にがっくり肩を落としそうなことを言って、ラドル夫人は食料庫のことを心配し続けた。

「どうかなさいましたか？」

　二階から、クリスティーナのお茶を持って降りてきたレギーネが台所に入ってきた。

「ああ、いいとこへ来た」

　ラドル夫人はようやくほっとした声を出した。

「レギーネ、使って悪いけど、今お嬢さまの用がないなら、ちょっと食料品の買い出しに行ってきてくれないかい。シシィが行くって言ってるんだけど、とてもこの子をひとりじゃやれないだろ。お店はフェター・レーンにあるんだけどね」

「わたしはかまいませんが」

　レギーネは朱あかい瞳ひとみで、頬ほおをふくらませているシシィを見つめた。

「シシィお嬢さまは、どうやらご不満でいらっしゃるようです」

「やっ！　シシィがいくんだもん！」

　足を踏み鳴らしてシシィは怒鳴り、リトルが同調してピイピイわめき立てながらまわりを飛びまわる。

「レギーネちゃんはクリスティーナのおしごとするんだもん！　これはシシィのおしごとだもん！　シシィがおかいものするの！　するったらするの！　すーるーの――！！！」

「さっきからこの調子でねえ」

　困りきってラドル夫人はレギーネに囁ささやいた。

「どう言ってきかせても聞かないんだよ。こんな小さな子に、わざわざフェター・レーンまでひとりでとことこ歩かせられないだろ」

　フェター・レーンは高架橋ヴアイアダクトを通ってホルボーン・サーカスを西へ横切り、ハイ・ホルボーンを少し下ったところにある横丁である。

　大人の足ならさほど遠くはないが、小さい子供が歩くにはかなり距離があるし、何より、途中には馬車がぎっしり轍わだちを接して行き交う高架橋がある。馬車に引っかけられる危険はもちろん、こんな見るからにいい身なりをした小さい女の子が、誘拐の危険もかえりみず、ひとりで歩いていけるような場所ではない。

　レギーネは黙ってシシィを眺めた。

　シシィは小さい肩を最大限に張り、つつけば破れそうなほど頬ほおをふくらませ、足をふんばって、どう動かそうとぜったいにどかないという意志を全身にみなぎらせている。

「わかりました」

　レギーネはしゃがみこんでシシィと同じ高さに目を近づけると、言った。

「それでは、シシィお嬢さまにお買い物をお願いいたしましょう。その代わり」

　きゃあっと歓声をあげたシシィと、ちょっとお待ちよ、とあわてた声をあげたラドル夫人にかぶせるように、

「わたしが、お荷物を持つためにおともいたします。それならいいですね、ラドルさん？　シシィお嬢さまではそんなにたくさんの荷物はお持ちになれないでしょうし、どちらにせよ、いい子のお嬢さまは、お付きの者もなしに外へ出歩いたりするものではありませんよ、シシィお嬢さま」

「……クリスティーナはひとりでいくらでもおでかけしてるもん」

「あのお方は特別です」レギーネはさらりと言った。

「それに、大人です。シシィお嬢さまはまだお子さまでいらっしゃいます。世間には、小さい子供を食い物にしようとする、悪い人間がいくらでもいるのですよ」

「だいじょうぶだもん、リトルがいるもん！」

　元気よくシシィは答え、リトルはピイ！　と応じて、誇らしげに天井近くまでぱたぱた舞い上がった。



    

  
    
      



    

  
    
      「それは承知していますが」

　ラドル夫人は子供の言いそうな無邪気な言葉に苦笑いしていたが、リトルが真実、見た目通りの無害な小鳥ではないことを承知しているレギーネは、真面目まじめに言った。

「でも、リトルでもどうにもならないことが起こったら？　たとえば、大きな馬車が走ってきて、馬に踏みつけられたりしたら？　それとも、大きな、こわい男の人に、穴の中へさっとひっぱりこまれて蓋ふたを閉められたりしたら？　そうしてそのまま、お船に乗せられて、遠いところへ連れていかれてしまったら？　チョコレートも、お人形も、和かず音ねお嬢さまも、ふわふわのお洋服も、なにもないところへ？」

「だ……だ……だいじょうぶ、だもん」

　シシィは言ったが、その言葉は少しばかり力を失っていた。両手を背中で組んでもじもじしながら、

「そんなのに、シシィ、つかまったりしないもん。シシィはかしこいこだって、かずねちゃんはいってくれるもん。かしこいこは、そんなのにつかまったりしないんだもん」

「賢いお嬢さまは、そもそもこんなわがままをおっしゃったりはしません」

　あっさり言ってシシィの反論を封じ、ラドルさん、とレギーネは声をかけた。

「必要なものを言ってくださいますか？　わたしが書き取って、間違いなく買ってこられるようにしますから。……はい。はい。わかりました。ありがとうございます。

　シシィお嬢さま、もしほんとうに行かれるおつもりなら、そんなところでむくれておられずに、お帽子をかぶって、上着を取ってこなければ。ラドルさん、わたしは上へ行って、お嬢さまにしばらく外出のお許しをいただいてきますから、その間に、シシィお嬢さまの身支度をお手伝いしてあげてくださいませんか。すぐに降りてきますから」

「ああ、わかったよ。ほら、こっちへおいでな、シシィや。まったく、困ったお嬢ちゃんだよ、あんたは」

「や――！」

　ラドル夫人のがっちりした腕に抑えつけられて、じたばたしながらシシィはわめいた。

「やーだーもーん――!!　シシィ、ひとりでいくの――！　いーけーるーの――！　いーくーったらいーくーんーだーもーん――――！！！」





「……ラドルさん？」

　しばらくして、自分も外出の支度をととのえて降りてきたレギーネは、妙にしんとした台所と、さっき調理台に置いたはずのメモが消えているのに気づいてまばたいた。

「シシィお嬢さまはどちらに？　玄関にはいらっしゃらなかったようですが？」

「ええっ!?」

　ぎょっとしたようにラドル夫人は振り返った。

「ついさっき、帽子と上着を着せて、ここであんたを待つようにって言い聞かせて玄関に置いてきたばかりだけど。ドアには鍵かぎがかかってるから、ひとりじゃ出られないと思ってたし、パン種の仕込みが気になってたもんで……おや、あの音！」

　裏庭で、ぱたん、と小さく、それは小さく、そっと扉の閉められる音がしたのである。二人は一瞬顔を見合わせた。

「大変だ！」

　あわてた声でラドル夫人が言った。

「あの子、裏庭の扉からひとりで出ていっちまったみたいだよ！」

「考えておくべきでした」

　レギーネの声はあくまで冷静だった。彼女はいつでもそうだが。

「たしかにシシィお嬢さまは賢いお方です。十分に賢いとはとても申せませんが」

　――しかし、この時の声には、聞いた者の肝きもを冷やさせるような響きが、少しばかり混じり込んでいた。
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　ドアが忙しく開き、ぱたんと閉じ、また開いて、「シシィお嬢さま？　どちらですか？」「シシィ？　シシィや!?　まったくもう、どこ行っちまったんだろねえあの子は」等々の一連の騒ぎがおさまるまで、裏庭には何の動きもなかった。

　やがて、ついに誰だれも彼もが家の中に引っこみ、表で小さくぱたんという音がして、どうやらレギーネがひとりで出ていったいたずらっ子に追いつくために急いで出かけたらしいことがわかった。

　――さらに、しばらく間をおいてから、茂った薔ば薇らの植え込みの中から、ちょんちょんと跳びはねながら明るい黄色の小鳥が出てくる。

　用心深げにあたりを見回し、誰の姿もないのを確認してから、陽気な声で、ピイ！　と安全を後ろの茂みに向かって知らせた。

「しいっ、リトル。しずかにしなきゃだめなのよ」

　ごそごそがさがさと、ワイン色の外出着に包まれた小さいお尻しりが出てきた。

　それから茶色い革の靴、レースの飾りのついた上着とケープ、手ぶくろ、ふわふわの黒髪、それから、いたずらリスのようにきらきら光る黒い瞳ひとみ。

　小枝に引っかかった帽子をはずして、ぽんぽんと枯れ葉や小枝を払い落としながら、

「シシィだってちゃんとおかいものくらいできるもん、ねえリトル？　レニーさんのおみせだったら、りょーたろーといっしょにいったことあるもん。みちだってしってるもん、だからだいじょうぶだもん。シシィがちゃんとおかいものして、りょーたろーやかずねちゃんやれぎーねちゃん、びっくりさせてあげるんだもん。いこ、リトル」

　ピイ、と友だちの小鳥は返事をし、少女の肩にちょんととまる。

　ポケットに、さっきラドル夫人の見ていないすきにかすめ取ってきた買い物メモが入っているのを確かめ（これを持ってくるのを忘れなかったことについては、大得意だった）、まだちょっと枯れ葉のくっついている帽子をぎゅっとかぶりなおして、シシィは、裏庭の生け垣についた木戸をそうっと、そうっと開けた。

　少し錆さびつき気味のちょうつがいはかすかにきしんだが、おそらく台所でパン生地の相手をしているのであろうラドル夫人の耳を驚かすほどではなかった。シシィはするりと木戸をすり抜け、外の歩道に立って、上から手をつっこんで掛け金をかけた。

　脱出完了！

　今ごろ、レギーネは黒髪の小さな女の子を捜しながら、ずっと先まで行ってしまっているだろう。レギーネをだましたことに関してはちょっと悪いと思わないでもなかったが、このごろ、いちばん大好きな和かず音ねや、美み弥や子こまでが、なんだかぴりぴりしていてうわのそらで、シシィとしては大いに不満なのだった。

　つまりはここでも、遼りよう太た郎ろうおよび三人娘の『約束』騒ぎが影響を広げているのであったが、もちろん遼太郎はそんなことは知らないし、シシィ自身も、原因がどこにあるのか知ったことではなかった。とにかく彼女は、やさしくて大好きなかずねちゃんがどことなく自分以外のことを気にしているようなのがなんだか気に入らなかったし、ありていに言えば、さびしかったのである。

　りょーたろーも変にあたふたしていて、いつものように抱きあげたり、チョコレートをくれたり、服を着ないで逃げてもいつものようにばたばた追いかけ回してくれない。つまらない。なんだか放ほうっておかれている気がする。

　こうなったら、シシィだってやくにたつことをみせてあげるんだもん、と彼女は決心したのだった。

　遼太郎についていったときに見たおかいもの、というものは、さして面倒そうにも思えなかった。うす暗い、大きな間ま口ぐちのおうちに入っていって、シシィの背丈の二倍もある木のカウンターのむこうにいる人と話をし、品物をもらって、帰るのだ。

　お金は月末に、お店の人がまとめて集金に来てくれるからここでは払わなくていいんだよ、と遼太郎が説明してくれた。

　それくらいなら、シシィにだってできる。

　リトルだっていっしょにいるんだから！

　家からじゅうぶん離れて、もう声を出しても音をたてても平気だ、と見当をつけると、シシィはがぜん元気になった。真新しい革靴をかつかつと鳴らして拍子を取りながら、和かず音ねに教えてもらった歌を元気に歌いだす。



　このこぶたさん　かいものに

　このこぶたくん　おるすばん

　このこぶたくん　ビフテキたべて

　このこぶたさん　はらっぺこ

　このこぶたくん　ないている　ウィー　ウィー　ウィー！

　　ぼくはまいごに　なっちゃった



　お風ふ呂ろに入っているときに、頭を洗うのをいやがるシシィのために、和音が歌ってくれたあそび唄である。浴よく槽そうから突きだしているちっちゃな足の指をこぶたさんに見立てて、一本一本つつきながら歌うと、涙目になっていたシシィはくすぐったさについくすくす笑いだし、その間に、さっさと和音は頭を洗い終えてしまった。

　それ以来、この歌はシシィのお気に入りで、風呂にはいるときはもちろん、ご機き嫌げんなときには何かというと口に出る。

　今のご機嫌はといえば、最高だった。空は青くていい天気だし、お日さまは気持ちがいいし、それに、なんといっても、ひとりなのだ！　ひとり、いや、リトルとふたりで、フェター・レーンまでおかいものにいくところ！

　シシィがちゃんと、いわれたとおりにできることをみせてやれば、きっとラドルのおばさんも、レギーネちゃんもびっくりするにきまっている。シシィをほうっておいたかずねちゃんやみやこちゃんや、りょーたろーだってびっくりして、「えらいねえ、シシィは！」といって、うんとうんとほめてくれるにきまってる。

　なんてすてきなんだろう。きっとうんとだっこして、あたまをなでてくれて、それからチョコレートもたくさんもらって、夕ごはんはシシィの大すきなオムレツとクリームのシチューで、パンは干しぶどうがはいってて、それから、それから……

　夢中になっていろいろ考えながら歩いているうちに、だいぶん来てしまった。

「♪このこぶたさん　かいものに……あれ？」

　かつかつと調子よく鳴っていた足が、ぴたりと止まった。

　記憶のかぎりでは、そろそろホルボーン・サーカスが見えてきて（前に行ったとき、遼りよう太た郎ろうは小さいシシィを連れていることをかんがみて、交通量の多い高架橋ヴアイアダクトは避けてとおって下の道を行ったのだ）もいいころなのだが、前方には、それらしきものは何もない。

　何もないどころか、ゆるやかに下っている坂の両側にはずっと、シシィの目にはまったく同じように見えるタウンハウスがずらりとつらなっているばかりで、どこまで歩いても同じように見える。

　あわてて振り返った。

　ここまで歩いてきた道も、まったく同じように見えた。ひとつの型から切りぬいて作ったように見える、たくさんの、たくさんの家。

　急いでしばらく駆け戻ってみたけれど、もう、どれがどのお家うちで、どれがシシィのお家なのか、小さな女の子にはとうてい見分けがつかなかった。

　――当然のことながら、前回遼りよう太た郎ろうといっしょに行ったときは、シシィは表のドアから出たのである。

　今回、裏庭のドアからこっそり出たということは、そもそも出発点からしてまちがっているのだ。まちがった出発点から歩き出して、正しい曲がり順をもし守ったとしても、それだけで正しい目的地になど行きつけるはずがない。

　シシィはうろたえてリトルを見あげた。

「リ、リトル!?」

　リトルもすっかり動揺していた。小さなお友だちといっしょに、楽しそうにピチュピチュ歌っているあいだに、すっかり道を見失ったのはリトルも同じだったのだ。興奮したようにキイキイ声をあげながらなすすべもなく周囲を飛びまわるばかりで、こちらもとほうに暮れている。

　もともとリトルは、超自然的存在ではあっても、大もとをただせばシシィと変わらない幼い子供たちの霊の集合体であって、さほど知恵があるわけではない。ありていに言って、小さい子供二人が、いっしょになって道に迷った、ということだ。

　道に迷った。

　急に、その大きな事実が、ずっしりと頭の上にのしかかってきた。

「ど、どうしよう。どうしよう、リトル!?」

　リトルはシシィの手の上にとまり、困ったように小首をかしげた。ピイと鳴いた。

「……うん。そうだね。そうだよね」

　翼のある友だちに慰められているあいだに、少しずつ不安もしずまってきた。

「シシィ、おかいものするんだもんね。みち、まちがってないよね。ドアをでて、ひだりにまっすぐいって、おおきなひろばをとおって、それからみぎにまがるんだもんね。シシィ、おぼえてるもん。ずうっといったら、きっと、しってるばしょにでるよね！」

　よし！　と気合いを入れなおして、決然とシシィはまた一歩足を踏み出した。



　♪このこぶたさん　かいものに

　♪このこぶたくん　おるすばん……



　歌いながら、シシィはまちがった道を、自信を持ってどんどん進んでいった。





「そうですか……おいでになっていませんか」

「はあ。えれえ申しわけねえこって」

　自分が悪いわけでもなかろうに、食料品店の店主のレニー氏は、レギーネの話を聞いて実に気の毒そうな顔をした。

「ああ、でも、もしかしたらあとからいらっしゃるかもしれませんから、もしおいでになったら、うちの小僧にお知らせに行かせて、お家うちからお迎えが来なさるまで待っといていただきますんで、ご心配なさらねえでくだせえよ。なんでしたら、お荷物もジョニーに届けさせますぜ。お嬢さんのお手じゃ、そのお荷物は重うがしょう」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございます、レニーさん」

　じゃがいもにタマネギ、ナツメグ、その他の買い物を入れた袋をかかえて、レギーネは礼を言った。

「わたしも、帰りがけにもう一度注意して捜してみます。家に戻れば、主人がなんとかしてくださるでしょう。ご心配にはおよびません」

「だといいがねえ。けど、最近はぶっそうだから。うちにも一度来たことのある、あの、かわいい黒い髪の女の子でがしょう？」

　遼りよう太た郎ろうといっしょにシシィが来たときのことを、レニー氏も覚えていたらしかった。

「甘かん草ぞうのキャンディと蜜みつリンゴをあげたら、ずいぶん喜んでくれてねえ。そりゃあかわいい子だった。うちにゃ娘がないもんでね、かみさんなんぞ、あんな子がひとりいたらどんなに楽しいだろうねえって、しばらくは言いっぱなしで。あんな子が、馬に踏みつけられたり悪いやつに何かされたりするのを考えただけでも、ぞっとしますよ」

「たぶん、そんなことはないと思いますが」

　とレギーネは言った。事実、もしそのような事態になっても、リトルが黙ってそんな真ま似ねをさせておくはずがないのである。

「それでは、失礼いたします。シシィお嬢さまのこと、よろしくお願いいたします」

「ああ、もちろんですともさ。無事にお帰りになるといいがねえ。いつもありがとうごぜえます、またよろしく」

『レニーの新鮮食料品』と金文字で書かれたドアを開けて、外に出る。ドアにつけられたベルが、間の抜けた音でからんと鳴った。

　レギーネは袋から逃げ出しかけていたタマネギを押しこみ、朱あかい目であたりを見回した。やはり、黒髪の女の子の姿はどこにもない。

　人間ならば「肩をすくめる」と分類されるであろう動作をし、袋を抱えなおして、足早に道を渡ろうとした。

「おい、そこの、銀髪のカワイコちゃんよ」

　口の中でなにか噛かみながらしゃべっているような、にちゃにちゃした声がした。

　レギーネは足を止め、相手を見た。

「わたしのことですか？」

「ああ、そうだ。あんただよ」

　にやにやしながら道路を渡ってくる。

　全部で三人いた。いかにも遊び人らしい風体の、ツイードを着て金髪の巻き毛を額の上にたらした男と、その腰こし巾ぎん着ちやくらしい、肉屋の店先のハムのような顔のでぶ男、それから、まるで剃刀かみそりでそげるだけの肉を全部そぎ落としたとでもいうような、おそろしく縦に細長くて痩やせた男。

「店の中で話してるのを聞いたんだが、人を捜してるらしいな」

　金髪巻き毛が唾つばを道に吐き捨てて尋ねた。噛み煙草たばこを噛んでいるらしい臭においが漂う。

「そうですが」

「黒い髪の女の子だろう？　五つか六つくらいの？　小鳥を連れてる？」

「ええ」

「そいつぁいいや」と金髪は言った。

「俺おれたち、ちょうどその子を見かけたよ。あっちのほうで。レザー・レーンのほうへ曲がっていくところだった。たぶん、曲がるところを間違えたんだな。ロンドンにゃ、なにしろ道が多すぎるから。なんせ地面より、道のほうが多いくらいだ」

　何がおもしろいのか、でぶ男がいななくような声で笑った。痩せ男もにやりと口の端をあげ、細長い指をせわしなげにこすり合わせた。

「そういうわけだから、早いところ探しにいってやったほうがいいと思うぜ？　あんな小せえ子が、事故にあったとなっちゃ俺たちも気分が悪い」

「そうですか。ありがとうございます。捜してみます」

「おっとっと。待ちなよ、お嬢ちゃん」

　袋を持ってすたすた行こうとしたレギーネの目の前を、どんと長い腕が通せんぼした。

「そんなに急ぐこたあねえじゃねえか。あんただって、こんなところを女ひとりで歩いてちゃ危ないぜ。俺たちがいっしょにその子を捜してやるよ、いいだろ？　困ってる女を助けるのは紳士のたしなみってやつだからな、そうだろ、おまえら？」

「そうそう」

「紳士のたしなみ、紳士のたしなみ」

　でぶと痩せ二人が口をそろえて言って、げへげへと笑った。

　レギーネはじっと三人の顔を見つめて、買い物袋に銀髪を寄せかけ、また飛びだしてきたタマネギを、考えながらぐいと中に押しこんだ。
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　シシィはとうとう足を止めた。

　つま先がすり減ったみたいにひりひりしているし、膝ひざはがくがくだし、そのほかにも背中や腰や腿ももや、痛くないところはほとんどないくらい。どこかに見覚えのある建物はないか、知っている顔は見えないかといっしょうけんめい目をこらしていたおかげで、頭までずきずきしてきた。

「リトルぅ……」

　リトルもぱたぱた肩へ舞い降りてきて、とほうにくれた様子でじっと顔を見あげるばかり。

　努力はしたのだ。

　とにかく、歩いて歩いて、進んで進んで、遼りよう太た郎ろうといっしょに行ったときの道筋を何度も頭の中でたどりなおしながら、そのとおりの道を進んだつもりだった。ホルボーン・サーカスだって、ちゃんと通った。それから右にまがって、入ったところから九つ数えた、扉に金色の文字のかいてあるお店。みんな、ちゃんとおぼえているはずだったのに。

　シシィのために言うなら、道順はけっしてまちがっていなかったのだ。当てはめるべき道筋がまちがっていただけで。

　シシィがホルボーン・サーカスだと決めこんだ広場はただのちょっと広めの四つ辻にすぎなかったし、曲がるべき小こう路じも、本来のものからはほど遠い細い路地。そもそも、出発点からしてまちがっていたのだから、わけがわからなくなっても仕方がない。

　どんどん見知らぬものになっていくまわりの街並みに怖くなってきて、めちゃくちゃに道を曲がり始めたのが運のつき。今ではもう、どの角を、どの順番で曲がっていったのかすらおぼえていない。

「リトルぅ、どうしよう……」

　少しずつ、日が傾きはじめていた。

　小さいシシィに大きく伸びた家々の影がおおいかぶさって、まるで建ちならんだ巨人が、小さな女の子をひと呑のみにしようと口を開けているように思える。

　かなり裏通りに入ってきてしまったので、助けを求めようにも、歩いている人自体がほとんどいない。猫が一匹、不審そうな顔をして、縄張りに入りこんだよそものを横目で睨にらんで通りすぎていったばかり。

「……ふぇ……」

　とうとう立っていられなくなって、そばのぼろぼろの倉庫の階段に座りこんだとたん、涙があふれてきた。シシィはべそべそ泣きだした。

「りょーたろー……かずねちゃん……みやこちゃん……レギーネちゃあん……」

　ひっく、ひっくとしゃくりあげる友だちに、リトルは困ったように懸命にさえずりかけるが、だからと言って帰り道が見つかるわけではない。

「おなか、すいたよう……あしいたいよう……おうち、かえりたいよう……」

『……その、嬢ちゃん？』

　ほわん、と妙に耳に響く声がした。

『あんた、道に迷ったのかい？　迷子さんかね？』

　シシィはぴくっと頭をあげた。

　小こう路じのすり減った石畳に、ひょろっとしたみすぼらしい顔の男が、膝ひざをかかえてしゃがみこんでいた。

　もしゃもしゃの赤毛があちこち突っ立っていて、なんとなく、暴れまわったあげくに自分でもびっくりしている山や羊ぎの仔こみたいに見える。哀かなしげにくぼんだ頬ほおに、ぶしょうヒゲがむしゃむしゃ生えていた。涙ぐんでいるみたいな薄い水色の目で、心配そうにシシィを覗のぞきこんでいる。

「お、おじさん、だあれ……？」

　まだひくひく言いながらシシィは答えた。

　とたんに、男の目が大きくなった。

『じょ、嬢ちゃん、おいらのこと見えるのかい？　ほんとに見えるのかい！』

　すん、と鼻をすすり、涙をぬぐってシシィはうなずいた。

「うん、シシィ、みえるよ。おじさん、だあれ？　どうしてゆびがないの？」

　男の顔は半分透きとおって、むこうの石畳が見えていた。

　そして膝をかかえた手からは、十本の指がすっかり根もとから刈り取られて、ソーセージの切り口のような、なまなましい肉の色を見せていた。





　最後のひとりが情けない悲鳴をあげながら道ばたの溝みぞに転げこんだ。

「な、なんだ!?」

　リーダー格の金髪巻き毛が、腰を落としてずりずりと後ずさりしながらわめき立てる。

「な、なんだ!?　なんなんだ!?　なんなんだあんた一体！」

「なんですか、というのは、わたしが言うべきことです」

　あっさり言い捨てて、しゃりん、とレギーネは腕から伸びる蒼あお白じろい刃を回した。半分まくり上げられかけたスカートがするすると落ちて、白いほっそりした足を隠す。

「わたしは、あなたがたがシシィお嬢さまを見た、とおっしゃるので、ここまでおつきあいしたのです。それ以上の意味はありません。わたしの身体からだに触れたり、なおかつ、スカートを脱がせたりしようとすることは、シシィお嬢さまとはまったく無関係です。わたしは、そのようなことにおつきあいしているひまはありません」

「こ、ここここの野郎！」

　風にそよぐ花のように、レギーネは動いた。銀髪をなびかせて身をひねり、背後から襲いかかってきた痩やせ男のナイフを指先でひょいとつまむ。

　ほっそりした指先で、ごついナイフは粘土のようにくにゃりと曲がった。

　げっと呻うめいた痩せ男をもう片方の手でつかみ、放ほうり投げる。子猫を投げ出すようなものだった。痩せ男は曲がったナイフを握ったまま飛んでいき、近くの生ごみが山盛りになったごみ捨て場に頭からつっこむと、それきり動かなくなった。

「ち、ちくしょう、女のくせになめやがって――」

　溝みぞのなかから起き上がってきたでぶが、目を血走らせて何かをつかみだした。レギーネに向けて、狂ったような笑い声をあげる。

「み、見ろ、このくそ女あま、銃だ、拳けん銃じゆうだぞ！　アメリカからの、最新式の連発銃だ！　そのきれいな顔を穴だらけにされたくなかったら、おとなしく……」

　最後まで言い切ることはできなかった。

　二、三度、風を切る音が響いた。

　次の瞬間、あっけにとられた顔のでぶ男の手から、銅貨をまき散らすような音をたてて、バラバラに切り裂かれた拳銃が鉄くずとなって石畳に山を作った。

　あとを追うように、でぶの泥だらけの服が風に吹かれた木の葉のように舞い散った。

　かろうじて下した穿ばき一枚残っただけの裸で、でぶ男はふたたび悲鳴をあげた。

「さて、シシィお嬢さまの件ですが」

　汚れたパンツを手で隠して、情けない悲鳴をあげ続けるでぶ男にはそれ以上関心を払わず、レギーネは金髪男に向きなおった。

「どうやら、あなたがたがシシィお嬢さまを見た、というのは、嘘うそだったと判断するべきのようですね。何か、おっしゃりたいことはおありですか？」

　つとあげた手に、青い炎のような刃がきらりと光る。

「ま、待て！　ままままま、待ってくれ！」

　ずりずりとさらに後ずさりながら、ひきつった顔で金髪男は手をあげた。

「女の子を見たのは本当なんだ！　黒髪の、黄色い鳥を連れた、ちっちゃい子だろう!?　その子なら、中央郵便局の前を通って、チープサイドのほうへとことこ歩いてくのを見たよ！　な、そ、そうだよな、見たよな！」

　必死になってでぶ男に同意を求める。前を押さえたままぺたんと座りこんでしまった男は、がたがた震えながら、ばねじかけのように何度もがくがく頷うなずいた。

「そ、それで俺おれたち、しばらくあとをついてったんだけど、そのうち、あんたがきょろきょろしながら歩いてるのを見かけて、店で話してるの聞いて、それで、子供よりこっちのほうが楽しそうだと思って、それで！」

「それで、わたしのスカートを脱がせる方が楽しそうだと？」

「そ、そうそう……い、いや！　いや、だから！」

　みなまで言わないうちに、白刃が容赦ない勢いで振りおろされた。

　金髪男はきつく目をつぶり、自分は殺されるのだと確信して、伊だ達て男おとこの断末魔のための、とっておきの悲鳴を轟とどろかせた。

　――が、しばらくして、痛みも血もやってこないことに気づいた。

　目を開けた。

　銀髪の、若いメイドの姿は消えていた。わきに置かれていた買い物袋ももろともに。

　残されたタマネギが一個、ころりと足もとに転がってきた。

「な、何……なんなんだ……」

　ふらつきながら、壁をたよりに身体からだを押しあげようとして、異変に気づいた。

　頭からはらはらと、糸くずのようなものが舞い落ちている。

「か、髪の毛！　俺の、俺の髪の毛がああああああああ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　つるつるに剃そり上げられた頭を押さえ、足もとに散らばった自慢の金の巻き毛に、男は、今度こそ恥も外聞もない、本物の悲鳴を響かせた。



「チープサイドとなると……少し、遠いですね」

　じゃがいもとタマネギの袋を抱えて進みながら、レギーネは呟つぶやいた。

　猛烈なスピードで人をすり抜けて歩く彼女に、目をとめるものは少ない。何かを見たと思っても、一瞬、きらっとしたものが視界をよぎったと感じるだけ。それが買い物袋を抱えたメイドとわかったところで、自分の目がおかしくなったのだと思うだけだろう。

「バイロン卿きようがいれば探しに行ってもらうのですけれど、今日は遼りよう太た郎ろうさまについて行ってしまったし。――仕方がありませんね」

　ほっそりした足が一瞬たわみ、地を蹴けった。

　通りすがりの紳士がふと足を止め、ぽかんとした顔であたりを見回した。

　何か、小さなつむじ風のようなものが顔をなでていったらしいのだが、あたりには何もそれらしいものはない。

　肩をすくめ、歩き出す。レギーネはそれを、三階建てのタウンハウスの、スレート葺ぶきの屋根から見ていた。

「さて、急ぎましょう。遅くなると、ラドル夫人にご迷惑をおかけしてしまいます」

　呟いて、跳んだ。長い銀髪をなびかせた愛らしいメイドが、じゃがいもとタマネギを満載した袋をかかえ、次から次へと家々の屋根を、目にも止まらぬ速さで飛び移っていく。

「――あ。タマネギ、一個落としてきてしまいました」

　ラドルさんにがお困りにならなければいいのですが、と呟いて、また転げ出しかけていたタマネギを押しこみ、レギーネは、次の屋根へとジャンプした。
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『そうかあ。嬢ちゃんはお使いに行くところだったのか。えらいなあ』

「そうなの。だけど、みちをまちがえちゃったの。まいごになっちゃったの」

『あ、あああ、泣かないで泣かないで』

　男（たぶん幽霊）は、指のない透けた手のひらをあわてたようにひらひら振った。

　狭い小こう路じを出て、小さな公園のベンチに二人してならんで座っていた。

　もっとも、普通の人間に見えるのはシシィが一人ですわっているところだけだから、はたから見れば一人で空中に話しかけている少女はずいぶん妙に思えただろうが、うまい具合にこの時間、公園に人影はなく、いつも乳う母ば車ぐるまを押したり、子供の手を引いておしゃべりに来ている乳母ナニーたちの姿もなかった。

『迷子になっちまったのはおいらも同じさ。どうやら死んじまってるらしいことはわかるんだが、そっから先がどうも見当がつかねえんだ。天使が羽持ってお迎えに来てくれるわけでなし、悪魔が鉄かな床とこと火ひ箸ばし持ってとっつかまえに来るでもなし。なんだかもう、鉄床と火箸のほうがましな気がしてきたよ』

　すっぱり切り取られた十本の指を情けなさそうに見つめる。

『なんだってまた死んで、こんなことになってるのかってちっとも思い出せねえし。いったいおいらは何だってこんなところで、こんなことになってんだってねえ』

「じゃあおじさんも、まいごなの？」

『まあ、そういうことになるかもなあ』

　幽霊男は天をあおいだ。少しずつ橙だいだい色いろに染まりはじめている空が、透けた顔の色の代わりになった。

『なんせ、名前もほとんど思い出せねえんだ。スズメSparrowだかコマドリRobinだか、そんな感じで呼ばれてたような気はなんとなくするんだが』

「じゃあ、リトルとおともだちだね」

　道連れができて少し心強くなっていたシシィは、肩にとまっていたリトルに笑いかけた。リトルの方は、こんなみすぼらしい上に羽もないお仲間はこちらからごめんだ、と言いたげに、つんと横を向いてしまった。幽霊男は笑った。

『おいおい、おいらみたいな小汚いのと、嬢ちゃんのお友だちをいっしょにしちゃいけねえよ。……ああ、そうだ。おいらの名前はロビンだ、ロビンだよ。ほんとにそんな名前だったかどうかは忘れちまったけど、少なくとも、死ぬ前にはそんな風に呼ばれてた』

「じゃあ、コマドリロビンのおじさん」

　とシシィはくり返した。

「ほんとに、おうちをわすれちゃったの？」

『そうなんだよなあ』

　幽霊男は首をひねった。

『なんとなく、こう、覚えてるような気がするのは……なんだか、暗いところに入ってったら、中で誰だれかが待ってて、そいつとしゃべってたら、いきなり頭を殴られて、血が出て、急に首が絞まって、苦しくってたまらねえで――無我夢中で、目の前にあったもんつかんで逃げ出そうとしたんだけど、そっから先は何もわからねえんだ』

　さびしそうに目をしょぼつかせる。

『で、気がついたらこうなってて、誰もおいらのこと見えてねえみたいで。誰に話しかけても知らん顔だし、つかんでみても、ぶつかってみても、雲をつかむようなもんで、ちっとも触れもしねえ。おいらを見つけて、返事してくれたのは、嬢ちゃんがはじめてさ。いったいなんで、嬢ちゃんはおいらのことが見えるんだね？』

「だって、シシィ、みえるもん」

　不思議そうな顔でシシィはそう言っただけだった。

　いまは彼女自身忘れているが、シシィはかつて、強力な霊れい媒ばい体質と霊能力を持ち、ロンドン最高の交霊術師としてとある詐さ欺ぎ師し夫婦に利用されていたことのある身なのである。

　記憶をなくしていても、能力まで完全になくなったわけではない。時にはこうして、波長が合ったりすると、幽霊やその他のものを見たり感じたりすることができる。

　友だちの小鳥リトルにしたところで、実際のところは殺された子供たちの霊が集まって形をとっているのだから、ある意味、見えない方がおかしい道理である。

「おとうさんやおかあさんは？　おうちのひとは？　みんな、しんぱいしてないの？」

『どうだろうなあ。どうも心配されてないような気がするなあ』

　幽霊ロビンはさびしそうに笑った。

『どうもなあ、いい生き方はしてなかったみたいな気がするんだよ。覚えてねえけどな。

　だいたいまっとうな生き方してたら、そもそもこんなことにはなってねえって気がしないかい？　そら、この指とかさ。あ、ごめんよ』

　十の指の切り口をシシィに見せかけて、あわててひっこめる。

『ごめんよ、ちっちゃい嬢ちゃんに見せるようなもんじゃないよな。どうも、この指がなくなってるのが問題のような気がするんだ。どうせ、おいらなんざ死んだって屁へみたいな人生だったに違いねえし、今さら文句言う気なんてさらさらねえけど、なんだか、やっぱり指がないってえのは寂しいもんでねえ。別に使う用事がこれからあるってわけもねえだろうけど、なんだか、気になってしかたねえのさ』

「シシィ、こわくなんてないよ。いたくない？」

　シシィはそっと手をのばして、幽霊の透けた手をとった。実際は触れることはできないので、だいたいそのあたりの空間に軽く指を差し出す形になるのだが。

「こんなことされて、かわいそう。シシィ、こないだおにわでころんで、おひざすりむいたけど、とってもとってもいたかったよ。でもね、かずねちゃんがきてくれて、いたいのいたいの、とんでいけーってしてくれたら、なおったの。おじさんも、いたいのいたいの、とんでいけーって、してほしい？」

『えっ……そりゃ……まあ』

　少女の黒い瞳ひとみにまっすぐ見つめられて、幽霊はとまどったようにゆらゆら揺れた。

『そりゃあまあ、して悪いってことはねえだろうけど。でも、いいのかい？　おいら幽霊だぜ？　それも、どこの誰だれとも、自分でもわかんねえような、間の抜けた奴やつだぜ？　嬢ちゃんみたいないいとこの子が、そんなことしてくれるような上等な奴じゃねえよ』

「いいの。だって、シシィのときは、それでなおったもん。おじさん、シシィのこと、こえかけてくれて、シシィ、うれしかったんだもん。だから、これ、おれい」

　シシィは腕を伸ばして、透けた幽霊の手に両手を重ねると、歌うように、

「ロビンのおじさんのゆびじゅっぽん、……いたいのいたいの、とんでいけー。とんでいけー。とんでいけー」

『お……』

　とんでいけー、とシシィがとなえるごとに、幽霊男の目がしだいに大きく見開かれていった。

　一言ごとに、切り取られた指のあった場所に、うっすらと、何かの輪郭が浮かび上がってくる。明るい声でシシィは続けて、

「いたいのいたいの、とんでいけー。とんでいけー。とんでいけー」

　最初はただののっぺりしたソーセージのようだったそれは、しだいに爪つめと、関節、皮膚、色、質感、を備えていき――

　――やがて、そこにはきちんとした十本の指が、手のひらときっちりつながった形で、出現していた。

『お、おいらの指……おいらの指だ！』

　幽霊男の声は今にも泣き出しそうに震えていた。形を取りもどした両手を顔の前にかかげて、何度も何度も、裏返してはまた表に返してみている。

『信じられねえ……嬢ちゃん、あんた天使かい？　それとも、妖よう精せいかい？　おいらの指を、ぜんぶきっちり戻してくれるなんて……』

「シシィは、シシィだよ。それからこれは、リトル」

　ピイ、とリトルは返事をした。

「おじさんがまいごなら、シシィといっしょだもん。シシィはやすんだからもういたくないけど、おじさんのゆび、いたいでしょ？　だから、なおるといいなっておもったんだもん。いたいのいたいの、とんでいけー、だもん」

　とんでいけー、と両手をあげて、無邪気ににこにこ笑っているシシィを、幽霊ロビンはじっと見つめた。

　涙っぽい水色の目に、今度こそ、本物の涙があふれはじめているのを見て、シシィはあわてて身を乗り出した。

「ロビンのおじさん、どうしたの？　まだゆび、いたいの？　いたいのいたいの、とんでかなかったの？　もっと、やってあげたほうがいい？」

『違うよ。違うよ』

　やっと十本指がそろった手を顔に当てて、ロビンはぼろぼろ泣いていた。

『なんて……なんてえかな、こういうこたあ、ガキのころから、いっぺんもやってもらったことなかったなあ、って、急に思い出してよう……そうだ、おいらあほんと、ろくでもねえ人間だったよ……ガキのころからスリやって、こそ泥働いて、詐さ欺ぎだの強盗だの、悪いことばっかして、酒飲んだくれちゃ賭け事して、あげくの果てに――』

　そのままロビンはしくしく泣きつづけ、シシィは、途方に暮れてそばに座り、指が戻ったばかりの幽霊の手に手を重ねているしかなかった。十本の幽霊の指は小さなシシィの手にきちんと置かれ、半分透きとおったまましっかりと少女の手を握りしめていた。

『ありがとうよ、嬢ちゃん』

　しばらくして、やっと泣きやんだロビンの顔は、別人のように晴れやかだった。まるで、どこか別の世界からさしてくる光が、彼の顔を照らしてでもいるように。

『なんだか、やっと帰り道がわかったような気がするよ。行くべき道、ってやつかね。

　この先、どうなるかわかんねえけど、嬢ちゃんに会えたことは、神様に会ったら――会えたらだけど――まず最初に感謝することにするよ。ありがとうよ、嬢ちゃん』

「シシィ、よくわかんないけど」

　シシィはただ、きょとんとしていた。

「でも、おじさん、もういたくない？　それならシシィ、いいんだけどな」

『ああ、痛くない、もう痛かねえよ。ちっとも痛くねえ』

　十本指のそろった両手を回して、幽霊はぎゅっと実体のない抱ほう擁ようを少女に与えた。

『そうだ、こいつ、礼ってんじゃねえけど、嬢ちゃんにやるよ。おいらが生きてるとき、たぶん、最後にさわったもんだと思うんだ。そのあとはなんにもわからなくなっちまったけど、嬢ちゃんはおいらに指をとりかえしてくれたからな』

　急にスカートのポケットがずっしり重くなって、シシィは思わずよろめいた。

『それじゃあな、嬢ちゃん』

　ふわっと気配が薄くなり、なかば透き通った顔が、笑顔になって遠ざかった。

『――ありがとな。あんたに幸せがあるように、おいら、祈ってるよ』





「……おじさん？」

　急にしんとした周囲に、シシィはびっくりして声をあげた。ベンチから立ち上がってきょろきょろしながら、

「おじさん、どこいったの？　ロビンのおじさん？　まいごの、ロビンおじさん？」

「シシィお嬢さま？」

　返事のかわりに、したのは澄んだガラスの鐘のような声だった。

「あ」とシシィは立ち止まった。

　だんだんあかね色を増してくる光の中、銀色の髪の若いメイドが、買い物袋を抱えて急ぎ足に公園に入ってくる。

「ああ、こちらにいらっしゃいましたね。いったい、どこを歩いておられたんですか？」

「レ……レ……レギーネちゃあん！」

　いっぺんに、ひっこんでいた涙が戻ってきた。

　いったん目を見開いた顔がくしゃくしゃとちぢみ、シシィはわっと泣き声をあげてレギーネの白いエプロンめがけて走り出していた。ぽすん、とレギーネのお腹なかに顔を埋めて、わあわあ泣きじゃくる。

「レギーネちゃん、レギーネちゃん。レギーネちゃあああん」

「さあさあ、もうお泣きにならなくていいですから」

　レギーネは買い物袋を横におろすと、エプロンからきれいなハンカチを取り出し、涙をふいて、鼻をかんでやった。

「ほんとうにいけない子ですよ、シシィお嬢さま。わたしやラドルさんをごまかしてひとりでお出かけになるなんて。これで、ひとりで出歩くのがどんなに危ないことか、少しはおわかりになりましたか？」

「ご……ご……ごめんな、さい」

　ぐすぐす言いながらシシィはいって、またちんと鼻をかんでもらった。

「で、で、でもね、ロビンのおじさんがいたから、こわくなかったよ。いたいのいたいの、とんでいけー、したの。そしたら、おじさんわらって、それからどこかにきえちゃったの。ついいままで、すぐそこにいたんだけど。おじさん、ゆびがなかったの、それで、いたいのいたいのとんでいけーしたら、ゆびがもどったって、これくれたの」

「……これ？」

「これ」

　今ひとつふたつ要領を得ないシシィの説明に、レギーネは首をかしげる。

　シシィはスカートのポケットをさぐって、ずっしり重い布包みを取り出した。

「おじさんが、さいごにさわったものだって。……いきてたあいだに」

　手にのせて、レギーネに差し出す。

　手のひらの上で布はするりとすべって、ひとりでに中身を夕暮れの光にさらした。

　――沈む夕日よりなおまばゆい、黄金の光が二人の顔をあかあかと照らし出した。



    

  
    
      


【断片Pieces】Ⅲ　があがあがちょうのおでましだ



　　があがあがちょうのおでましだ

　　ぶらりとどこへでかけよう？

　　かいだんあがってかいだんおりて

　　おんなしゅじんのへやのなか

　　そこでひとりのじいさんみつけた

　　おいのりしようとしないので

　　ひだりのあしをひっくわえ

　　かいだんのしたへほうりなげた





　大魔術師バシレウス・サロモンは、ほくそえんでいた。



　昼下がりのホルボーンの通りはそれなりに人通りも多く、近くには聖ポールの大聖堂もあるとあって、聖職者や礼拝に通う敬けい虔けんな男女の姿も少なくはない。

　――が、そこで、一軒の家の角に隠れてなにやらにたにたしている、妙な物体が一個。

　通りすぎる人は一瞬ぎょっとしたようにそちらを見るが、すぐあらぬ方向に目をそらし、それぞれの立場に応じた形で今夜の夕食がどうだとか、次の契約の打ち合わせがどうだとか、誰だれにともなくいいわけを呟つぶやいてそそくさと去っていく。

　無理もない。

　見たところは育ちのよさそうな金髪のお坊ちゃんなのだが、それが、手やら足やら首やらからじゃらじゃらと丸いメダルや小さい護符をぶら下げ、きんきらきんの星だの月だの、その他意味のわからぬ文様を縫い取った黒いカーテンみたいなものを身体からだに巻きつけ、ながながと引きずっているとなっては、清せい廉れんと廉れん潔けつ、および穏当を旨むねとするロンドン市民が、できるだけかかわりを持たないことを選択するのもあたりまえである。

　――さて、いましも、残った使い魔の最後の一人である銀髪のメイド姿の少女が、急ぎ足に玄関を出てきて、小走りに通りを駆け下りていったところだ。

　その姿がすっかり見えなくなってしまうと、黒いずるずるはずりずりずるずるきらきらちかちかとローブの尻尾しつぽをひきひき、モンフォーコン邸の表階段を上がった。

「……ふ」

　ローブの袖そでの中から低い含み笑いがもれる。

「ふ。ふふふふふふふ。うふふふふふふふふふふのふ。……ふはははははははははは！」

　ばっ！　とローブをまくり上げ、正体を現したのは、まさにこれこそ、史上最強の大魔術師バシレウス・サロモン（自称）にして、本名アレグザンダー・トーマス・コンドリック子爵（一応）、グリムズビー伯爵家の末子である彼だった。

「くくくくくくくく！　自ら使い魔を身近から離すとは、油断したな、クリスティーナ・モンフォーコン！　今ぞ対決の時はきたれり！　今日こそは我ら余人の入る間なく、我ら、長年の雌し雄ゆうを決さん哉かな！」

　ばさっとローブをかっこよく翻ひるがえしたところへ、

「おかーさーん、あのひと、なにやってるの？」

「しっ、見ちゃいけません。そっとしといておやり」

　……そんな会話を交わしながら、若い母子が後ろをそそくさと通り過ぎていった。

　大魔術師バ（略）はしばらく片手をあげたポーズのまま固まっていたが、しばらくして

「……ふふ。ふ。ふふふふふふふははははははははははははははははは！」

　不気味な笑い声とともに復活した。

　復活しない方がいろいろとためになる気もするが。

　本人も含めて。

「笑止！　やんぬる哉！　やはり愚かなる一般大衆には、偉大なる叡えい智ちの持ち主の言動などかけらも理解できぬのだ！　やはりわが好敵手は、この扉のうちに在ある、愚かにして高慢なるかの女魔術師のみ！」

　びし！　と指をつきつけ、ふたたびカッコよくポーズを決める。

　ちょっと目が血走っていた。

「ゆくぞクリスティーナ・モンフォーコン！　まずは貴様の魔術的城じよう塞さいの粉砕だ！　おのが防御魔法が崩されてゆくさまに震えるがよい！　見よ！　わが解錠の秘宝を！」

　ばっ！　と取り出したのは、――真新しい、きらきら光る合い鍵かぎだった。

「これを手に入れるに僕が弄ろうした策略と知略、そして強大なる力との戦いを耳にするならば、おそらく世界の詩人は、こぞって新たなる闇あん黒こくの魔王についてのバラッドを書き記すことだろう！　だが今は貴様との対決が先だ！　待っているがいい、クリスティーナ・モンフォーコン！」

　……ちなみに策略というのは、主に、



　一．遼りよう太た郎ろうをおどしつけて鍵を巻き上げること（使い魔と見なしている遼太郎たちが今日は留守にする、という情報もこのとき手に入れた）

　二．小遣い無期限停止中の身で、どうやって、あなどりがたい母であるグリムズビー伯爵夫人ヘレンから、合い鍵を作る費用を引き出すかということ（ちなみにこれには見事にというべきか、当然のごとく失敗し、結局手もとにあった真しん鍮ちゆうの護符やらあやしげな像などをいくつかくず鉄屋に売り払う羽目になった――「こちらが金をもれえてえくらいのもんですよ」とぶつぶつ言われながら）

　三．ただいま現在休暇を取っている家庭教師兼お目付役のシヴィル・セント・クレア青年が、休み中の宿題として残していった問題集を片づけること（シヴィルは本来の仕事である某機関の国家公務員として、先日のシオン騎士団事件のあとしまつにおおわらわなのであるが、むろん大魔術師はそんなことは知らない）



　――の三つである。

　まあそんなささいな問題はどうでもよろしい。

　ともあれすべての宿題は（一応）ちゃんとクリアしてきたあたりが、わりと真ま面じ目めな大魔術師バ（略）であった。

　今はただ、長年の好敵手ライバル――少なくとも、こちらはそのつもりであるから――に、自らの力を示さんものと、ただ気がはやる。何かそれらしい呪じゆ文もんをもぐもぐやりながら、真新しい合い鍵を、そっと玄関の鍵穴に差し込む。

　見事にかちりと音がした。

　よく考えたら、いや考えるまでもなく、これは犯罪行為ではないか。

　しかし、人じん智ちを越える大魔術師バシレウス・サロモンにとっては、人間社会の規範などこれまた実に些さ末まつな問題にすぎない。

　用心の上に用心を重ねて、そうっと邸内に足を踏み入れる。

　いつもはシシィや美み弥や子こたちがいてにぎやかな家の中は、妙にしんとしていた。

　大魔術師バ（略）は、不意の攻撃魔法に身をさらさぬよう、ありったけつけてきた（売れ残りの）護符をちゃらちゃら鳴らしながら、慎重に奥へ進もうとした。

「だれだい、そこにいるのは!?」

　いきなりがらがら声がとどろき、大魔術師は飛び上がる。

　半地下の台所に通じる階段から、ラドル夫人が鉄色の髪にいっぱいピンを突っ立てた頭を突き出していた。不ふ機き嫌げんそうに大魔術師をじろりと見やると、

「なんだい、グリムズビーの奥方様んとこの坊ちゃんかい。入ってもいいけど、そこの泥落としで靴をよく拭ふいて、ホールを汚さないどくれよ。まったく、あのぼんやり小僧が休んでる日にかぎって、なんでこういろいろ面倒が起こるのやら」

「あ、す、すいません」

　あわてて玄関の敷物で靴をごしごししている間に、ラドル夫人はふんと鼻を鳴らして、また自分の領分に引っ込んでしまった。

　いかにラドル夫人でもこれなら文句は出まい、というくらいに靴をぴかぴかにしてから、こわごわと台所のほうを確かめる。

　夫人が作業に戻ったらしいがちゃがちゃいう物音をしっかり確認すると、ふたたび大魔術師の背はぴんと伸びた。

「まったく！　恐ろしい場所だ！」

　思わず深いため息が出る。予期せぬ伏兵だった！　だが、機知と計略でうまく切り抜けたのだ。この、大魔術師であればこそなし得た、黄金の知恵と勇気！

　ラドル夫人はここの家の、地獄の釜かまを担当する、使い魔の中の使い魔なのである。（とりあえずバ（略）にとっては）。

　いかに敵の魔術師の手の者とはいえ、そこそこに強い力を持つものにはきちんとした敬意を払うのが賢明なる魔術師のたしなみだ。ことにこれから敵の首しゆ魁かいとの対決を控える身として、使い魔との戦闘に力を割さくのは得策ではない。

　念のため言っておくが、別にラドル夫人が怖いわけではない。

　本当である。

　疑ってはいけない。

　断じて。

　――本当だってば。





　そんなわけで、地獄の門番が待ち受けていた玄関ホールを無事に通過した偉大なる大魔術師バシレウス・サロモンは、二階の、この屋敷の女主人の部屋、すなわち大魔術師バシレウスの好敵手ライバルにして侮あなどりがたき女魔術師クリスティーナ・モンフォーコン、〈パラケルススの娘〉の牙が城じようへと、勇気をふるってそろそろと近づいていくのであった。

　階段に足をかけた。

　ぎしっと板がきしんだ。

　同時にぴょーんと飛び上がり、あわてて後ずさりして周囲をきょろきょろする。

　……何もない。

　半地下の台所からは、がたがた動きまわる音と、パンの焼けるいい匂においが漂ってくる。

　香ばしいパンの香り（しかも、どうやらクルミ入り）が鼻び孔こうを刺激したとたん、大魔術師のお腹なかはぐう、という実に散文的な音をたてた。

　なにしろ、朝からずっとこの屋敷の角に貼はりついていたので、昼食どころか午後のお茶すら口にしていないのである。

　だが、そんな誘惑に乗るような木こっ端ぱ魔術師といっしょにしてもらっては困る。

　あれもまた、地獄の門番にしてこの屋敷の使い魔の筆頭たるラドル夫人の、巧妙なる誘惑の陥かん穽せいかもしれないではないか。

　たとえかりっと焼けたクルミ入りパンに、この大魔術師が目がないにしても。

　いや、そうにきまっている。

　そうだとも。

　……と必死に自分に言い聞かせ、ぐうぐうと抗議を続ける胃袋を叱しつ咤たしつつ、ふたたび、そうっと階段に足を乗せる。

　今度は板はなんの音もたてなかった。

　ほっと息をつき、慎重に、ごく慎重に、一歩一歩、歩を進める。

　ゆっくりゆっくり上がって行くにつれ、ほっとしたことに、パンの香りは少々薄れてきた。かわりに、上のほうから、ほんわかと別のいい匂いが漂ってくる。

（これは……クロリーズ＆サンズの浴用塩！）

　鼻をひくひくさせた大魔術師は、一瞬にしてその正体を喝かつ破ぱした。

　しかも、すみれの香り。

　かの女魔術師の入浴時愛用の品だ。

　というか、その匂いが今しているということは、つまり。

　――ぱしゃん、という小さな水音が耳を打ったのはその時だった。

　偉大なる大魔術師は階段を踏みはずしかけた。

　なんとか踏みとどまり、手すりにつかまって必死になって身体からだを支える。

　二階の踊り場はすぐそこだった。

　かすかな湯気がここまで漏れてきている。甘いすみれの香りはふんわりと漂ってきてびろうどの指先でバ（略）の鼻先をくすぐり、誘惑し、おまけに、ドアが開いてでもいるのか、気持ちよさそうな鼻歌まで聞こえてくる。

「……くっ！　なんと姑こ息そくな！　使い魔の包囲をしりぞけたこの僕に対して、今度はい、い、色仕掛けで攻撃を加える気だな！

　だがそうはいかんぞ、クリスティーナ・モンフォーコン！　この大魔術師バシレウス・サロモン、そのような計略に引っかかるには、十年早いわ！」

　しかし、どうやら別に早過ぎはしなかったようで、偉大なる大魔術師は、十代の少年として実に正しくもまっとうに、甘い香りが頬ほおをなでて、こっちよ、と呼びかける方角へふらふらと進んでいったのであった。

　やがて、ついに問題のドアの前にたどりついた。

　ドアは薄く開いたままになっていて、中からは、ふくふくの湯気と水音に、すみれの香り、実に気持ちのよさそうな鼻歌がそのまま続いている。

　ドアのすきまから見える布張りの中国衝つい立たてのむこうで、浴よく槽そうから突き出た形のいい長い足がひょいと上がった。

　一目見て、大魔術師はびたりとドアの横の壁に貼はりついた。

「お、落ちつけ。おおおおおおおお落ちつけ」

　その前に脳天から血を噴きそうになっている顔色をどうにかしたほうがよさそうに思われるのだが、偉大なる大魔術師としては、そんなことより敵との直接対決に備えて、神経を集中することの方がはるかに大切なのである。

「こここここここここれは敵の策略だ。ぼぼぼぼぼぼぼぼ僕の高潔なる精神を乱そうとする、魔女めの作戦なのだ。こここここここここんな謀略に乗ってたまるか。ぼぼぼぼぼぼ僕は、だだだだだだだ断固として、たたたたたたたたた戦うぞ」

　ああはいはい。

　とにかく、戦うには敵のようすを知る必要があるのであった。

　いわゆる偵察というやつである。

　偵察――あくまでも偵察である。つまりは敵の観察である。視察である。単なるのぞきなどという低劣な行為とはわけが違う。そこんとこ勘違いされてはならない――のために、ずりずりと壁に背中をすりつつ、問題のドアにふたたび近づく。

　鼻歌はまだ気持ちよさそうに続いていた。

　うん、と思い切りよく伸びをする声が聞こえたと同時に、ざばっと音をたてて浴槽から上がる音がした。

「！！！！」

　思わず、何もかも忘れて大魔術師バ（略）がドアのすきまに貼はりついたとたん――

　背後から、恐ろしい力でぐい、と襟首をつかまれた。

「な、何をする、貴様!?」

　何をするも何も、ここであからさまに怪しいことをしていたのはつかまれた本人だったような気がするのだが、そんなことを斟しん酌しやくする大魔術師ではない。

「何者だ、きさま、名を名乗れ！　あの魔女めの新たな使い魔か？　おのれ、またしても、このようなところに伏兵を配していたとは！　卑ひ怯きようだぞ、クリスティーナ・モンフォーコン！」

　見たところ、その人物にさほど人間と変わったようすは見受けられなかった。

　片手で大魔術師の襟首をつかんで猫のように吊つり下げている以外は。

　全身に白い布のような衣服を巻きつけ、頭まで覆っている。

　見えているのはほぼ顔と手足の先だけで、雪花石膏アラバスターに刻まれた神像を思わせる異国風の顔は、きびしくも美しかった。

　切れの長い目の眦まなじりを、濃い黛墨コフルがより鋭く彩いろどっている。衣服の胸をゆるやかに盛り上げる曲線から女性と知れたが、たとえ男性であっても、いま彼女が浮かべているほどの、威厳と誇りの高さを身につけているものはなかなか居なかろうと思われた。



    

  
    
      



    

  
    
      　手首と手足にはそろいの黄金の腕輪と足輪がはまり、白い長衣の首には、紅こう玉ぎよく随ずいでできた太陽を頭上にかかげるスカラベの紋章が、黄金の鎖でかけられていた。

　白衣の女はしばし暴れる大魔術師をじっと見つめると、いきなり、石でも放ほうり投げるように無造作に、踊り場から彼を放りだした。

「な、何をするきさまこの大魔術師バシレウス・サロモンにむかっておのれ来いわが召喚獣サラマンデルよジルフェよコボルドよ大気中のすべての精れ」

　落下中にこれだけのことが言えたのは見事と言うしかない。

　とりあえず、召喚の呪じゆ文もんを唱えきるには、あまりにも滞空時間が足りなさすぎた。





　台所でせっせと焼けたパンを取りだしていたラドル夫人は、ずどーん……と響いた振動に、眉まゆをしかめて上を仰ぎ見た。

「ああもう、またあのお坊ちゃんときたら。なんの騒ぎをやらかしてるのやら」

　まったくもう。ぶつぶつ言いながら焼きたてのパンを切り、甘酸っぱいクランベリーのジャムと、やわらかいカテージ・チーズをたっぷり塗りつける。

　そろそろお腹なかを空すかせて帰ってくるはずの子供たちが、みんな大好きなおやつのサンドイッチのできあがりである。





「ただいま帰りましたわ！」

　玄関ドアを開けて、元気に帰ってきたのは美み弥や子こがいちばんだった。

「ああ、楽しかったこと！　ジンジャーさん、ショール、そちらにおかけになってね。ねえ、せっかくですからジンジャーさん、お迎えが来るまで、ここでわたくしたちとお茶でも飲んでいかれませんこと？　汽車でお疲れになったでしょうし」

「そうだなあ、ちょっとお願いしようかな。喉のどもかわいたし」

　と入ってきたジンジャーも、楽しい一日をすっかり満喫して笑顔いっぱいだった。あとから来た和かず音ねもにこにこと、

「ぜひ、そうしてくださいな。ラドルさんも、美お味いしいお茶を用意して待っていてくださいますから。わたし、ちょっと行って、帰ってきたことお伝えしてきます……あら？」

「……あ？」

　しゃべりながらどやどやと入ってきた三人は、そこではじめて、玄関ホールの床の上に、いつもの敷物以外の何かが伸びているのを発見した。

　――ちょうど、ジンジャーのスカートの真下に。

「………………っ！！！」

「ああ、疲れた。みんなもう待ってよ、ひどいよ、僕ひとりに全部荷物持たせてさ……って、何やってるの、ジンジャー？」

　女性陣の荷物を全部馬車から降ろして、ひいこら言いながら担いできた遼りよう太た郎ろうがやっと階段をあがってきた。

　固まったまま、わなわな震えているジンジャーの肩越しに、ひょいと覗のぞく。

「うっ、うわっ、アレックス!?　き、君なんでこんなところにいるのさ！」

「う、う――ん……」

　大魔術師バシレウス・サロモン、というか、アレックスは唸うなり、目をぱちぱちし、そして、はっと瞼まぶたをあげた。

「うっ、うわわっ!?　なんだこれはあッ！」

「キャ――――――――ッ！！！」

　アレックスの仰ぎよう天てん声と、ジンジャーの（今度は本物の）悲鳴が響きわたったのは、ほぼ同時だった。

「キャ――――！　きゃ―――――！！！　キャ――――――あああああああああ！！！」

「ま、待てっ！　僕は見てない、見てないぞ！　不可抗力だ！」

「なんということですの、アレックス様」

　ずりずりと後ろに下がりながら必死で弁解を試みる大魔術師だったが、残念ながら、涙目でスカートを押さえるジンジャーと、二人して眉まゆを逆立てた美み弥や子こと和かず音ねに向かっては、その効果もないようだった。

「他人のおうちに入りこむだけならまだしも、玄関に寝そべって、レディのスカートの中をのぞき見しようなんて、それが立派な男のかたのやることですの？」

「わたし、がっかりしました」

　和音も眉をひそめてアレックスを睨にらむ。

「それは多少、変わった方だとは思ってましたけど、こんな……あの、破は廉れん恥ちなことをなさるなんて、考えてもみませんでした」

「僕も見そこなったよ、アレックス」

　遼太郎もめずらしくきつい口く調ちようで言った。

「君はそりゃあ、とんでもなく変で妙なことをしょっちゅう考えついて、他人の迷惑なんか考えたこともないみたいなやつだけど、こういう卑ひ劣れつなことはしないと思ってたよ。なのに、なんだいこれは？　女の子のスカートをのぞいて泣かすなんて、ちゃんとした男のすることだとは思えないね」

「だから違うと言っとるだろうが、ばかもん！」

　青筋をたててアレックスはわめいた。

「二階のあの魔女のところへ行こうとしたら、途中で妙な白い衣を着た女につかまって、下へ投げ落とされただけだ！　誰だれが好きでこんなところに寝るか馬ば鹿か者！　と、とにかく、見てないと言ったら僕は見てないのだ！　そんな、そんなふわふわした白とピンクのレースの下履きドロワーズなんぞに――」

「いや――――――――――――――――！！！」

「ちょ、ちょっと、ジンジャー落ちついて!?　落ちついて！」

　叫びながら両手を振りあげたジンジャーに、あわてて遼りよう太た郎ろうは後ろから跳びついた。

「はなせバカアスパラガス！　こいつ殺す！　ぜったい殺す！　百万回殺すうううう！」

「ま、待ってジンジャーそれはダメ！　殺しちゃダメ！　ダメだったら！　ちょっと、二人ともいっしょに止めてよ！」

「乙女の下着をのぞき見なんてする人にはふさわしい処置ですわ。ねえ和かず音ねさん」

「はい、美み弥や子こさん」

「ただいまー。わーい、ジンジャーちゃんこんにちはー。あれ、バのおにいちゃん、どうしたの？　りょーたろーなにやってるの？」

　レギーネと手をつないで入ってきたシシィが、きょとんとした顔をした。

「あんたたち、なにいつまでも騒いでんだい！　お茶が入ったから取りにおいでよ！」

　半地下から顔を出したラドル夫人がいらついた声で怒鳴った。



    

  
    
      



    

  
    
      「やれやれ。にぎやかなこったね」

　風ふ呂ろ上がりの素肌にガウンを羽は織おり、二階の踊り場から騒動を見おろしていたクリスティーナは苦笑した。

「ま、私としては別にあの坊やに見られても差しつかえはなかったんだが。手をかけたね、ネフェルタリ。ご依頼の件だが、今日一日でどうやらいろいろとあったようだよ」

「そのようですね」

　ネフェルタリと呼ばれた女は、低く答えた。深い洞窟の奥で猫が喉のどを鳴らすような、遠い、かすれた声だった。

　どこからかぱたぱたと飛んできたバイロン卿きようが、持ってきた小さな紙片をクリスティーナの手に落とす。広げて眺め、ちょっと匂においを嗅かいでみてから、

「しかし、品物を取り返すだけでは君の目的は完かん遂すいされない。王の栄光を穢けがし、その眠りを妨さまたげた当の中心人物を捕まえる、そうだね？」

「そして、わたし自身の手で罰する」

　囁ささやくように女は言った。

　胸の前に添えた細い手の甲に、奇妙な紋章が入いれ墨ずみされていた。切れの長い目の図案で、あたかもこの女性に与えられた、神秘的な第三の目のように見える。ふっくらとした唇から、一瞬白い歯がのぞいた。

　牙きばのように。

「まあ、せいぜいお手伝いはさせてもらうよ……おっと、レギーネが帰ってきた。なんだい？　……へえ。なるほどね。こいつは、おもしろくなってきたな」



    

  
    
      


【枠Frame】３　だれがこまどり　ころしたの？



　　だれがこまどり　ころしたの？

　　それはわたし、と――





「ソーセージとビールの分析結果が出ました」

　差し出された報告書を、リース警部は疲れたように受け取った。

　実際疲れていたのである。〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉の謎なぞめいた頓とん死しから、すでに二日が経たっている。この、わけのわからない連続殺人と盗難事件の乱れ打ちで、さすがの正義の男、鉄の精神を持つ不屈のスコットランド・ヤードの闘士も、いささか意い気き阻そ喪そうの感はいなめない。いかにも急いで書いたらしい、官製の用よう箋せんに走り書きで記された報告を、警部は不ふ機き嫌げんに見やった。

「何も出なかったってのか？　ソーセージからも？　ビールからも？」

「はい。奴やつが食い散らかした残りからは、少なくとも何も毒物になるようなものは発見できませんでした。単なる肉とタマネギ、コショウ、パン粉にパイ皮、そんなものです。ビールも同様で、普通のビールに入ってる以上のものは何も出てきませんでした。

　外でそいつを売ってた屋台の店主を引っぱってきてみましたが、ただもう震え上がって何も知らねえ、あっしはごくごくまっとうな、正直な商人で、いったいなんだってこんな扱いを受けなきゃならねえのかわからねえと言うばっかりで。

　店に残ってた売り物のソーセージとビールを押収して、今調べてる最中ですが、たぶん何も出てこないだろうと係の奴やつらは言ってます。買ってくる途中で毒が混入されたなんてことはまず考えられませんし」

「買ってきたのはウォーターズだな。道で怪しい奴にぶつかられたとかいうことはなかったのか？　あるいは、食い物を渡すときに、店主が何か怪しい仕草をしたとか？」

「いえ、何も。奴は普通に食い物を注文して、店主はいちばん手近にあった奴を適当につかんで、ビールといっしょに渡しただけだそうです。

　ビールを入れるのにはこの警察ヤードの中で、相棒のブーンが持ってた古い陶器のマグを持ってって入れさせたそうですから、そっちに毒が塗ってあったとかいう可能性もないでしょう。ウォーターズは食い物とビールをかかえて、こぼさないよう、絶対に誰だれにもぶつからないで、近づきすぎないようにまっすぐ道を横切って戻ってきましたから、途中で毒を投げ込むのも無理です。それは俺おれも見てますから、保証します」

　リース警部はうなり声を上げた。

　ウォーターズとブーンというのは二人ともヤードの若手の刑事で、それぞれ犯罪捜査に関してはなかなかの腕前を持ち、生活態度もきまじめで、リース警部の高い基準に照らしても、将来はあっぱれヤードの誉ほまれとなるべき有能な若者たちだった。

　そんな二人が、いきなり犯人、あるいは犯人の可能性のある人間を毒殺するなどとは、考えるだにばかばかしい。やはり、〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉ことベンジャミン・ホドロックは、何者かの手によってうまうまと毒殺されたのだ。

　それも、この神聖なる正義の砦とりでである、警察ヤードの中で。

　すでに机に置かれた検死書類にちらりと目を落とす。

　死因は毒物による中毒死、と書いてあるのは今さら何を、とも言うべき笑止きわまる指摘だったが、それがどんな毒物だったかについては、いまだに判明していなかった。『おそらくは』と報告書は所見として書いていた。

『いまだに英国では記録されていない珍しい種類の毒であると推測される。きわめて強力なアルカロイド系の植物毒であり、いったん経口投与されるか、あるいは注射、単に粘膜から吸収されるなどして体内に取り込まれると、被投与対象は、投与量にもよるが、ほぼ十秒から二十秒以内に、即死することは疑いないと考えられる』

　この点についてリース警部は、いざという時なんの役にも立たない化学的分析というものに、こっそり悪態をついた。最近、この古き良きヤードにさえ、科学などという無味乾燥なしろものが触手をのばしてきているのは、心ひそかに警部の、たたきあげの刑事としての矜きよう持じを傷つける事実にほかならない。

　事実！　事実！　そして目に見える証拠と、はっきりした自白！

　頼りになるのはそれだけだ。この普ふ遍へんの事実は、ヤードに入って以来、何百足となく履きつぶした靴の裏と、それによってつかまえた犯人の数が証明している。

　毒の種類などがわかって何になるものか。重要なのは〈ボビンのロビンロビン・ザ・ボビン〉と、〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉のろくでなし二人が次々と謎なぞめいた状況で殺されたことであり、同時に、死ぬ前のベンが、なんとも不可解な強盗騒ぎを起こし、しかもその盗まれた宝物が偽にせ物ものであった、という事実だ。

　どこかに、三つをつなぐ糸があるはずだ。それは警部の、猟りよう犬けんとしてのカンが間違いなく告げているところだ。

　だが、その糸を、どうやって見つければいいものか……。

「あの……警部？」

　むっつりと報告書を前に考え込んでいる上司のところへ、おそるおそるまた若い刑事が姿を見せた。

「今度はなんだ。ロビンの下宿のばあさんでも殺されたのか」

「いえ。それが、警部あてに、電報が来てるんですが。これです」

　と、黄色い封筒を差し出す。

　不ふ機き嫌げんな顔のまま警部は封筒を受け取り、宛あて名なを確かめた。『スコットランド・ヤード内　ウィリアム・リース警部殿』と確かに書かれている。

　封を切って、中身を広げた。

　文面に目を走らせるうちに、そのブルドッグめいた顔に、みるみる憤ふん怒ぬとそれに倍する勝利の光がわきあがってきた。

「〈パラケルススの娘〉！」

　いきなり大声でわめいて、どしんと机を叩たたきつける。若い刑事は飛び上がり、引きつった顔で後ろにさがった。

「とうとう馬脚をあらわしおったな！　自分から手錠をかけてもらいたいと申し出るとはいい覚悟だ！　待ってるがいい、今すぐ、お望み通りにしてくれるわい！」

　そして椅い子すを蹴け倒たおさんばかりのいきおいで机を押しのけ、帽子かけからコートと帽子をつかむが早いか、暴風のような勢いで部屋を飛び出していった。

　はね飛ばされないようにするのがやっとのところだった。暴走する雄牛の大群を思わせる地響きが消えるまで、若い刑事は、ぽかんと上司のあとを見送っていた。

　警部殿が飛び出す拍子に舞い散った報告書の山が、ひらひらと舞い落ちてくる。

「……〈パラケルスス〉？」

　ぽつんと呟つぶやいた刑事のとまどい顔の上に、放ほうり出された電報の用よう箋せんがひらりと落ちた。

　彼はぼんやりとそれを取りあげて読んだ。



　オハナシシタキコト　アリ」　シキ　ュウ　オイデヲコウ」

　オノゾミノモノ　オメニ　カケラレ　ルトシンズルモノ　ナリ」

　　　くりすてぃーな・もんふぉーこん



    

  
    
      


【枠Frame】／【断片Pieces】４＋Ⅳ　――それはわたし、とすずめがいった





「はいはい、ちょっと待って、いま開けます……うわっ!?」

　卒中を起こさんばかりに鳴りつづけるベルにあわてて玄関に走った遼りよう太た郎ろうは、ドアを開けるが早いか、ぬうっと押し入ってきたぬりかべみたいな巨体に圧倒された。

「リ、リース警部？　どうしたんですか、いきなり。またクリスティーナを逮捕しに来たんですか？」

「おお、少年」

　こわい顔でのしのしと二階へ上がろうとしていた警部は、ちょっと足を止め、闘犬の顔に浮かべられるかぎりのやさしい表情を浮かべて、遼太郎の肩をばんばん叩たたいた。

「安心するがいい、今度こそ、あのろくでもない女から解放してやるからな。仕事先は心配するな、吾わが輩はいの知っとる錠前屋で住み込みの小僧を捜しておって、正直で元気な若者なら喜んで雇ってくれると言っとる。とにかく、気楽にしているのだぞ。何も心配することはないのだからな、よいかな」

「は、はあ……」

　ぽかんとしている遼りよう太た郎ろうの肩をもう一つばしんと叩たたいて、警部は意気揚よう々ようと二階へ上がっていく。

　裏庭で秋あき薔ば薇らのめんどうを見ていた和かず音ねとシシィが顔を出して、いったい何事かという顔で踊り場を見あげていた。

「いったい何事でしょうか、兄さま？」和音が言った。

「警部さん、なんだかずいぶん張り切っていらっしゃいましたけど」

「さ、さあ、知らないけど……いたたた」

　ずきずきする肩を押さえて、遼太郎は顔をしかめた。

「まったくもう、なんで誰だれからも彼からもそろってこうばしばし叩かれなきゃならないのか、僕はそっちのほうがよっぽど知りたいよ」
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「クリスティーナ・モンフォーコン！　そこにいるか！　……ぐおっ!?」

　さっそうと女主人の居室のドアを叩きつけて飛びこんだ警部殿は、さっそく、敷居の上に固まって棒立ちするはめになった。

「おや、お早う、警部殿」

　そこには日本のキモノをガウンがわりに素肌に羽は織おり、お気に入りの寝ね椅い子すに長くなったクリスティーナの、しどけない姿があったのである。

「またわれらが英国の優秀なる郵便制度は、実に迅速に私の伝言を届けてくれたようだね。おかげで、お迎えする用意もしてないのにお客さまが飛びこんできてしまった」

　伸びをして、あふ、と小さく欠伸あくびをする。

「実を言うといささか困惑ものなんだが、ちょっとだらしない姿は許してくれるかい？　十一時より以前には、この格好を変える気がなくてねえ。健康によくないんだよ、あまりかっちりした服装というものはね。それを言うなら、君のその顔色もだが」

　ものうそうに姿勢を変えると、ゆるく合わせたキモノの裾すそから真っ白な形のいいふくらはぎがちらりと覗のぞく。少しかがめば胸の半分は覗けそうな胸もとから、あわてて警部は目を引き離した。

「氷水の一杯でもレギーネに持ってこさせようか？　それとも、あるいは干し草を。気の遠くなったときには干し草が何よりと、白の王も言っている。とにかく、ぶっ倒れる前にそこに座りたまえよ。君に倒れられると、私のこの家全体が倒壊しかねない。落ちついて、いい子にしていたまえ。見せたいものがあると言ったろう？」

「無駄口を叩くのもいいかげんにしろ」

　警部殿に言えたのは、やっとそれだけだった。胸と脚からは慎重に目をそらしつつ、手探りでそろそろとソファを探りあて、身を沈める。

「『オハナシシタキコトアリ』とか言っていたな。さっそく聞かせてもらおうではないか。どれのことだ、イースト・エンドのバラバラ殺人のことか、それともエクセター・ロードの失しつ踪そう事件のことか、クリスタル・パレスの宝物盗難のことか、それとも……」

「待った、待った、そんなにいっぺんに言われちゃこっちだって困る」

　両手をあげて、クリスティーナは警部を押しとどめた。

「とにかく、順を追って話そうじゃないか。とにかく、お目にかけるべきものを先に出してしまうとしよう。それともやっぱり、朝食を先にするかね？　実を言うと私もまだ食べてないんだ。ちょっと失礼して、お茶の一杯でも飲んでいいかな？」

「好きにしろ」警部は唸うなった。

「どっちにしろ、そいつがしゃばで食える最後の食事になるんだ。堪たん能のうするがいい、吾わが輩はいもそこまで鬼ではない」

　クリスティーナは肩をすくめると、そばの卓に置かれたベルに軽く手を触れた。

　涼しい音がするかしないかのうちに、蓋ふたをした大きな皿とお茶、マフィンを盛った籠かごをワゴンに乗せたレギーネが、続き部屋のドアを開けて入ってきた。

「やあ、これはこれは」



    

  
    
      



    

  
    
      　とクリスティーナは言った。

「すまないがね、警部、私は朝はいたって食の細い方で、お茶とマフィンくらいしかせいぜい腹に入らないんだ。もしよければ、そのお皿の中身は君がとってくれないかね？」

「貴様の家なんぞでものが食えるか、この詐さ欺ぎ師しが」

「まあそう言わずに、ふたを取るだけでも取ってみたまえ。じゃないと、無理にでも私が食べなきゃいけなくなる。ヤード随一の警部殿と食事を共にする光栄を、ちょっと私に与えてくれたまえよ。ほら、レギーネ」

　警部が断るひまも与えず、レギーネはさっさとマフィンとお茶を女主人に、同じくお茶と蓋ふたつき大皿をリース警部に給仕してしまった。

「まったく……」

　ゆうゆうとお茶にミルクを注ぎ、マフィンにバターを塗り始めたクリスティーナに、いつの間にか呑のまれてしまった形で警部はぶつぶつ言いながら、半球状の銀の蓋をつかんで、持ちあげた。

　とたん、ぎゃっと叫んで蓋を放ほうりだした。クリスティーナは悠然と紅茶を口に運び、レギーネはすました顔でそばに侍している。

「こ、ここここここれは」

　警部は口走った。

「これは、クリスタル・パレスで盗まれた、黄金のスカラベじゃないか！」

「いかにも」

　紅茶茶ぢや碗わんの縁から目をあげたクリスティーナの緑の目は、罠わなにかかって右往左往する子ネズミを楽しく観察する猫の瞳ひとみだった。

　皿の上には、大人の手のひらほどもある甲こう虫ちゆう型の黄金の塊かたまりが、はめ込まれた青金石ラピス・ラズリや赤あか瑪め瑙のうの色もあざやかに、燦さん然ぜんたる輝きを放っていた。

「本物か偽にせ物ものかという質問なら、自信を持って本物だと答えてあげられるよ。君に紹介する必要はないが、実に信頼の置ける人物からの保証があってね。どうやって私の手に入ったかは、たぶん説明しても信じないだろうから教えない。もっとも君が、裏庭で泥遊びをして、フランス製のレースを台無しにしてる小さな女の子を拘こう留りゆうして尋問するほどの人でなしだというなら、話は別だが……どうしたね？」

「ついに尻尾しつぽを出したな、この詐欺師めが」

　肩を怒らせてリース警部は立ち上がっていた。

　いまや鎖を放され、目標を与えられた猟りよう犬けんの闘志で、全身が部屋いっぱいにふくれあがったように見える。

「どうやって貴様の手に入ったかなど、ここで聞く必要はないわ、悪党が。そんな話なら、ヤードの取調室でたっぷりと気のすむまで話させてやるとも。ついでに〈ボビンのロビンロビン・ザ・ボビン〉をバラバラにして部屋中にばらまいた件と、〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉にあんな茶番劇をやらせて、その上、所もあろうにヤードの中で毒殺してのけた件についても、たっぷりと白う状たってもらうぞ、クリスティーナ・モンフォーコン」

「おやおや」

　クリスティーナはちょっと目を丸くした。

「指をなくした男のことについてはシシィから聞いたが、彼はそんな名前だったのか。それと、クリスタル・パレスで馬ば鹿か騒ぎをやらかした男はまあ死んでるだろうとは思ったが、まさか、ヤードの真ん真ん中で死ぬとは予想していなかった。警察の諸君にとっては随分なショックだったろうね、お悔やみを言わせてもらうよ」

「ほざくな、悪女めが」

　警部は吠ほえた。

「さっさと立って、おとなしくお縄をちょうだいしろ。人目にたっても恥ずかしくない衣装に着替える時間くらいはくれてやる。早くせんか」

「まあそう慌てずに」

　もう一口お茶をすすって、クリスティーナはカップを置いた。

「レギーネ、警部殿にあのメモをお見せしなさい」

「はい、お嬢さま」

　栄螺さざえみたいな握りこぶしをぶるぶる震わせているリース警部はまるで無視して、レギーネは書き物机の引き出しから真新しい封筒を取りだした。そっと開け、中から、折りたたんだ小さな紙切れを引き出す。

「なんだこれは、……うん？」

　手渡されたメモに、目を細めて警部は見入った。

　よくある計算用のざら紙の一部を破り取ったものに、角張った活字体で一行、

【TAKE THIS!】

　と走り書きしてある。

「『これを持っていけテイク・デイス』？」

　警部はまばたきした。「いったいなんのことだ？」

「違うよ、そうじゃない。その指示は『これを飲めテイク・デイス』だ」

　鋭くクリスティーナは言った。

　警部はぎくりとしたように顔をあげた。

「分析しないとわからないが、その紙にはたぶん、なんらかの毒物の痕こん跡せきが残っていると私は考えている」

「なんだと？」

　燃える火をつまんだように、あわてて警部は紙を放ほうりだした。

「その文字の下に、何か膠にかわのようなものがくっついているのが見えるかね？　それはおそらくゼラチンだ。犯人は毒物を飲んだ犯人がその場で即死しないように、板ゼラチンで作った小さな容器に毒を入れて、包んでおいたものと私は考えている。

　そうすれば、腹の中でゼラチンの殻が溶け出して、毒が効き始めるまで時間がかせげるからね。君が毒の存在するはずのないヤードの中で問題の男が死んだ、という話を聞かせてくれたので、ますます確信が持てた」

　恐ろしそうに紙をひっくり返している警部に、クリスティーナはふっとため息をついた。

「おそらく犯人はかわいそうなベンに、仮死状態か、何か深刻そうな病状のふりができる薬を用意しておく、程度のことを言っておいたんだろう。そして、医者の格好をさせた仲間――むろん、死ぬことは確信しているわけだから、実際用意する必要もなかったわけだが――に、治療のふりをして警察から脱出させてやる、とでも持ちかけた。

　でないと、警察につかまるのがわかりきってる派手な強盗騒ぎをやらかすわけがない。いくらジン漬づけでぼんやりした頭でも、金とそれから間違いなく逃げ出せる保証をくれてやらなければ、あんなばかばかしい茶番に手を貸す気は起こさなかったはずだ」

　まるで毒が指先から浸透するのではないかというように、神経質に手をこすりながら疑わしそうにクリスティーナを睨にらんだ。

「なぜこんなものが貴様のところにあるのだ、クリスティーナ・モンフォーコン？」

「これもまた、君に話してもたぶん信じないだろうが」

　クリスティーナはバターの垂れ落ちそうになっていたマフィンを一口かじった。

「ひとつだけ言わせてもらうなら、昨日、クリスタル・パレスで起こった強盗事件の時、人質になっていた少女はうちの従僕の坊やの友人で、彼女を助け出したのは、その坊やおよび、彼の勇敢なる婚約者と義妹殿だったのだよ」

「なんだとうう!?」

　ふたたび警部殿は叫び、あせってぐりぐりと金かな壷つぼ眼まなこを動かした。

「そんな報告はどこからも入っておらん！　貴様、吾わが輩はいを担ごうとしてもそうはいかんぞ！　だ、だいたい、このメモが貴様のでっち上げでないという証拠がどこにある？」

「そう言われると一言もないが」

　静かにクリスティーナは言った。

「しかし、人質にされていた少女から、彼女をさらった悪漢がラムセス王の巨像のてっぺんで、何やら隅っこからメモらしきものを拾いあげ、その場で、何かを飲みくだすのを見たという証言を得ている。お望みなら、彼女自身からもう一度話してもらえるよう頼んであげるよ。彼女とそれから、彼女のたいそう怖い母君が許してくれればの話だが。

　彼女の話によると、男は、最初からそこへ逃げこめば、次の行動を指示する伝言があるのがわかっているという印象だったらしい。捕まることをさほど気にしていたとは思えない――本当に逃げる気があるなら、あんな袋小こう路じとわかっている場所へ逃げたりはしない――し、何百万ポンドという宝物をポケットに入れているならなおさらだ。本当に宝を盗み出す気なら、夜中にこっそり忍び込むほうがよほど泥棒としてはまっとうな姿だろう。成功するかは別として、白昼堂々、あんな馬ば鹿かな強盗劇をやらかす必要なんぞないことは、いかに君の頭の回転がゆるくてもわかっていていいはずだと思うね、警部」

「そんなことくらい、とうに考えておったわい」

　警部はぶつぶつ言った。必死に頭をめぐらせていたので、最後につけ加えられたわりと無礼な一言が、頭に残らなかったのはさいわいだった。

「むしろ、捕まることを目的にして動いていたようにさえ見える」

　とクリスティーナは話を続けた。

「その上、宝は最初から偽にせ物ものだったわけだしね。前もって男に指示を出し、このメモを書いて、あわれな悪漢の命取りになるべき薬を包んでおいた人物――とりあえず、このメモが私の捏ねつ造ぞうだとかいう可能性は置いておいてくれたまえよ――は、宝そのものが目的だったんじゃない。派手な強盗劇を演出し、宝物がいつのまにか偽物にすり替えられていた、本物はどこにあるのか見当もつかないという事実を、できるだけ大っぴらに、世間に知らせるのが目的だったんだよ」

「推測だ。当て推量にすぎん」

　いらいらした調子でリース警部は言った。

「当て推量はおそるべき悪習だよ、リース警部。それは論理的才能に大害をおよぼす、とかのドイル氏の名探偵も言っている。

　私がこうやってヤードきっての敏腕警部に足を運んでもらい、くだくだしい話を聞かせているのは、問題をはっきりさせるには、他人に話して聞かせるのがいちばんだからだ。

　君はいま、私の知性に対する砥と石いしになっているんだよ、いいかね？　君自身は光を放たない鏡のようなものだが、そのかわり、光を反射して隠れていた事実を照らし出し、事件を観察する新しい観点を提供してくれると、そういうわけなのさ、ねえワトスン君――いや、この場合はレストレード警部とお呼びする方がよろしいかな？」

「どっちもごめんこうむる」

　毒気をぬかれた警部はふたたびどっかりとソファに身を埋め、唇を突きだした。

　ドイル氏の大評判の探偵とその冒険に関しては、不幸にも二、三冊読んでみた結果、これこそ英国臣民に、警察の地道な活動に対する不適切な軽けい侮ぶの念を抱かせる悪書以外の何物でもなく、くだんの探偵とその間抜けな相棒に関しては、『パンチ』に載っている滑こつ稽けい画の人物のほうがよほどうまく描けているという断を下している。その登場人物の名を出されるのは不快きわまりなかったが、腹の立つことに、この女詐さ欺ぎ師しのなめらかに回る舌が語る話に、しだいに興味をひかれてきていたのも事実だった。

「ところで急に話は飛ぶんだが」

　マフィンをもう一つとって、クリスティーナは言った。

「そういえば、君もマフィンをひとつどうだい？　要らない？　残念だな、ラドルさんの焼くマフィンほど世の中にうまいものは少ないんだが――ま、それはそれとして、〈ボビンのロビンロビン・ザ・ボビン〉殺しに関して、ヤードはどういう見解を持ってるか話しちゃくれないかね？　まさかまだ、私がかわいそうなコマドリRobinを殺して、死体を部屋じゅうにばらまいて回ったなんて話を信じてるわけじゃあるまい」

「信じとらんが、可能性はまだ信じとるわい」

　警部はぶつくさ言ったが、すげなく断るにはすでにクリスティーナの話術に取り込まれすぎていた。不承不承ながら、二十分後にはロビン殺しに関する大まかな事実を述べ、第一の容疑者と見込まれていた相棒の〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉の、謎なぞめいた強盗劇と急激な死によって巻き起こされた困惑を、心ならずも話してしまう羽目になっていた。

「ふん、なるほどね」

　手からマフィンの粉をはたき落として寝ね椅い子すからすべり降り、クリスティーナは大おお股またに部屋を歩き回りはじめた。

　大きく一歩を踏み出すごとに、キモノの裾すそが割れ、白い素足がむき出しになる。警部はあわてて横を向き、声に出さずに毒づき、この国においてもはや破滅に瀕ひんしている女性のつつしみというものに関して、慨がい嘆たんの意を表明した。

「ヴァイオリンとコカインが欲しいところだな」

　歩き回りながらクリスティーナは呟つぶやいた。

「それから化学薬品と実験道具。だが、うまいことに煙管きせるはちゃんとここにある。例の探偵のブライア・パイプにも劣らない、立派な品だ。ひとつ、こいつでやってみるかな」

　朱あかの漆うるしでつややかに彩いろどられた東洋の長煙管を取り上げると、刻み煙草たばこを詰め、火をつけて優雅に一服する。香りのいい紫煙が立ちのぼり、ゆらめき上る煙のゆくえを目で追いながら、クリスティーナはしばらく黙って考えていた。

「ちょっと訊ききたいんだが、警部」

　ややあって、沈黙を破ってクリスティーナが尋ねた。

「現在ヤードでは、どのような基準で犯罪者を区別、選別し、整理しているのかね？」

「なんだと？」

　警部は面食らって目をぱちぱちさせた。

「それはどういう意味だ？　累るい犯はん者のファイルのことを言っているなら、悪党の五、六十人ばかり、一目で見分けられないような刑事は、ヤードには一人もおらん。悪事をはたらく奴やつの顔を、見ただけで覚えられないようでは刑事とは呼べんからな。言わせてもらえば自慢ではないが、吾わが輩はいは二百人、いや、三百人の悪党だろうと、いかに変装しようが、しっかり見分ける自信があるぞ」

「君の猟りよう犬けんとしての能力を疑いはしないよ、警部。私はただ、ヤード全体としての一般的な話をしているのさ。それでは、今のところヤードの犯罪人識別法は、主流として各捜査員の個人的記憶による識別に頼っていると考えていいのかね？」

「当たり前だ。まあ、あとは写真や、前歴や身体的特徴――傷とか、イボとか、そういうのを記録したファイルという場合もあるが、そんなものに頼るのは、そもそもくちばしの黄色いひよっ子だけだ。それ以外に、どういう見分け方がある？」

「ここに、べルティヨン式という個人識別法の手引きがある」

　机の上から一冊の本を取って、警部の前に放ほうる。

「フランス人の警察事務員で、ベルティヨンという男が考案した方法だよ。簡単に言えば、ある一定の方向、特に正面と真横から撮影した写真、それから身体からだの各部を厳密に測定した測定値を、各人の個人識別として記録し、分類する方法だ。フランス警察ではすでに前科のある犯罪人の識別法として採用されていて、格別の効果をあげているらしい」

「骨なしの、ふにゃふにゃフランス野郎どもが」

　ののしりながら警部はそれでも本を開いた。

「国ぐるみで女と酒と食い物にうつつを抜かしとる奴やつらのやりそうなことだ。本物の男らしく、自分の頭と眼力でしっかり決断するということができん。なっとらん。こんなもの、見るだけで目の穢けがれだ」

「まあまあ、そう言いたもうな、警部――で、その中に、『指紋フインガー・プリント』という項目があるのが読めるかね？」

「馬ば鹿かにするな。吾わが輩はいがそんなつづりくらい読めんとでも思っとるか、けしからん」

「まあ、ベルティヨン氏自身はあまり指紋自体は重く見ていなかったようだがね」

　ふっと煙を吹いて、クリスティーナは言った。

「彼は、自分の大好きな精密定規カリパスと、瞳ひとみや耳の形のきわめて詳細だが煩雑な分類のほうがずっと信用できると思っていたようだが、この指紋というもの、犯罪捜査の上ではなかなかあなどれない証拠でね。

　私としてはそのうち、英国のみならず、各国の警察においてもきっと捜査方法上重要な役割を占めるようになると考えているんだが、まあ警部、ちょっとその本の、『指紋』の項のところを少し読み上げてくれたまえ」

「『……指紋採取については、左手指四本分のものを、所定の用紙に押おう捺なつする』」

　不承不承、警部は指定の部分を声に出して読んだ。

「『これは成長過程にある少年犯罪人、もしくは、女性犯罪人等、規定の標準値より逸脱・変化する可能性のある犯罪人に、不変の身元証明を見いだすための手段である』」

「たとえば、右利きの女裁縫師は、左手の指紋が途切れている」

　煙管きせるを口から離して、クリスティーナは先を続けた。

「左利きなら、その逆の手だ。花屋はどの指にも穿せん刺し――つまり、花のとげや枝による刺し傷だね――が見られる。また、洗濯女の場合、継続的に石せつ鹸けんというアルカリ分に触れるため、指紋の隆線が薄れてしまっていることが多い。

　つまり、ドイル氏の名探偵も指摘するように、ちょっとした外見的観察眼からでも人の前身というのは容易に知れるものだが、中でも特に、指紋という身体的特徴は、変装や成長などでは変えられない上、当人の生活環境をもある程度語る、はるかに信用のおける証拠となるのだよ。――と、ここまでの話はわかったかね？」

「わかるが、なぜそんな話をしとるのかはあいかわらずわからん」

　ふてくされてリース警部は言った。

「よろしい。では警部、本はもういいから、ちょっとそのスカラベを取って、裏側にあるすべり蓋ぶたを開けてみてくれたまえ。中に、ぼろぼろの古文書が入っているはずだ。きわめて古い、崩れやすいものだから、くれぐれも注意して扱っておくれよ」

　むっつりした顔のまま、警部は手を伸ばしてずっしり重いスカラベを取りあげ、ひっくり返して、裏側にある小さな蓋を探りあてた。慎重にさぐると、小さなすきまが開いて、中から、指先ほどの細く巻いた灰色の紙がこぼれ落ちた。

「これは……！」

　警部が息を呑のんだのも無理はなかった。その、神秘的な古代文字のぎっしり描かれた古文書には、あきらかに人間のもの、しかも、そう以前ではない時期につけられたとおぼしい、人間の指のあとがべっとりとどす黒くついていたのである。

「待った！」

　あわてて古文書を広げようとした警部に、クリスティーナが鋭く言った。

「そんなに乱暴に扱っちゃ、人類の大切な歴史を語る宝物に取りかえしのつかない傷をつけてしまう。レギーネ、古文書を広げて、警部殿に問題の箇所をお見せしなさい」

「はい、お嬢さま」

　レギーネがそばにやってきて、細い指を繊細に動かし、もろくなった古いパピルスをそっと広げる。

「これは……血だな」

　警部は爛らん々らんと目を輝かせて身を乗り出した。今や文字通り、血の匂においをかぎつけた猟りよう犬けんそのものであり、事件の真実にいよいよ迫りつつあるのだという意識で、目の前にいるのが長年の頭痛の種である女魔術師であることも、ひととき忘れ去っているようだった。

「そう、血さ」

　そっけなくクリスティーナは言った。

「――そして、おそらくはかわいそうな〈ボビンのロビンロビン・ザ・ボビン〉の死体から、指が切りとられていた理由でもある」

　あまりものすごい勢いで頭を上げたので、警部殿はもう少しで頭がもげそうだった。

「なんだとう!?」

「他ならぬロビンが、このスカラベと古文書に最後にさわった人間だからだよ」

　静かに、クリスティーナは言った。

「なぜそう言うかというと、実は本人からシシィがそう聞いたからなんだが、まあそこのあたりはややこしいから大目に見ておいてもらおう。とにかく彼は、何者かに依頼されてこのスカラベを偽にせ物ものとすり替え、本物を持って自分のねぐらへ戻った。そこで依頼者が、報酬を用意して待っているはずだった。

　ところが、その依頼者には他にも考えていることがあったので、スカラベと古文書――当人にとっては、古文書のほうが重要だったから、ちゃんと確かめる必要があったんだね――を確認してから、ロビンを殺し、死体をばらばらにして、部屋中に飾りつけてから、何食わぬ顔で出ていった。たぶん、付けひげやぼろ服で適当に変装して、安酒の一本でも身体からだに振りかけておけば、あの界かい隈わいじゃ、どこにでもいる酔っぱらいのひとりとして、気にするものもなかったろうからね」

「だが――だが、しかし、なぜ死体をばらばらにする必要があったのだ？」

　警部は追及した。

「確かにこの指紋はロビンのものかもしれん。口封じにその依頼者とかいう奴やつが、まあ本当にいたというならだが、奴を殺すことだってありうるだろう。だがなぜ、あんな無茶苦茶な現場にしておかなきゃあならなかったんだ？　手足をばらばらにして首を切り離した上で、部屋中にばらまいておくような、手間もかかるし汚れる作業を？」

「さあ、そこでさっきのベルティヨン式がまた問題になってくるのさ。

　ちょっと訊きくが、警部、死体がロビンのものだという確認はどうやってとったんだね？　ちゃんと長さや、踵かかとの形や、その他、ちゃんと各部分の数値が記録と一致するよう、測ってみたかね。間違いなく、全部がぴったり合うかどうか」

「確認だと？」

　警部は妙な顔をした。

「むろん、奴のやさの婆ばあさんに顔を見せて、ロビンに間違いないとはっきり言わせたとも。服装や背格好も、もちろんばらばらにはなってたが、ロビンに合ってるという証言もしっかり得てる。それ以上のことをする必要がどこにある？」

「だが、しかしねえ」

　とん、と灰を暖炉に振り落とし、新しい煙草たばこを詰めながら、クリスティーナはぼそりと言った。

「それで確認できたのは、あくまで、首がロビンのものであるという一事にすぎないと、そういうことは考えなかったかね？　――つまり、ばらばらに放ほうり出されていた手足や、胴体が、ロビン本人のものだと確認する手間は、かけなかったというのかね？」

　恐ろしい音をたてて警部は立ち上がった。

　金かな壷つぼ眼まなこがぎょろぎょろと蠢うごめき、今まで考えてもみなかった点を指摘された驚きに、言葉も出なくなっている。

「ひとりのおとこがしんだのさThere was a man,a very untidy man」

　とクリスティーナは呟つぶやいた。

「だがこの場合、もしかしたら、ふたりの男two menが死んでいるのかもしれない。いや、ひとりはまだ死んでいないのかもしれないが、少なくとも、手足のどれか一本、ひょっとしたら、二本か三本はもがれているはずだ。

　犯人は、ある人間の追及から逃れるため、問題の男を死んだと思わせる必要があった。

　そこで、ちょうど背格好の似ていたかわいそうなロビンを殺し、手足をばらばらにした上で、その中に問題の男の切りとった手か脚を混ぜ、新聞が派手に書きまくるように血みどろの舞台を演出して、いかにも死んだロビンがその問題の男らしく見せかけた。

　ところが、古文書に残った指紋があった。指紋が個人特定の重大な手がかりになりうることを知っていたこの男は、英国ではまださほどこの偉大な技術が重要視されていないのを知らず、万が一にも指紋からロビンの身元がばれるのを怖おそれて、指先だけをわざわざ切りとり、溝みぞの中へでも放り捨ててしまった――と、こういう考えはどうだね？」

「ばかげとる」

　吐き捨てたが、警部のブルドッグのような顔はまっ青になっていた。

「何もかも空想の産物にきまっとる。だいたい、ロビンにスカラベのすり替えを依頼し、そのあと奴やつをばらばらにした男というのはどこの誰だれだ？　奴が隠したがった問題の男、というのはどういう人間なのだ？　その犯人が、追及を怖れているある人間とは、いったいどういう奴なのだ？」

「さてまた、そこらへんもかなり大目に見ていただかないと困るあたりでね」

　煙管きせるを口に運びながら、クリスティーナはちょっと肩をすくめた。

「とりあえず私は、この事件に関係する、さる高貴な女性から依頼を受けたとだけ言っておくよ。ふたりめの男の存在、そして、事件の中心人物のことは、彼女が話してくれたんだ。彼女が英国にやってきたのは、その二人を捕まえ、罰を受けさせるためなのさ。

　中心人物が怖れている追及者というのは、すなわち彼女と、彼女の従者たち、とだけ言っておこうか。

　事件の中心人物が誰なのか、彼女は知らない。知っているのは彼女から盗み、姿をくらまして、今はたぶん手か脚をもがれて死にかけているほうの男だ。その男が彼女につかまり、そいつの口から、自分の存在が彼女に伝わることを、犯人は怖れているのさ。

　わらべ歌まがいのばらばら殺人も、〈太鼓腹のベンビツグベイルド・ベン〉の派手な強盗騒ぎも毒殺も、全部、彼女の目をくらますために仕組まれた猿さる芝居にすぎない……ん？　来たか」

　こつこつと窓を叩たたく音がする。

　言葉をきって煙管きせるを置くと、クリスティーナは窓辺に寄って、戸を開けた。

「やあリトル、それに小さい覗のぞき屋さんたち。お願いしていた場所は見つかったかな？」

　窓敷居には、黄色い羽根のリトルを先頭に、スズメやカラス、ヒバリ、ムクドリ、ツバメ、その他ロンドンの空を飛びまわる小鳥たちが何十羽となく群れて、ぴいぴいちゅんちゅん鳴きわめき、何事かを訴えるようにしきりに頭を振りたてていた。

「ああ、……ふん、……なるほどね。ありがとう、よくわかった。お疲れさま、リトル。それから〈女主人〉によろしく伝えておいてくれたまえ、小鳥くんたち。あなたのご息女に加えられた無礼に関しては、必ず代償を支払わせますから、とね」

　リトルはふっくらした胸を張ってぐいと嘴くちばしをあげ、ぱっと飛びたった。

　ほかの小鳥も、そのあとを追うようにいっせいに飛びたっていく。ひとしきり翼の音がやむと、クリスティーナは戸を閉め、あっけにとられた顔の警部に向かって、

「どうやら、行くべき場所がわかったようだよ、警部。犯人をお目にかけるから、よかったら、ついてくるといい。うちのべイカー街少年団ベイカーストリート・イレギユラーズには、翼があるのがかの名探偵より便利なところだ。人間には入り込めないところでも自由に入り込んで、目的のものを見つけだすことができる」



　　　２



　そして、その日の夕暮れ、二人は辻つじ馬車の中で、無言のままがらがらと揺られていた。

　リース警部はくたびれたコートの襟にあごを埋めてむっつりと口をつぐみ、ポケットの中でしきりに拳けん銃じゆうをいじり回していた。クリスティーナは、毛皮の耳当て付き鹿しか撃うち帽がないのが不満なようすで、代わりに丸いボウラー・ハットをかぶり、めったに着ないツイードのマントに、愛用の仕込みステッキをこつこつ言わせて憂うさを晴らしている。

「そういえば、あのスカラベをいったいどうやって手に入れたのか聞いとらんが」

「ああ、その点については、またもや大目に見てもらわなければ」

　間延びした声でクリスティーナは答えた。

「さっきも言ったように、小さな女の子を怖がらせたり泣かせたりせずに話を引き出してくれるのであれば、シシィに話してもらうのにはやぶさかではないけどね。まあ、止よしておいたがよかろう。とにかく、スカラベはちゃんと国家の手に戻すことは約束するから、それで勘弁してくれないか。私の依頼人は、宝を取り戻すことにはあまり関心がないんだ。彼女にとっては一族を裏切り、彼女の仕える主人に大罪を働いた人間を罰することの方が、ずっと重要なのさ」

「罰する？」

　ぎょっとして、警部は聞きかえした。

「それはどういう意味だ？　まさか、また新たな犯罪が――」

「さあね」

　どうでもいい、というように、クリスティーナは頭を振った。

「とにかく、そこまで行くと、私や君、英国警察、あらゆる人間の法の手のとどかない場所になってしまうから、私はこれ以上は言わないよ。君も口をつつしんだがいい。この天地の間には、人にはかりしれぬ秘密がたくさんあるものさ――わかったかい」

　それきりクリスティーナは黙りこみ、リース警部も、めずらしいことに質問をやめてもとの座席に身を沈めた。クリスティーナの口ぶりに、いつものからかうような調子とは明らかに違った、何か真剣な、畏い怖ふとでもいうべきものが忍び込んでいるのを聞いたからだった。それきり会話は途切れ、沈黙のまま、馬車はがらがらと路地を細い方へ細い方へと曲がっていった。

「霧が出てきた」

　扉の窓をちょっと覗のぞいて、クリスティーナが言った。

「人に見られずに外出するには実に都合のいい晩だ――ごらんよ」

　つられるように、警部も外をのぞいた。

　ロンドンに、急速に闇やみが満ちてきていた。前日の快晴とはうってかわった、どんよりとした鉛色の空から、痣あざのような色をした残照が消え去っていく。冷たい、灰色の霧が、生き物のようにあらゆる路地と家々のすきまにゆっくりとのたくり込み、ガス灯の明かりを、ぼんやりとした光の染みに変えていた。

　リース警部はぶるっと身震いし、窓覆いを乱暴に引き下ろした。

「それで」

　といささか苛いら立だった口く調ちようで言った。

「そろそろ、その『犯人』とやらの名を教えてくれてもいいのではないか？」

　クリスティーナは光る眼めでしばらく警部を見つめると、ツイードのマントの中から、何かを走り書きした紙を一枚取りだした。

「出てくるときに、紳士録から書き抜いてきた犯人の略歴だ。読んでみたまえ」

「紳士録だと？」

　驚きながらもリース警部は紙を受け取り、窓覆いを上げて、たよりないガス灯の明かりにかざして文字を追った。



『マナリング、（リチャード・フランシス）

　一八七○年生。英国歴史学会、および古代アジア・メソポタミア学会、エジプト学会会員。父、デヴォンシャ州在住、荘園主モーティマー・マナリング、母、デボラ・マナリング（旧姓フォード）の長男。弟一名、姉妹無。

　学歴、イートン校よりオクスフォード、クイーンズ学寮カレツジ卒業。史学専攻、優等賞状を受く。一八九三―九六、仏ソルボンヌ大学に客員研究員として勤務。九七年帰国。現在、自宅、およびオクスフォード在の各種私立予備校において、個人教師、および講師として勤務。著書、『エジプトにおける埋葬儀礼の変化について』、『知られざる王墓に関する詳しよう論ろん』、『副葬品に見るエジプト人の死後』。現住所、オクスフォード、セント・クロス通り一一二―Ａ』



「マナリング――リチャード・マナリングだと!?」

　読み終えて、リース警部は思わず大声を上げた。

　クリスティーナはちらりと目を動かしただけだった。

「そんなに意外かね？　この事件に関係した人間の中で、死んでいないのは彼だけだ。まあ、彼に手をもぎ取られた男がまだ生きていれば違うが」

「だが――しかし――そんなことをした動機はなんだ？」

　警部は完全に混乱していた。

「あのスカラベは、マナリング自身が発掘して持ち帰ってきたのだぞ？　その点はしっかり確かめさせとる。もちろん、保険はかけられとるが、盗まれたからといってマナリング自身には一文も入るようなものじゃない。なんの得にもならんのに、マナリングは、いったいなぜこんな手の込んだことをせにゃならんかったのだ？」

「金じゃない、名声のためさ。まあ、むろんそれに金もついてくるんだろうが」

　茫ぼう然ぜんとしている警部の手から、クリスティーナはひょいと紙をつまみ上げた。

「マナリングは来る日も来る日も私費学生や、予備校生相手に同じことをくり返す人生にうんざりしてた。史学者として、もっと注目をあびる発見をしたかったんだ。それこそ、学界どころか、全世界の人間を驚かせ、感嘆させるような何かをね。

　彼は手をつくして、現在のところ史学の花形であるエジプトに発掘旅行に行き、運のいいことに、大衆の目を集めるにふさわしい黄金の宝物をいくつか発見した。

　――だが、彼がその中で注目したのは、宝物ではなく、その中に隠されていた、冴さえない小さな古文書の中身だったのさ」

「その古文書とはいったいなんだ？」

「さっき見せただろう――あの、血のついたパピルス」

　つまんだメモがそのものであるかのように、クリスティーナはひらひらと紙を振ってみせた。

「あのパピルスには、私も見てはいないのでこれは推測になるが、いまだに知られていない、ある王の墓の所在が記されていたのだと思う」

「墓だと？」

　リース警部にはもう一つよくわからなかった。

「墓の所在なんぞ知って、何かいいことでもあるのか？」

「ああもう、無ぶ粋すいな刑事というのはこれだから。いいかね、警部、今回、マナリングは副葬品は見つけたが、肝心のファラオ――古代エジプトの王のことだよ、念のため――のミイラ自体は手に入れることができなかった。

　さっきの紳士録のメモで、著書のところに『知られざる王墓に関する詳しよう論ろん』というのがあるのを見たね。あれこそが、彼の生涯の望みだったんだ。まだ歴史上に明らかになっていないファラオと、その墓を発見することができれば、マナリングはたちまち、史学の歴史上に名を刻む有名人になることができる。もう毎日ちまちま個人教授なんかする必要はない。オクスフォードだろうとケンブリッジだろうと、有名な大学がいくらでも頭を下げて教授の職を、銀盆にのせて差しだしてくるだろう。

　あの古文書の中に、マナリングが見いだしたのはそれだった。自分に最高の名声と、富と、おそらくは終生続く飯の種を与えてくれる手がかり。

　しかし問題は、古文書自体がマナリングの個人所有のものではないことだった。発掘旅行は、オクスフォードとケンブリッジの史学者たちが共同で行ったもので、マナリングはその中のひとりだったにすぎない。

　研究は、史学者たちそれぞれの手によって進められるだろう。マナリングが、古文書に秘められた富と名声を独り占めするためには、なんとしても、古文書を自分のものにし、ほかの史学者たちの目に触れないように隠してしまう必要があったんだ」

「そういえば、奴やつは言っとったな――『パピルスが無事だったことは天の助け』と」

　思い出して、警部は言った。

「すると、あのスカラベの強奪騒ぎは、黄金の宝物のほうに目をやらせておいて、中の古文書のすり替えを目立たなくする作戦だったというのか？」

「その通り」

　マントに鼻を埋めるようにしてクリスティーナは頷うなずいた。

「彼は九三年から三年間、フランスに客員研究員として渡っている。ベルティヨン式個人識別法や、指紋のことも、おそらくその頃ころに知ったんだろう。

　悲しむべきことに英国では、この優れた犯罪捜査法がいまだに軽視されていることを知らなかったのが彼の手落ちだな。きっとパピルスに指紋が付いてしまったのを見て、度を失ってしまったんだろう。ついフランスにいた頃の知識を活用して、ロビンの指を切り落とすなどという、不必要にして残酷なことをしてしまった」

　警部は低い唸うなり声をあげただけだった。クリスティーナは続けて、

「――まあ、パピルスも偽にせ物ものだとあとでばれても、『きっとスカラベ本体が盗まれたときに、いっしょに奪われたんだ』と言えばいいからね。

　彼は安心して自分の手元にある本物のパピルスを研究し、それが与えてくれる名声を追求できるわけさ。もしかしていつか、本物のスカラベ自体も自分で発見してみせて、びっくりするふりをするつもりでいても私は驚かないね――待った、ここだ」

　唐突に言葉を切って、クリスティーナは覗のぞき窓に顔を押しあてた。

　馬車は、イースト・エンドのごくごくさびれた一隅に至って止まっていた。もはやここにはほとんど人の気配すらなく、廃はい墟きよに近いぼろ家やが、たがいにもたれ合うようにしながら亡霊のような姿を浮かばせているばかりだ。

「すまないが、ここでしばらく待っていてくれたまえ、御者くん。なあに、お駄賃はこちらの警察の旦だん那ながたっぷりはずんでくださるから、心配しなくていいよ。われわれは少しばかり、あそこの路地の奥に用があるんだ」

「ぞっとしねえ場所ですねえ」

　御者は渋ったが、クリスティーナがふところから無造作につかみだしてみせた銀貨を見ると、元気づいたようだった。

「こいつぁどうも。ようがす、だけど、なんか危なそうだと思ったら、あたしゃ逃げさしてもらいますぜ。これでも女房と子供二人を養ってるんで、火傷やけどするような場所には近寄りたくねえんでやすよ」

「それでいいよ。すまないが、ランタンがあったら貸してもらえるかね？」

　御者は自分の席の下から鋳ちゆう鉄てつの手て提さげランタンを取りだし、馬車の灯ひをそれに移した。

「これでようがすかね、旦那」

「ああ、ありがとう。では、危険を感じたら遠慮なく逃げてくれたまえ。こちらの警察の旦那は、どんなことがあってもびくともしない剛勇無双の勇士だからね」

　警部はむっつりとこの賛辞を聞き流した。御者はへへへと笑い、金をしまって、御者席に小さくなって眠ってしまったように見えた。「こっちだ」クリスティーナは警部をうながし、泥沼のような細い小こう路じへと、先に立って入っていった。

「まったく、なんてえ場所だ」

　ねとねとする泥に靴を取られながら、警部は唸った。

「本当に、こんなところに奴やつがいるのか？」

「いる、というか、来るんだよ。うちの小さなスパイたちがそう知らせてくれた。もうそろそろのはずだ――そら」

　コツコツと、別の足音が遠くから響いてきていた。クリスティーナは警部の袖そでをつかむと、手近な空き家やの陰に強引に引っぱり込んだ。

　ランタンの灯ひをコートで覆い、二人して、身を縮めて待つあいだに、ひとりの背中を曲げた酔っぱらいが、ずだ袋のような上着の裾すそを引きずりながら、よろよろと姿を見せた。

「あいつか？」

　とまどって、警部はクリスティーナに囁ささやいた。

「どう見てもただの酔っぱらいだが。酒の臭においがここまでぷんぷんする」

「しっ！」

　クリスティーナはすばやく警部の口をふさぎ、するどく囁いた。

「君の声は大きすぎるんだよ、警部殿。いいから、だまって見ていたまえ。すぐに面白くなってくるから」

　酔っぱらいは二人には気づかず、よたよたと泥道を歩いて、突きあたりにあるひときわ古い、ほとんど家の体ていもなしていないような物置小屋に入っていった。

　そのまま、五分ほどが経過した。苛いら立だちの頂点に達した警部が、もうこうなったら、奴やつが誰だれであろうとなかろうと、飛びこんで、首根っこをつかんで白状させてやる、ともう少しで決断しそうになった、その瞬間――。

　ぼろ小屋の中から、すさまじい驚きよう愕がくと絶望の叫び声が響きわたった。

　まるで人間ではなく、獣がわめいているようなひびわれた咆ほう哮こうだった。家全体ががたがたと揺れ、中で何者かが、狂気のように家や捜さがしをしていることが窺うかがえた。

「行こう」

　警部殿が面食らっているうちに、クリスティーナはさっと立ち上がっていた。ランタンを持ち、つかつかとぼろ小屋に歩み寄っていく。警部もあわててあとに続いた。

「ドクター・リチャード・フランシス・マナリング！」

　腐りかけたドアをさっと開き、ランタンを高々と掲かかげてクリスティーナは叫んだ。

「お探しのものは残念ながらここにはない。君が殺したかわいそうなコマドリRobinが、血まみれの小さな羽根で、私のところに運んできてくれたのでね！」

　ランタンの光の中で、恐ろしい形ぎよう相そうでだれかが振り向いた。

「泥棒！　泥棒！」

　むきだした白い歯の間から、しぼり出すような声が漏れた。

「貴様があのスカラベを、私のパピルスを奪ったのか？　返せ！　あれは私のものだ！　私のものなのだ！　返せ！　返せ！」

「リチャード・マナリングか？」

　ランタンの光に目をくらまされながらも、リース警部は前へ進み出た。光に目が慣れると、はっきりと相手の顔を見ることができた。

　それは、あの強盗事件の日、ヤードの部屋で対面した伊だ達て者ものの紳士に違いなかった……が、その表情はおそろしいまでに変化し、まるで同一人物とは思えなかった。気取った笑みを浮かべていたうすい唇は憤ふん怒ぬに引きゆがみ、青い目はほとんど真っ赤に見えるほど血走っている。

　なめらかに撫なでつけられていた大麦色の髪は、くしゃくしゃに乱れて逆立っていた。部屋の隅に、変装道具らしい汚れきった衣装と、もじゃもじゃの半白のかつら、付けひげやどた靴が放ほうり出されている。

「リチャード・フランシス・マナリング」

　いくらか落ちついて、警部はいつも犯人に向かって使う荘そう重ちような声を出した。

「お前はロビン・ウォルターズ、およびベンジャミン・ホドロック殺しについて、重大な関係を持っているという連絡があった。それから、クリスタル・パレスにおけるスカラベの強盗事件と、同スカラベのすり替え事件にもだ。詳しいことはヤードで聞こう。とりあえずはおとなしく、吾わが輩はいと同道願おうか」

「誰だれが！」

　音をたてて唾つばを吐き、マナリング博士はかん高い笑い声をあげた。

「あんなごろつきの一人や二人、殺したところでなんだというのだ？　偉大なる発見……人類への貢献……その鍵かぎを、私は握っているのだ！　貴様らになどとうてい理解できるものか！　返せ！　返すのだ、パピルスを！　あれは私のものだ、誰にも渡さん！」

　わめきながら掴つかみかかってきたマナリングを、こともなげにクリスティーナは避よけた。ステッキを振りあげて背中を打ちすえ、ぎゃっと叫んで壁につっこんだところを、すかさずリース警部が飛びかかって腕をねじ上げる。

「おとなしくせんか、こいつめ」

　腰から外した捕とり縄を器用にさばきはじめた警部を置いて、クリスティーナはゆっくりと小屋の奥に歩を進めた。小こう路じに入ったときからあたりに漂っている異臭が、さらに強くなった。腐った肉の臭においが鼻をつく。

　奥の、もとは家畜小屋だったらしい場所に、ひとりの男が転がされていた。

　きたない藁わらの上に横倒しになったその男は右腕がなく、切り落とされた箇所は、血止めのためか、火で黒こげになるまで焼かれていた。あたりは汚物だらけで、炭になった肉の中から、異様に白い骨が突きだしていた。

「……おい。まだ生きているか」

　男のそばにかがみ込んで、クリスティーナは囁ささやいた。

　男は呻うめき、瞼まぶたを震わせ、かすかに目を開けた。すでに目は見えていないようだったが、誰かがそばにいることはわかったらしかった。

「〈彼女〉が来ている」

　簡潔に、クリスティーナはそう言った。

　瞬間、男の顔に浮かびあがった恐怖の色は、ほとんど人間の浮かべられる域を超えていた。うっすらとしか開かなかった目が、白目が見えるまでにかっとむき出された。喉のどの奥から、地の底からひびくような声で男は呻うめき、もがいた。

「……だが、どうやらお前は〈彼女〉が来るまで保もちそうにない」

　クリスティーナは先を続けた。

「それをありがたいと思って、死んでいくがいい。お前の腕を切り落として焼いたあの男が、〈彼女〉の怒りを一身に受けることになるだろう。それが慰めになるなら、そうするがいい。どのみちお前にはこの先、オシリスの裁きを受け、黒きアヌビスの前で、心臓を怪物にむさぼり食われる死後しか残っていないのだから」

　男は一瞬さらに大きく目を見開き、ややあって、低い笑い声をもらしはじめた。

　笑い声はしだいに大きくなっていき、やがて、腕を失った肉体をびくびくと引きつらせながらげらげらと笑いころげ、男は唐突に動かなくなった。

　開いたままの口から、うすく涎よだれが垂れていた。白目をむいた目は、もはや何も見ていなかった。

　クリスティーナは小さくため息をつき、立ち上がろうとした。

　そのとたん、表のほうでがたがたという音と、「待て！　止まれ！」という怒鳴り声、そして、続けざまの銃声が響いた。

　クリスティーナは死んだ男に背を向け、走って表に出た。

「警部、どうした？」

「奴やつ、逃げおった！」

　リース警部は床からもがきながら立ち上がろうとするところだった。手には、薄く硝しよう煙えんを上げる拳けん銃じゆうを握っている。

「あいつめ、すっかりあきらめたふりをして、いきなり吾わが輩はいに襲いかかってきおったのだ！　普段ならば油断するような吾輩ではないが、ここは足もとが悪すぎる。泥に足がすべったところを、突き倒された。畜ちく生しようめが！」

「もう見えなくなった。逃げ足が速いな」

　戸口から頭を出して、クリスティーナは小こう路じを透かし見た。泥だらけの小路はもとどおり、人っ子ひとりいない静けさを取りもどしている。

「このままあきらめるような吾輩ではないぞ！」

　警部はすっかりいきり立っていた。

「すぐさま全署に配備だ。なんとしても捕まえてやる。このままになぞしておかんぞ、畜生めが、われわれヤードの手から逃れられると思うなよ。正義はつねに悪に追いつくのだ、そして、悪はその代償を支払うことになる！」

「そう、彼は支払うだろうね――代償を」

　冷めた声でそう言って、クリスティーナはふと視線を落とした。

「もう、ここに用はない。――帰ろうか、警部。君もこれから忙しいだろう。私のすることも、どうやらこれで尽きたようだ」



　　　３



　気がつくと、彼は暗くら闇やみの中にいた。

「どこだ、ここは！」

　あせって大声を出しても、不気味な反響が返ってくるばかりで、だれ一人として応こたえる者もない。

　なんの気配もなく、なんの存在もなかった。天もなく、地もなく、先程まで踏みしめていたはずのロンドンの裏町の汚れた石畳も、濃い霧も、のしかかるような都市も、すべてが暗黒の中に溶け去り、ただ彼ひとりが、永遠に続く暗闇の中で、油に落ちた蠅はえのように必死に手足を動かしているのだった。

「どこなんだ、ここは……ええい、出せ！　私を出せ！　私は……私は……」

『リチャード・フランシス・マナリング』

　とつぜん、声がした。

　それは何一つ存在しなかった暗黒を震しん撼かんさせ、世界全体を揺るがす冷たい女神の声だった。彼は思わず動きを止め、声の聞こえた一点を凝ぎよう視しした。

　そこに、いつのまにか、陽炎かげろうのように白い姿が立っていた。

　美しい女だった。黒い髪と黒い瞳ひとみは、闇やみの中ですらひときわ黒く、あたかも黒い炎のように輝くかに見えた。まとった衣と肌は透けるほどに白く、まるで雪花石膏アラバスターで刻まれた女神がそのまま命を得て、動き出したかのようだった。

「だ、誰だれだ、お前は!?　私は――」

『この印に覚えはないか、リチャード・フランシス・マナリング』

　女は彼の問いには答えずに、白い右手の甲をかかげてみせた。

　そこに刻まれたものを見たとたん、彼の背筋を氷のような恐怖が走りぬけた。

　それは、彼が騙だまして宝物を持ちださせた上、怯おびえる彼を英国に連れこんで、右腕を切り落として死ぬにまかせた男の手の甲にも刻まれていたものだった。

　虚こ空くうを見つめる、切れ長の大きな目。

　聖眼ウジヤトと呼ばれるその印は、古代エジプトにおいて王フアラオの化身のひとつとされた太陽神ホルスの眼めであり、王そのものを示す印章のひとつでもあった。

『お前は、わが一族のひとりに甘い言葉をかけ、誘惑し、堕落させた』

　抑揚のない声で女は続けた。

『一族の者はお前にそそのかされるままに、守るべきわが王フアラオのものたるべき宝物をいくつか持ち出し、お前が見つけたように装うことをした。

　のみならず、お前は、その中にお前の求める本当の王の墓の所在を示すパピルスが含まれていることを知ると、それをわがものにせんと、一族の者を国外に連れ出し、腕を切り落とし、死に至らしめた。すべてはお前自らの、私利私欲のために』

「それが――、それがどうした！」

　リチャード・マナリングは狂ったように叫びかえした。警部の手を逃れてきたばかりで、服は汚れ放題、頭から泥を被かぶったようにまっ黒になっており、ぎらぎらと光る眼めにはすでに知性のかけらも残されてはいなかった。

「私利私欲だと？　ばかな、私は、英国の文化と栄光をいや増すためにやったのだ！　地面に埋もれているだけの、枯れた死体などになんの意味がある？　どんな価値が？　私が発見してやれば、お前たちのファラオは、世界中に名を残す見事な研究素材として、あらゆる国の学者を驚かすことになるのだ！　そのどこがいけない？　消えてしまえ、幽霊どもめ、墓に棲すむ悪霊、ミイラにしがみつくシデ虫ども！　私は学問と文化のためにあえてこの手を汚したのだ、私は史学に身を捧ささげるものだ、私は、私は……」

『わが一族の者は、たまたま、わたしの血を分けた弟でもあった』

　女は静かに言った。その時でさえ、彼女の、水晶のような声にはなんの変化も見られなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      『だが、それはよい。すでに弟は全能なるオシリスのもとに引き立てられ、受けるべき処罰を受けている。だが、リチャード・フランシス・マナリング、お前には、聖なる王オシリスの前に立つ資格すら与えられはしない』

「何をいう、この幽霊め、ごみ虫め――」

　マナリングは猛獣のように女に躍りかかった。ひきつれた指が細い首をつかむと見えた瞬間、女はかき消え、マナリングはその場に無ぶ様ざまに倒れた。

『マナリング』

　声だけが響いた。

『裁きを受けよ、マナリング。お前が犯したファラオへの罪を、おのが身をもって償つぐなうのだ、マナリング。裁きを受けよ、マナリング。マナリング。マナリング』

「いやだ!!」

　マナリングは悲鳴をあげた。

　急速に、闇やみが凝ぎよう集しゆうしはじめていた。いくつもの荒い息づかいが、昏くらい気配が、アルカリの強い臭においとそして死臭が、あたりに充満していた。

「いやだ！　やめ……」

　最後まで言い切ることはできなかった。

　闇が形のない腕を伸ばし、マナリングの手をつかんだ。足が、胴が、首が固定され、ぴくりとも動かすことはできなくなった。指一本動かすこともできないまま、眼めだけが恐怖と哀願をこめてぐるぐると動きつづけている。

　闇に光るものが現れた。一本の、原始的な手術刀ランセツトだった。

　マナリングの眼が飛び出さんばかりにひき剥むかれた。悲鳴は音にさえならず、闇に呑のみこまれて消えた。

　見えない手に握られた手術刀は、ゆっくりとマナリングの喉のど元もとに食い込み、皮膚を破り、そして、まっすぐに下腹部まで胴体を断ち割った。

　手術は沈黙のうちに行われた。見えない闇の手は手際よく作業を進め、切り裂いた腹から胃、心臓、肝臓、肺その他の臓器を取りだし、どこかにある内臓壷カノーポスへと運び去った。

　声のない絶叫をあげ続けるマナリングの鼻にかぎ針がつっこまれ、ぶよぶよの脳味噌が引きずり出された。空っぽになった腹ふつ腔こうにアルカリ性の薬品と石灰、タールが詰めこまれ、縫い閉じられた。

　これらのことが行われているあいだじゅう、マナリングはすべてを自分の目で見ていた。肺が失われ、心臓が抜き出され、脳味噌を引き出されても彼はまだ生きていた。生きて、自分の身に何が起きているかを知り、感じ、しかも、狂うことすら許されていなかった。死から見放されたものの苦痛、純粋な苦痛の支配する生が、彼を待っていた。

　やがて白い包帯がしずしずと、歪ゆがみに歪んだマナリングの顔を覆っていき、両手を胸に折りたたみ、足を揃そろえてそれぞれに布を巻いた。すべてが終わり、そこには、地獄も知らぬ苦痛を永遠に感じ続ける一体のミイラが、残った。

『お前は、マナリング、自らが汚けがした王の墓に侍する者の一人となるのです』

　闇やみがそっと手を伸ばし、ミイラを持ちあげて、暗黒に浮かびあがったエジプト様式の木もつ棺かんに横たえる。

『それがお前の罰です、マナリング。永遠に死することなく、その苦痛と恐怖をもって、わが王をお慰めしなさい。お行きなさい、マナリング』

　ふわりと木棺が浮かびあがる。

『お行きなさい、マナリング。――おお、われらがファラオ、聖なるイシスの子にして偉大なるホルスの化身に、永と久わの栄光あれ』

　――そのまま、生けるミイラを収めた棺ひつぎは、かき消すように見えなくなった。



    

  
    
      


【断片Pieces】＋１　かわいそうな　こまどりのため



　　かわいそうな　こまどりのため

　　なりわたるかねを　きいたとき

　　そらのことりは　いちわのこらず

　　ためいきついて　すすりないた





「まあ、ちょいとこれ見てみなよ！」

　ラドル夫人の浮き浮きした調子に、遼りよう太た郎ろうはまたか、と思った。

「こないだのリドリー街のバラバラ殺人事件の犯人が、なんとオクスフォード大の学者さんだったんだとさ！　まったく、怖いこったねえ、パブリック・スクール出の紳士がさ、こんなことするなんて思いもよらないじゃないか。しかも、自分で見つけたスカラベを、だまし取ろうとしてそんなことするってんだから……」

「ああ、その記事ですね」

　遼りよう太た郎ろうもその話は別の新聞で読んでいた。クリスティーナのところへ毎朝取っているタイムズその他の新聞を届けるとき、目に留まって読んでみたのだ。

　先日遭遇したあのクリスタル・パレスでの大活劇の背後に、そんな事情が隠れていたとは驚きだった。バラバラ殺人はちょっとぞっとしないが、しかし、少しわくわくしたのも事実ではある。人間、新聞に載るような事件の端っこに自分がかかわっていたとなると、自分に危険がなければちょっぴり胸が高鳴るのも性さがというものである。

　記事によると、逃亡中の犯人、リチャード・マナリングはいまだに発見されていないらしく、スコットランド・ヤードのウィリアム・リース警部は、ヤードの全力を挙げて、なんとしてもこの凶悪なる殺人犯を捕ほ縛ばくしてみせると語っているらしい。

　警部さんも大変だなあ、とのんきに遼太郎は思った。

「すごいじゃないか、何しろ、現場はまさにあの歌の通りだったそうだからねえ。『あたまはごろんとベッドのしたに――』

「『てあしはばらばらへやじゅうに』、でしょ」

「おや、あんたこの歌を知ってるのかい、坊や」

「知りませんけど、ラドルさんの好みは知ってますから」

　すました顔でそう言って、遼太郎は牛モツと豆入りベーコントマトスープの、最後の一滴を飲みこんだ。

「遼太郎さん！　どこにいらっしゃいますの！　遼太郎さん！」

　二階から、居い丈たけ高だかな美み弥や子この呼び声が聞こえてきた。

「ああ、もう」とため息をつくと、スプーンを置いて遼太郎は立ち上がり、階段を二段とばしで駆けあがる。二階の踊り場では、美弥子が、愛用の編み上げの革ブーツをそろえて持って、ふくれっ面で待っていた。

「このブーツ、つま先の革がほつれてきていますけれど、遼太郎さん、お気づきになりませんでしたの？」

「ええっ？　……そ、そういえば、確かにちょっとほつれてるかもしれないけど、そんなに目立つってほどでもないし……だいたい、つま先が傷いたんだりするのは、美弥子さんがそれで僕のすねをぽんぽんぽんぽん蹴けるからで、あ痛あっ」

「お黙りなさい。口答えは許しませんことよ」

　室内履きで思いきりつま先を踏まれて、ぴょんぴょん跳びまわっている遼太郎に、美弥子はぴしりと命令した。

「そういうわけですから、今日はお昼ごはんがすんだら、リージェント街のいつもの靴屋さんに行きます。ついておいでなさい。よろしいですわね」

「よ、よろしいですわねって、僕、ラドルさんからここしばらくさぼってた銀器の整理と手入れを今日こそやってしまうように言われて、てっ」

　どん、と踏み降ろされた室内履きを、今度はなんとか避よけた。

「わ、わかった！　行くよ、行くから、踏むのは駄目！　それから、蹴けるのもなし！　そんなら行くから、いい？」

「まあ、遼りよう太た郎ろうさんが踏まなければならないことをなさらなければ、いいですわ」

　鷹おう揚ように美み弥や子こは言った。

「それでは、お昼ごはんがすんで三十分したら、下で待っていてくださいね。でないと、また踏みますわよ、おわかり？」

「わ、わかった、わかったよ……え？」

　わかったならよろしいですわ、とすました顔で踵きびすを返しかけた美弥子の胸もとで、何かがちりんと音をたてた。遼太郎は思わず足をとめ、彼女の襟を注視した。

　――襟元に、綺き麗れいな友ゆう禅ぜん染ぞめの端切れを縫って仕立てた、手作りの紐ひも。

　その先に、小さな銀の鈴。

　百ゆ合りの透かし模様の、かわいい、西洋風の銀の鈴。

「あれ、美弥子さん、その鈴、僕のあげた……うぎゃあっ！」

　がらがらどしーん、と階段を転落する物音に、台所でラドル夫人が眉まゆをひそめる。

「また、何を騒いでるんだろうねえ、あの子たちは。まったく、騒々しいったらありゃしない」

「ひ、ひどいよ、美弥子さん！」

　ひどく打ちつけた腰と尻しりをなでて、半泣きで遼太郎は抗議した。

「いきなり階段から蹴り落とすなんて、いったい僕が何したんだよ!?」

「お、お黙りなさい、この破は廉れん恥ち漢！」

　胸もとに下げた鈴を押さえて、美弥子の顔は今にも燃え出しそうに赤かった。

「お、乙女の胸をそんなにまじまじ見つめるなんて、痴漢以外の何者でもありません！　蹴り落とされてあたりまえです！　……と、とにかく、お昼は約束しましたから、忘れたりすると承知しませんわよ！」

　そのまま、胸をかかえてぱたぱたとうつむきがちに廊下を走っていってしまう。

「ああもう、まったくもう」

　ずきずきする尻を押さえながら、遼太郎はやっとの事で立ち上がった。

「ほんとにもうなんて言うか、……女の子って、なんでああ妙なことばっかりするんだろう？　本当、ちっともわけがわかんないや」





「む。あの音は」

　中から聞こえた派手な転落の音に、魔術師バ（略）は耳をすました。

　本日も元気に黒いずるずるときらきらじゃらじゃらの護符の山を引きずり、背後をゆくロンドンの善男善女の不審の視線をもものともしない。偉大なる魔術師にとって、愚ぐ昧まいなる一般大衆の愚かなる視線など、まったくもって何ほどのこともないのである。

「地獄の扉が開いた音か、それとも召喚にしくじったか、……まったく！　僕にやらせれば、そのような面倒は起こさないものを。使い魔め、なにやら喧けん嘩かしているな。愚かしい。使い魔などに気ままにさせておくからこうなるのだ。クリスティーナ・モンフォーコン、わが生涯の好敵手ライバルよ！」

　びし、とドアに指先を突きつけ、かっこよくポーズを決める。

「心せよ、クリスティーナ・モンフォーコン！　先日は失敗したが、いつか必ず、貴様にこの僕、偉大なるバシレウス・サロモンの強大なる魔力を示し、この足もとに跪ひざまずかせてくれるわ！　その日を楽しみに待つがいい、クリスティーナ・モンフォーコン！　別に今すぐやってもいいが、今日は気が向かないからな！　そうだ気が向かないのだ！　だから今日はとりあえず勘弁してやる！　わかったか、クリスティーナ・モンフォーコン！」

「あー、やっぱりここにいた」

　後ろで馬車が止まり、呑のん気きそうな声がした。

「うわっ、シヴィル！　貴様、休みを取っていたのではなかったのか!?　確か来週の頭までは休むと聞いているぞ!?」

「いやあ、そうなんですけどね」

　丸眼鏡のむこうにふんわりした笑顔を浮かべながら、シヴィル・セント・クレア青年は、ちょっと困ったように頬ほおを掻かいた。

「坊ちゃんのお母さまがですね、えー、坊ちゃんがなんだか毎日ここのお家うちに貼はりついて、ご迷惑おかけしてるそうなんで、ちょっと早いけど仕事に戻って坊ちゃんを監視……あ、いえその、授業を続けてくれないか、って」

「なんだと!?　そんな話は聞いとらん！　ええい放せ、放せというに！　この僕をなんと心得る！　偉大なる大魔術師、バシレウス・サロモンを――」

「はいはいわかりましたからはやくかえっておべんきょうしましょうねー」

　黒いずるずると護符ごと、大魔術師は手際よく馬車に積み込まれ、扉が閉まる。

「覚えていろ、クリスティーナ・モンフォーコン！　この仇かたきはきっとぉぉぉぉぉ……」

　なにが仇なのかよくわからないが、とにかくこのようにして大魔術師バ（略）は、たまった勉強と課題を片づけるべく、家にむかって粛しゆく々しゆくと運ばれていった。





「ずいぶんご機き嫌げんなようだねえ？」

「……ふん、だ」

　がらくたの玉座に座る母に流し目で見られて、ロンドンの魔女姫はつんと横を向いた。

「別に。機き嫌げんはいつだってこんなもんさ。まったく行くんじゃなかったよ、クリスタル・パレスなんて。あんなバカアスパラに、ちゃんとしたエスコートができるかどうかなんて、考えた俺おれが馬ば鹿かだったよ。ああ、馬鹿だね。馬鹿だとも。あんなにすごい馬鹿っぷりは見たことない」

「それだと、お前自身が馬鹿だと言ってるみたいに聞こえるね」

　夜のロンドンの女王は、少女のようにくすくすと忍び笑った。

　魔女姫はまたつん、と反対側を向き、襟もとからこっそり細い鎖を引っぱり出した。

　背中を丸め、膝ひざをかかえて、そばかすだらけの鼻先に、鎖の先を近づける。

「……ふん、だ。ばか」

　――大丈夫だよ、と抱きしめてくれた、いつもあんな風ならどんなにか。

「……ばー、か」

　指先で、銀の小さな鈴が、ちりんと揺れる。





「では、すべては終わったのだね」

「はい」

「……そう」

　クリスティーナは大きく息をつき、腹の上に組み合わせた手をほどいた。

「ともあれ、お手伝いができてよかった。本当に、あのスカラベは持って帰らなくていいのかね？　なんなら私が、それこそぜったいにばれっこない複製を作って、そっちのほうを返しておいてあげてもいいが」

「いえ、それには及びません」

　女は白く、美しく、静かで、そして恐ろしかった。

　クリスティーナの居心地のいい居間に、彼女は、異世界から咲きいでた一輪の炎の花のように輝いていた。手の甲に刻まれた聖なる眼めの入いれ墨ずみが、うす青い影をおびてまばたきするように見える。

「すでにあれは穢けがれた者の手に触れました。我らにとってもとより重要なのは、ファラオの真の墓所を見いだされることなきよう、守りつづけること。黄金や宝石は、愚かなる者どもの手に残してゆきましょう。悪あしき者はすでに滅び、罪人は、今この瞬間にも、自らの罪を償つぐなっているのですから」

「そう、そうだね」

　クリスティーナはかすかに身震いし、組んだ手にふたたび目を落とした。

「それでは、お別れかね、レディ――〈美しき御方ネフエルタリ〉。あなたの怒りを買った者に同情するよ。自分の身にも起こらないよう、せいぜい気をつけなければ」

「そうなさいませ」

　女は牙きばめいた白い歯を見せて、笑った――雌め獅じ子しのように。

「貴女あなた様は触れぬがよいもの、触れてはならぬものをよくご存じのお方。触れてはならぬものに触れた者がどうなるかもよくご存じでいらっしゃる。だからこそ、お頼りしたのです。お礼を申しあげます、〈パラケルススの娘〉――今は、そうお呼びするのですね？」

「そう、もしくは、クリスティーナ、とね」

　静かにクリスティーナは言った。

「クリスティーナ・モンフォーコン。それが、いまの私だ。触れてはならぬもの、触れぬ方がよいものはよく承知している、あなたも、私も。

　だから、どちらも触れぬようにして、別れようではないか。さよなら、レディ、美しき人。二度とエジプトの地を離れる必要がないように、祈っているよ」

　白い女は深々と頭を垂れ、そのまま、吹き消すように消えた。

　クリスティーナは手をあげて眼めを覆い、「レギーネ」と隣室に控えていたレギーネを呼んだ。

「お茶を淹いれておくれ、レギーネ。それから、煙草たばことおいしいマフィンを。どうも今回は疲れたよ。旧友の手伝いというものが、こんなに疲れるものだとは思わなかった」



　――一九二二年、イギリス人カーナヴォン卿きようの後援を受けた考古学者ハワード・カーターは、王家の谷と呼ばれる古代エジプト人の墓の密集する地域で、それまでまったく知られていなかった王の墓を発見、発掘し、世界中の注目をあびた。

　ツタンカーメン、あるいはトゥト＝アンク＝アメンと呼ばれるこの王の墓は、三千年の時を経へて奇跡的にまったく盗掘の被害にあっておらず、そのまばゆいばかりの宝物と、ほぼ完全な姿で見つかった王棺とミイラは、歴史学上最大の発見とまで賞賛された。

　だが、後援者であったカーナヴォン卿が墓の公開直後に急死するなど、関係者の怪死が相次いだため、「ファラオの呪のろい」と噂うわさが立ち、この早世した少年王の黄金の墓は、後世までも暗い影を残すことになる。





「――あ。こまどりロビンさんだ」

　ピチュピチュピチュ、と鳴きながら飛んでいく小鳥に、背伸びしてシシィが指をさしてみせる。

「あら、どれかしら、……ああ、行ってしまった。綺き麗れいな小鳥さんだったわねえ」

　しゃがんで薔ば薇らの花芽の様子を見ていた和かず音ねがふり返って微笑ほほえむ。リトルがチイ、と鳴き、自分だって綺き麗れいだとばかりに、シシィの肩に飛び乗って、愛情こめて耳をつついた。

「やん、リトル、くすぐったいよう」

　シシィは身をもんでくすくす笑い、服をよごさないように和かず音ねに作ってもらった小さな白いエプロンに、チョコレートの手形をまたひとつつけた。



　♪このこぶたさん、かいものに、

　♪このこぶたくん、おるすばん……



「あら、またその歌」

　ふふ、と和音は笑う。

「ほんとにシシィちゃんは、その歌が好きなのね」

「うん。だーいすき。だけどね、ちょっとだけ、かえるの」

　このこぶたさん、かいものに……と口ずさみながら、シシィは元気に庭を飛びまわる。

　和音は薔ば薇らの花芽に触れ、少しずつふくらんできているピンクの花びらをそっとたどって、小さく吐と息いきをついた。袂たもとの中から、赤い絹紐ひもをつけた小さな鈴をそっと取り出す。

「……兄さま？」

　ほとんどため息に近い、小さな声。



    

  
    
      



    

  
    
      　鈴はちりり、とかすかに揺れる。



　♪このこぶたさん、かいものに、

　♪このこぶたくん、おるすばん……



　楽しそうにシシィが歌っている。



　♪このこぶたさん、かいものに、

　♪このこぶたくん、おるすばん

　♪このこぶたくん　ビフテキたべて

　♪このこぶたさん　もうまんぷく

　♪このこぶたくん　なきやんだ　ウィー　ウィー　ウィー！

　　　ぼくはおうちに　かえれたよ！



　チイチイピチュピチュ、と鳴きながら、また別の小鳥が、晴れたロンドンの空をついっと横切っていった。



    

  
    
      


あとがき





　ある日の新担当Ｓさんとの会話。



「じゃあ、とりあえず十二月いっぱいを目安に、ということでお願いします！」

「わかりましたー。たぶん遅くてもお正月休み明けにはお渡しできると思いますんで、よろしくお願いします。ではよいお年を～」



　……自分ウソつき。超ウソつき。



　新年しょっぱなからしかも担当変わった一発目からいきなり原稿遅らして大変申しわけありませんでした……！（平身低頭）

　今後は自分の程度をわきまえるようにしようっていうかよろしくお願いしますできるだけこういうことはないようにしますはい極力……きょく……りょく…………（声小さい）



　そんなわけでまいどお世話になっております、五ご代だいゆうでございます。

　今回はちょっと中休みの回ということで、短編集。いつものメンバーの一日を書くふりをしながらなんだかいつもの通り裏で不ふ穏おんなこともやってみたりしています。

　最初は本当にばらばらに短編を書くつもりだったのですが、やっぱり気がついてみたらなんとなくつながっていたので（笑）そのあたりも楽しんでいただけると嬉うれしいです。



　で、英国といえば忘れてならないネタを今回も入れてみました。そう、「ドイル氏の大評判の名探偵」こと、シャーロック・ホームズですね。

　コナン・ドイルによるシャーロック・ホームズものは、雑誌「ストランド・マガジン」誌上にて一八八七年から一九二七年にかけて連載形式で発表、順次書籍にまとめられました。遼りよう太た郎ろうくんやクリスティーナたちにとっては、まさに同時代の小説。最新のベストセラーだったわけですね。

　今回、作中にはシチュエーションや台詞等、いろいろとホームズネタをつめこんでいますが、年代を考慮して、元ネタは一八○○年代に発表された初期長編二本（『緋色の研究』『四つの署名』）、および短編集二本（『シャーロック・ホームズの冒険』『シャーロック・ホームズの思い出』）収録の作品からとっています。

　底本については新潮文庫版・創元推理文庫版にくわえて、現在刊行中のちくま文庫版全集を参照しつつ書いたので、版によって台詞の訳が違っていたりする場合は、それぞれ雰囲気に合うものを選びました。どの台詞がどれ、どの場面がどことは場所がないので書きませんが、読んでみてわかった方はニヤニヤしてください。なお、当時の捜査法であるベルティヨン式個人鑑別法に関しては、『指紋は知っていた』（チャンダック・セングープタ、文春文庫）も参考にしました。

　同時にまたもや使ったマザーグースですが（好きなんですすいません……）今回もまた二巻の時と同じく、草思社版『マザーグースのうた』谷たに川がわ俊しゆん太た郎ろう訳全五巻から、ちょっと変えた部分もありますが使ってます。

　"Who Killed Cock Robin?"はよく小説やマンガのネタにもされる有名な唄ですが、特に私くらいの年齢の方々は、マンガ「パタリロ」で「クックロビン音頭」として初めて知った、という人が多いのでは？（笑）

　ほかにもいろいろと使いたかった唄を並べてみました。「ひとりのおとこがしんだのさThere was a man,a very untidy man」は絶対いつかやってやろうと思っていた唄で、やれて楽しかったです……というか、このファンシーなタイトルでのっけからいきなり（自主規制）なのはどうなんだ、と自分でも思いますが、まあそれはさておき。



　さて遼りよう太た郎ろうくんは前巻での約束通りジンジャーとデートに出かけたわけですが、当然美み弥や子こや和かず音ねちゃんが放ほうっておくはずもなく、そしてその間にシシィちゃんははじめてのおつかいに行き、レギーネはスカートを脱がされかけ、バ（略）のひとは相変わらずあやしい格好で張りつき、そしてクリスティーナはなんだか妙に楽しそうです。

　てかリース警部がたくさん書けたのが個人的に嬉うれしい巻でした（笑）。警部かわいいよ警部。がんばれビル・リース。がんばれオヤジ。



　最初にも書きましたが、前担当Ｏさんに代わって新担当となりましたＳさん、相変わらずハイクオリティなイラストの岸きし田だメルさん、ありがとうこざいます！　っていうか今度から、いやむしろ今度こそ、もうちょっと早く原稿上げるようにしますすいません……。



　次巻からはまた本編に戻って、大ネタを転がすころに入るかと思います。ますますがんばっていきたいと思いますので、今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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